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「……どこへ……行くんですか？」

　衣擦れの音で目が覚めた。

　というより、意識がはっきりしてきた時、耳に入ったのが身支度をする音だったのだ。

　薄らとまぶたを上げた史し織おりの目に入る、ネクタイを結んでいる男性の姿。それがはっきりと見えるのは、ベッドルームの照明が室内を照らしているから。

　視界に入る光景はまるで映画のワンシーンのよう。フレームに装飾が施されたソファ、花が三つ連なっているかのようなフリルガラスのシェードランプ、目を引く織物調のクロスはシャンデリアの光とシンクロして壁面に優美な模様を浮かび上がらせる。

　そんなセレブ感漂う室内に立っていても、決して引けを取らない人。

　軽くかき上げた前髪から覗く聡明で切れ長の双そう眸ぼう、聞き惚れるほど低く色っぽい声が発せられる形のいい唇、高い鼻び梁りょうが横顔を引き立て、全体の造形美を盛り上げる。

　初めて彼を見た時は、にじみ出る男性的な美しさに目を奪われたものだ。

　この明るい部屋で、つい先ほど彼に抱かれたことを唐突に思いだし、裸の肌が熱を帯びる。

「仕事だ」

　彼の応答は短く、そして淡々としていた。もう少し、なにか説明があってもいいのではないか。

　中なか山やま史織は今日、この男性、烏からす丸ま泰やす章あきと結婚をした。

　急ごしらえの挙式ではあったが、高級ホテルの幻想的な天空チャペルで豪華なウエディングドレスを身に纏まとい結婚式を迎えるなんて、想像もしたことがない大イベントだった。

　贅沢とか高級とか、そんな言葉が別世界のものだった自分には絶対に縁のないもの。

　それもこれも、三十一歳にして大手製菓専門商社の社長である泰章の妻になったからこそである。

　いわば今夜は新婚初夜。スイートルームに入るなり新妻のハジメテを奪った夫は、その身体で早々に仕事へ行くという。

「夜中に……行かなくてはならない用事が……あるんですか？」

　泰章が仕事熱心なのは知っている。でもまさか、こんな日にまで仕事を入れることはないだろう。

　きっと、緊急の用事が入ったからに違いない。

　ネクタイを整えた彼は、立てていたワイシャツの襟を直し、史織に近づいてくる。

　いきなり顎を掴まれ、唇を奪われた。

「ンッ……！」

　喉が苦しげにうめく。それだけ、突然のくちづけはいきなりで強引なものだった。

　喰いつくように貪むさぼる泰章の唇は、史織の口腔内を犯しにかかる。放ほう埓らつに動く舌が口こう蓋がいを擦こすりたて、史織はビクビクッと身体を震わせた。

　史織のすべてを奪おうとする容赦ない仕草。それでも彼女の官能を刺激することだけは忘れないズルイ愛撫が、初めて彼に抱かれた時のことを思い起こさせる。

　愛の言葉も、処女だった史織を気遣う言葉も、なにもなかった。

　それでも、その行為は自分勝手なものではなく、史織の体温を上げ、しっかりとほぐしてくれて。

　冷たいのに、優しい……。

　行為の中に、以前までの彼を感じたような気がして、気持ちが、ゆるんだ。

　だから聞いてしまったのだ。

　――行かなくてはならない用事があるんですか？

　今夜くらいはそばにいてほしい……。

　史織の心が、少しだけ我が儘になったから。

「君はここにいればいい」

　囁きは冷たく、史織の心を抑え込む。

　唇が離れると、激しいくちづけの余韻で吐息が乱れる。史織を見る泰章の瞳に憐みの色が浮かんだ気がして、大きな寂しさが湧き上がった。

「明日の昼になれば、屋敷から迎えが来る。帰ったら、君は荷物の整理でもしているといい。……明日は、屋敷から出ないこと」

「……はい」

「余計なことはしない。余計なことも言わない。黙って俺が帰ってくるのを待っていればいい。いいな」

「……わかりました」

　返事を聞いて、泰章は史織から離れ、素早く身支度を整えてベッドルームを出ていった。

　ベッドの中でジッとしていると、泰章が部屋を出ていったのがわかる。この広いスイートルームでひとりきりになってしまった。考えるだけで室内が薄ら寒く感じる。

「泰章さん……」

　結婚式の夜、新婚初夜に置いてきぼりにされるなんて、なんて惨めなんだろう。

　悲しくて泣きそうなのに、ここで泣いたらこれからのことに耐えられなくなりそうで、泣いてはいけないとどこかで違う自分が叫んでいる。

　苦しい。胸も心も。

　苦しくて、どうやって息をしたらいいのかわからない。

　好きな人と結婚したのに、どうしてこんなに苦しくならなくちゃいけないのだろう。

　大きなベッドの中で、史織はひとり自分の腕を抱きしめる。

　身体の奥底に残った泰章の熱を感じていると、同じくらいの温かなときめきをくれていた頃の彼が胸によみがえり……。

　そして、こんな新婚初夜を迎える発端となった一カ月前を、思い返した――。










第一章　火曜日の淡いときめき




「こんにちは、中山さん」

　おだやかで深くて、とても耳に心地のいい声。

　この声で名前を呼ばれると胸の奥が温かくなる。そう感じるようになったのは、いつからだったろう。

「こんにちは、烏丸様。いらっしゃいませ」

　丁寧にお辞儀をして落ち着いた声を出しているつもりだが、……自信はない。

　もしかしたら、とても上ずった声になってはいないだろうか。締まりのない顔になってはいないだろうか。制服に乱れはなかっただろうか。白いパフスリーブのブラウスにふくらはぎ丈の黒いジャンバースカートは、どちらも汚れが目立ちやすくて気を遣う。

　心の中で焦りに焦る中山史織に、烏丸泰章は秀麗な微笑みを向ける。とくん……と揺れる胸の奥のなにかに煽あおられ、このまま彼を見つめていたい気持ちにとらわれた。

（いやいや、ダメダメ！　仕事中、仕事中っ）

　そんな自分に全力でダメ出しをして、史織はニコリと元気で明るい笑顔を見せる。

「本日はどのようなものをご希望ですか？　なんでもご相談くださいね」

　都心へのアクセスに定評のあるベッドタウン、駅に近い商業施設の一角に、洋菓子店『gateau gateauガトー・ガトー』がある。常連客には「ガトのケーキ」と略されがちだ。

　gateau はフランス語で〝ケーキ〟の意味があるので、略されかたもあながち間違いではない。

　史織は高校生の時に三年間ここでアルバイトをしていた。大学への進学は諦めていたことから、『そのまま就職しちゃいなよ』というオーナーからの誘いで就職を決めたのである。

　とてもお気軽な決めかたのようではあるが、史織にとってはありがたい話だった。

　店は人間関係がよく働きやすい。アルバイトといっても三年間のスキルがあるぶん商品のことはわかっているし、常連とも顔見知りだ。

　販売スタッフの仕事は楽しいしやりがいがあったので、繁忙期でも笑顔で頑張れた。

　また史織自身、素直で明るく親しまれやすいかわいらしさがある。

　さらさらと清潔感のあるセミロングをうしろでまとめ、来店客の動きは見逃さないとばかりにきょときょと動く大きな瞳と、終始口角が上がり微笑みを忘れない口元。小柄ながら頼りがいを感じさせる雰囲気は、ついつい関わりたくなる。

　初めて来店した客は必ずと言っていいほど史織に話しかけるし、年配のご婦人や子供にも大人気だ。オーナーは、そんな史織の様子をよく見ていたのだろう。

　正社員になって三年目。お客さんの質問や相談は、ほとんど史織が対応している。わざわざ史織が店にいる時間を確認してから来店する常連もいるくらいだ。

　色とりどり、鮮やかなケーキが並んだショーケースの前で片手を軽く顎にあて、まぶたをゆるめてケーキを物色している泰章も、そんな常連のひとりである。

　一八〇センチを軽く超える長身に洗練されたスーツ姿。おだやかさと凛り々りしさを絶妙なバランスで使い分ける、見惚れずにはいられない美丈夫だ。

　最初に来店してくれたのは二年前。接客したのが史織だった。それから半年は一カ月に一度程度の来店だったのが、二週間に一度になり、十日に一度になり、今は一週間に一度、必ず火曜日に来店してくれる。

「漠然とすごく甘いものを口に入れたい気分なのだけど……なにがいいだろう。こう、重苦しさが溶けるようなやつ」

　ショーケースを眺めたまま泰章が要望を出す。

「重苦しい……。体調がすぐれないとか、ですか？」

「いいや、そういうわけではなくて。昨日はプレゼンの会議が白熱してね、私も明け方までずっと資料を見ていたものだから」

「寝不足もあると思いますよ。お疲れなんですね。それでしたら、甘くてサッパリしたものなどいかがですか」

「甘くてサッパリ？」

　凛々しい双眸が史織へと向けられる。気を抜いたらジッと見つめてしまいそうで、それはいけないとショーケースに目を移した。

「期間限定ですけど、ピンクグレープフルーツのジュレがのったババロアはどうですか？」

　商品の前へ移動し、右手でショーケースを示す。上段には、キューブラインのデザートカップに入れられたピンクグレープフルーツジュレのババロアが行儀よく並んでいる。

　透明感のあるピンク色のジュレの中央には、薄皮が処理された綺麗な果肉がゴロゴロとのっていた。アクセントの生クリームに店名入りの小さなチョコレート、ミントのワンポイントが色のバランスを整えてくれている。

　透明感と色合いのかわいらしさで女性に人気だが、味は男性にも喜んでもらえるものだと史織は思う。

「グレープフルーツか……。酸味がある感じ？」

「ピンクグレープフルーツ自体にはそれほど酸味がないので、甘さと爽やかさの中に微かな酸味と喉の奥に抜ける一瞬のほろ苦さ、といったところでしょうか。甘いババロアを先に食べてしまうと酸味と苦味を感知しやすくなってしまうので、果肉とジュレを先に食べていただくのがポイントです。その後にババロアを口に入れてみれば、いつも以上にババロアが甘く感じられますよ」

「なるほど」

　史織の話を、泰章は真面目な顔でうんうんと聞いている。彼は史織よりも十歳年上で、おそらく仕事でも重要なポストについている人だと思う。

　なんの仕事をしているかなど詳しいことを聞いたことはない。こちらから、お客様のプライベートを探るような会話はするべきではないからだ。

　それでも、重要なポストについているのだろうと予想できる理由は、スーツや靴、腕時計などから窺える身なりのよさ。立ち居振る舞いにはどこか身についた品のよさを感じるのだ。

　なんにしろ、普通に生活しているだけではお目にかかれないようなイケメンであることだけで、史織の中で泰章は〝普通と違うお客さん〟なのである。

　そんな彼が、史織の話を真剣に聞いてくれている。

　嬉しいが……照れくさくもあった。

「甘いババロアで疲れを取って、グレープフルーツの爽やかさで使いすぎた脳をサッパリさせましょうっ。ほら、『疲れた時には甘いもの』とはよく言いますけど、『疲れた時は酸っぱいものが美味しい』とも言うじゃないですか」

　笑顔でテンションを上げてみる。だいたいのお客さんはこれで「そうですね、それじゃあ」と決めてくれるので泰章にもそれを期待したのだが、予想外にクスリと笑われてドキリとした。

　おかしな言いかたをしてしまっただろうか。それとも言いかたが偉そうだったとか。

　いろいろ不安になるが、彼は面おも映はゆい笑顔で史織を見る。

「最初に中山さんにケーキを選んでもらった時も、同じことを言われたのを思いだしてしまって」

「あ……言いましたね」

「疲れた時は酸味が心地よく感じられる、だから疲れているんだって言われました。レモンは苦手なはずなのに、いただいたレモネードが本当に心地よくて『甘い』と言ってしまったのを覚えています」

「はい、そうでしたね」

　改めて言われると照れてしまう。だが、あの時はそう言うしかなかったのだ。

　彼は今にも倒れてしまいそうなほど憔悴しきっていたのに、それを認めてくれないから。

「ぜひそちらをいただきます。三個。手間をかけて申し訳ないのですが、一個と二個で分けていただけますか」

「ありがとうございます。かしこまりました、ご遠慮なさらず。一個と二個でお分けすればよろしいですね」

「見た目がとてもかわいらしい。妹にも見せてやりたいのです。フルーツが好きなので、きっと喜ぶ」

（わわっ！　出たぁ、妹想いのお兄さん顔!!）

　笑顔を崩さず、史織は心の中で歓喜する。泰章は時々、『妹のぶんも』と言ってお土産用を購入してくれる。それがまた、はにかんだような少し照れくさそうな顔で口にするので、見るたびに史織は胸の奥がくすぐったくなってしまうのだ。

（なんて優しいんだろう。きっと兄妹仲がスッゴクいいんだろうな。烏丸さんに懐なついたかわいい妹さんなんだろうな）

　頭の中ではぬいぐるみを抱いたツインテールの小さな女の子を想像してしまうが、そんなはずはない。

　泰章が史織より十歳年上なのだから、妹だって史織より年上の可能性が高い。

（でも、いいな……兄妹の仲がいいのって）

　史織はひとりっ子だ。それがいやだとも思ったことはないが、兄弟姉妹がいる友達はだいたい文句ばかりで、あまり仲がいいという話を聞いたことがない。

　そのせいか、泰章が妹のお土産を選ぶ時の顔を見るときゅんきゅんしてしまう。この胸の高鳴りは妹想いのお兄さん、という部分に感情が衝き動かされているだけだ。

（これを〝萌え〟っていうんだろうなぁ……）

「それでしたら、一個入りの方に保冷剤をお入れいたしますか。いつものようにご帰宅まで会社の冷蔵庫に入れておかれるのでしたら、入れる時には取って……」

「あっ、いえ、保冷材は……」

　説明の途中で言葉を挟んできたので、もしかして保冷材は必要ないのだろうか。しかし泰章の言葉は予想の斜め上を行っていた。いや、行きすぎていた。

「二個の方に、入れてもらえますか？　一個は社に戻っていただくつもりですが、別の方は、帰宅してから食後のお茶の時間にいただきたいので」

　食後のお茶の時間。

　くらぁ……っと、めまいがしかかる。

　常々思ってはいたが、とんでもなくお坊ちゃん発言である。

（それも、妹と一緒に食べるんだよね。なに、この微笑ましさはっ）

　にやけてしまいそうな顔を笑顔で引きしめ、史織は「かしこまりました」と箱詰めをはじめた。

　ケーキを取ったり箱に詰めたり、保冷剤やお会計の準備をして、なにをしていても泰章を担当している時はとんでもなく緊張する。

　終始、泰章の視線を感じるからだ。他のお客さんのように別の商品を見ているわけでもなく、ずっと史織に目を向けている。

　見張られている気分になって怖かったこともあったが、最近では緊張すると同時に照れくさくなる。

　自うぬ惚ぼれなのはわかっているけれど。

　――自分を見てくれているのではないかと……感じてしまうから……。

「お待たせいたしました。いつもありがとうございます、烏丸様。妹さんにも気に入っていただけますように」

　ショーケースの前に出てケーキが入った紙袋を手渡す。泰章が長身をわずかに倒して顔を寄せ、声を潜めた。

「また来ます。必ず」

「は、はい、お待ちしておりますっ」

　一瞬声が裏返りそうになってしまった。彼がなぜそんな仕草をしたのかわからなかったのと、内緒話でもするかのようにとても顔が近かったのだ。

「ありがとうございました」

　頭を下げ、彼が店を出るのを見送る。自動ドアが閉まったところで、ふうっと軽い吐息が漏れた。

「今日も〝王子〟でしたねぇ」

　声を潜めて寄ってきたのは、センターテーブルに季節商品を並べていた河かわ名な由ゆ真まである。

　この春に高校を卒業したばかり。販売スタッフとして働きはじめて四カ月。試用期間も終わってますます張りきる元気な彼女は、史織にとって初めてできた唯一の後輩だ。

「初めてあのお客さんを見た時は、俳優さんでも来たのかと思いましたよ。いや、そこらへんの芸能人よりイケメンですよねぇ」

「そうだね。やっぱり、女の子としてはそのあたりが気になる？」

　キュッと眉を寄せて泰章が出ていった出入口を見ている由真に、ちょっと冷やかすようなトーンで言ってみる。すれ違えば五度見はしてしまいそうな男性だし、由真のような若い女の子ならイケメンには敏感なのではないか。

　しかし先輩後輩とはいっても由真とはふたつしか違わないので、由真のような若い女の子、と自分が言うのもおかしな気分だ。

「いや、男でも気になっちゃいますよ、あのイケメン具合は。あたしはどっちかっていうと、そのイケメンがいつも史織さんを指名するってあたりが気になりますね」

　補充用商品が入った籐編みの籠を両腕でかかえ、由真は真面目な顔で史織を見る。

「そ、それは、最初に接客したのがわたしだからっていうのもあるし、商品の相談にのるのがわたしの仕事みたいなところもあるから、それで……」

　ちょっと焦ってしまうのは、泰章がいつも史織を指名するおかげで、そんな言われかたをされるのが初めてではないからだ。

　先輩やオーナー、パティシエ、果てはパートの奥さんたちまでもが『史織ちゃん目当てなんじゃないの？』とズバッと言う。

　もしかして……などという気持ちが少しあっても、「そうかもしれないですね」なんて言えるはずがない。

　あんな素敵な男性が自分目当てなんて思えない。自惚れにもほどがある。そう思うのもおこがましいとさえ感じるのだ。

　しかし毎回の指名のおかげで、とうとう後輩にまでそんな誤解を……。

「相談とか言いますけど、ようは自分が食べたいものを決められない優柔不断で決断力がない男ってだけかもしれませんし、史織さんみたいな優しそうで突き離さない女の人を狙うタイプかもしれませんよ。気を付けてくださいね」

「う、うん。大丈夫」

　誤解されたと思ったが、誤解の種類が違うようだ……。

「なんにしろ、話が長い男はダメですよ。ぐだぐだぐだぐだ、ロクなもんじゃないです」

　由真はハアッとため息をつき、首を左右に振ってからまた品物の補充をしていく。

　彼女の過去になにが……。聞くに聞けないでいると、カウンターから声がかかった。

「中山さん、お客様お願い」

　見ると、お茶会のお菓子を相談したいと電話が入っていた老婦人が、ショーケースの前で微笑んでいる。

「はい、すみません」

　史織は急いでカウンターに戻った。




　十八時に仕事を終え、後片付けを済ませて店を出る。夏はこの時間でもまだ明るいせいか、なんとなく得をした気分になってしまう。

　店自体は二十時までなのだが、早番の販売スタッフはパートも含め十八時には仕事を終える。そこからは店長や遅番のスタッフが店を切り盛りするのである。

「夕飯なににしようかな……」

　呟きながらバス停へ向かう。史織はアパートでひとり暮らしだ。ほぼ自炊の生活で料理は苦にならないしむしろ好きなのだが、店を出た瞬間に襲ってきた蒸し暑さに胃が萎縮してしまった。

「中山さん！」

　近くで名前を呼ぶ声が聞こえる。自分と同じ名前だなとしか思わず、さほど気にしていなかった。

　声が男性のものだったし、帰り道で知り合いに会うことなどなかったからかもしれない。

（でも、どっかで聞いたことのある声だったな）

　そんなことをぼんやりと考えていた時、いきなり腕を掴まれ、驚いて立ち止まる。顔を向けたところにいたのは……泰章だった。

「烏丸……様？」

　思わずキョトンとしてしまった。なぜ彼がこんな時間にここにいて、自分を呼びとめているのかわからない。

　とっさに思いついたのは、今日彼にお薦めした商品に関することだった。気に入らなかったのか、それともまさか異物でも混入していたとか……。

「あの……なにか、ございましたか？」

　こわごわ尋ねると、彼はハッとして史織の腕を掴んでいた手を離した。

「申し訳ない。いきなり腕を掴むなんて失礼なことを。中山さんを見つけてつい……、そんなにおびえないでください」

「え？　おびえ……」

　てはいないが、そう見えたのだろうか。

「こちらこそすみません。おびえたわけではなくて、商品になにかあったのかと思いまして」

「お薦めしてくれたババロアですか？　とても美味しかったですよ。言われた通り上から食べました。爽やかでさっぱりして、ババロアも求めていた甘さでしたし最高ですね、あの商品」

「本当ですか？　ありがとうございますっ。パティシエにも伝えておきますね、喜びますっ」

　自分が作ったわけではなくとも、お薦めした商品を褒めてもらえるのはとても嬉しい。気持ちのままに笑顔になると、クスリと小さく笑われた。

「素直な方ですね、中山さんは。そんな笑顔は初めて見ました」

　一気に恥ずかしくなる。仕事が終わったせいで気がゆるんでいるのかもしれない。ちょっとハシャギすぎただろうか。

「申し訳ございません。当店の品物を褒めていただけたので、つい気がゆるんでしまいました」

　背筋を伸ばして気持ちを改めるが、泰章は笑顔で左右に首を振った。

「いえいえ、あなたの素の笑顔を見ることができて、私はとても嬉しい。ぜひそのままでお話をさせてください」

「そうおっしゃっていただけるのは大変嬉しいのですが……」

「もうお仕事は終わっているのでしょう？　それなら、今の時間はあなたのプライベートだ。私のことも、よく店にケーキを買いに来る話のしつこい男の客、ではなく、帰り道で声をかけてきた失礼な男、とでも思って普通にお話しください」

　今度は史織が小さく笑ってしまう。なんてたとえをするのだろう。もしかして、自分でも話が長いと思っていたのだろうか。ついでに由真の「話が長い男は……」の話をした時のいやそうな顔を思いだしてしまい、どうしてもゆるむ表情筋を制御できない。

「ご、ご自分でおっしゃっては、元も子もないかと……」

　それと、失礼な人には普通より警戒した話しかたになる気がする。

「あっ、やっぱり『しつこい』と思っていましたか？」

「思ってませんっ」

　慌てて首を横に振る。由真はああ言っていたが、いろいろ聞いてもらえるのは嬉しいし、お客さんが喜んでくれるのならそれに越したことはないのだ。

　泰章は軽く腕を組んで片手を顎へ持っていくと、ふむっと考え込む。なにか思いついたのか、立てた人差し指を史織の目の前に持ってきた。

「わかりました。それでは、私も素でお話ししますので、中山さんも素のままでお話ししてくださいますか」

「素……ですか。はい」

　と言われても、やはり戸惑うものは戸惑う。素だとしても、泰章のような品行方正のお手本のような人では、それほど変わらないだろう。

　泰章はにこっと笑みを作ると、身体を倒して史織に顔を近づけた。

「史織さん、予定ある？　俺と一緒にご飯食べないか？」

「……は？」

（――軽っ!!）

　軽薄な話しかたではない。むしろ普通だ。しかし、今までが今までなだけに、「史織さん」呼びや「俺」の一人称に、わたあめ並みの軽さを感じてしまう。

（素？　素なの？　これ、素!?　素ぅ？？？？？）

　史織の頭の中がクエスチョンマークでいっぱいになる。店では上品な立ち居振る舞いと雰囲気から「王子」とまであだ名される彼が、その皮を脱いでしまった。

　それでも、〝普通〟っぽくはない。やはりもともとオーラのある人なので、迫力というか、力強い男性っぽさを感じる。

（こういうのも……素敵だなぁ……）

　と、見惚れそうになってしまうも、史織はぶんぶんと頭を左右に振り、気持ちを落ち着かせようとする。

　泰章は史織に緊張させないようにするため、きっと無理をしているのだ。無理をして、いつもの自分とは違う話しかたをしているのだ。そうに違いない。

「あのっ、烏丸様、わかりました、普通にしますので、そんなに無理されないでくださいっ」

「無理？」

「話しかたとかいろいろ、ごめんなさい、烏丸様のような方にそんなご無理をさせてしまって」

「俺って……史織さんから見て、どういう男に映っているんだ？」

「どういうって……品行方正で真面目で妹さん想いでおだやかで……」

　史織は泰章から感じとっている印象を指折り数えつつ挙げていく。素敵だなと感じた言動をひとつひとつ言っていきたいくらいだ。

　そんな史織の言葉を泰章はうんうんと頷きながら聞いていたが、軽く片方の眉を上げて疑問を口にした。

「妹想い……は置いといて、仕事に真面目だという自覚はあるけど……品行方正……はどうかな。品行方正な男は、気に入って目をつけていた女の子を、帰り道で待ち伏せして食事に誘うものなんだろうか」

「待ち伏せ……ひぇっ？」

　とっさにおかしな声が出てしまった。待ち伏せ、という言葉に、どことなく仄ほの暗ぐらいものを感じてしまったからかもしれない。

「そんなすごい声を出すほど驚いた？　ごめん」

「あ、いえ……こ、こちらこそ、すみません……」

「というわけで、食事に誘いたいんだけど、どうかな？　なにか予定はある？」

「予定らしき予定は……。帰ってご飯食べるくらいで……」

「それなら俺と一緒に食べよう。よかった、今日こそはと思って誘いに来て」

「今日こそは……？」

　困惑しつつも泰章を見ると、彼はちょっと照れくさそうな顔をする。

「何度も誘いに来たかったんだけど、なかなかね……。今日こそは絶対と思って。仕事も出先から直帰だったし、急げば間に合うかなと思って頑張った」

　誘いたいと思っていたけれど、なかなか……決心がつかなかった、ということだろうか。

　夢のような話だ。まさか、来店するたびに素敵だなと思って見ていた泰章から誘われるなんて。

　チラリと彼に視線を向けるが、恥ずかしくなって自然と下がる。口調が変わろうと、雰囲気が変わろうと、全身から漂う上品さは健在で、なんとも言えないイケメンオーラが漂っている。

　バス停でも信号の前でも店の前でもなく、道の真ん中での立ち話。通り過ぎる人たちが振り向くのは、決して通行の邪魔だからではなく泰章を見ているからだ。

　誰もが振り返っていくような男性に誘われるなんて。ますます信じられなくなってくる。

「どうして……と聞いたら失礼でしょうか。わたしに声をかけてくれたのは、なぜですか？」

「どうしてって、いつも相談にのってもらっているし、お店でも親切にしてもらっているから」

「あ、お客様としてということですよね。申し訳ございません、お客様からの個人的なお誘いは……」

「っていうのは、表面上の言い訳で、ただのナンパです」

「ナンっ……」

「気になった女の子がいたら、食事やらお茶やらに誘いたくなるものでしょう。情けないことに二年かかったけど」

　接客のお礼で誘ってくれているなら、従業員としてお断りするべきだ。実際、店で接客していると男性のお客さんに連絡先を聞かれることもある。もちろん従業員の立場として丁寧にお断りするのだが、この場合は……どうしたらいいのだろう。

　ただのナンパ……。

　これは、断るも受けるも、史織の気持ち次第ということになるのだろうか。

「では行きましょうか。史織さん、イタリアンは大丈夫？　好き嫌いやアレルギーはない？　ああ、堅苦しい店じゃないから、気を楽にして」

「好き嫌いもアレルギーもありませ……じゃなくて、あの、わたし……」

「あちらに車を停めてあります。店も近くだから。そうだな……ひとまず今回はアルコールはなしにしよう。最初から飲ませて警戒されたら悲しいし」

　どうしたらいいものかあたふたする史織を意に介さず、泰章は彼女の背中に手を添えてスマートに方向転換させる。そのまま彼にうながされるまま歩きだしてしまい、さらに動揺する。

（ど、どうしよぅ……素直に誘われていいんだろうか。でも、お客さんだし……、いや、客としてではないって言ってくれてるから……）

　迷っているうちに、どう見ても高級車だと思しき車に乗せられ、泰章と食事をすることになってしまったのである。




　――今までなにが起こっていたのだろう……。

　そんな思いにとらわれつつ、史織はアパートの玄関に立ちつくす。

　目の前にあるのは、見慣れた部屋。玄関を入ってすぐの台所、仕切りの引き戸はいつも開きっぱなしで、ベッドやテーブルを置いた部屋が丸見えだ。

　物は少ないが使いやすく住み心地のいい１Ｋの部屋。史織はここでひとり暮らしをしている。

　ホームセンターやリサイクル店でそろえた家具や食器、目を見張るような贅沢なものではなくとも、すべて史織が気に入ったものばかり置かれた部屋。

　平平凡凡な日常でも、それを楽しんで不満など一切ない毎日。

　なのに。

（いきなり異世界にでも行ったような気分だった）

　短く息を吐き、史織は泰章と過ごしたこの数時間を思い返そうとした。

（いや、待て待て、ちょっと待て）

　自分の思考にストップをかけ、ひとまず落ち着くために台所で蛇口をひねって水を飲む。生ぬるさに己の性急さを悔やみ、仕切り直しに冷蔵庫から冷たい麦茶を出し、コップに注いでローテーブルの前に座った。

「よし」

　軽く深呼吸をして、冷たい麦茶で体内の熱をリセットする。これで心置きなく回想できる。

　我ながら、なにを大袈裟なことをしているのかと思わなくもないのだが、ここまで覚悟しないと思いだすのも勇気がいるのだ。

　つまりはそれだけ、史織のような平凡に生きている人間には刺激が強すぎる数時間だった。

　堅苦しい店じゃないからと言われて連れていかれた店は、外見も店内もシックでモダンな造りの会員制イタリアンレストランだった。

　おまけに全席個室の完全予約制。もしやテーブルマナーなるものを求められるのではと焦ったが、フォークとスプーン、あとは手があれば気軽に食べられるメニューばかりをチョイスしてくれていた。

　堅苦しくないというのは、どうやらマナー必須の食事ではない、という意味だったらしい。

『気軽に食べられるものばかりだから、他に食べたいものがあったら言って』

　泰章は気楽に言うが、チラリと見たメニュー表には知らない食材の名前が並び、暗号のような料理名には価格表示がない。

　とてもではないが、恐ろしくて口出しなどできるものか……。

　ふたりで使うとは思えないほど大きなテーブルに所狭しと並べられる皿には、見知ったピザやパスタだろうと見当のつく料理もあったが、あまり見たことのない貝がスープに浸されていたり、巨大なエビが焼かれていたり、世界三大珍味のキノコがふんだんに使われすぎて黒っぽくなったサラダが大きな顔をして鎮座していたり……。

　どれもこれも美味しかったのはわかるのに、動揺しすぎてどんな味だったのかを思いだせないこのもったいなさ。

　ハイクオリティな室内に上質なイタリアン。果たして自分はこの場にいてもいいのかという恐怖さえ感じた。

　その気おくれしてしまう部分を、泰章が巧みな話術でカバーしてくれていた気がする。楽しい会話で史織の気持ちをほぐし、料理を進めて、終始気遣ってくれていた。

　申し訳ないとは思いつつ、嬉しかったし、ありがたかった。

　そして、レストランでのスマートな立ち居振る舞いが、いつも以上に彼を上等な紳士に見せていたのだ。

（やっぱり烏丸さんって、育ちのいい人なんだろうな……）

　改めてそれを感じずにはいられない。店で接客している時は、お客様のことをあれこれ聞くのは失礼だと思ってなにも聞いたことはなかったが、今回は〝ただのナンパ〟だったらしい。それなら、彼のことを質問しても許されたかもしれないのに。

　どんな仕事をしているのかとか、よく話に出てくる妹さんのこととか、どうして、お店に来るのが必ず火曜日なのか、とか……。

　彼の話は楽しかったけれど、そのあたりには触れていなかった。もしかしたら少し触れていたのかもしれないけれど緊張しすぎで頭が回っていなかった自覚があるので、聞き逃している可能性は大である。

「……素敵な人だったな。烏丸さん」

　素敵なのは知っている。一緒に数時間を過ごして、その思いが強くなった。戸惑う史織に丁寧に接してくれたのもそうだが、とても温かい感じの人だ。

　いつの間にか、「烏丸さん」と呼べるくらいに彼に対する気持ちが解きほぐされていた。

　泰章のことを考えていると、また体温が上がるような気がする。史織は麦茶を流し込みクールダウンを試みた。

　帰りはアパートの前まで彼が運転する車で送ってもらった。アルコールはなしと言っていたが、史織だけではなく彼も飲まなかった。

『史織さんを送りたいので』

　しれっと言ってしまえるところが、とんでもなく紳士である。

　話しながら、食事をしながら、彼が史織を見つめる眼差しを思いだすと頬が温かくなる。彼はどういうつもりで誘ってくれたのだろう。ただのナンパ、とは自分で言っていたが本当にそれだけなのだろうか。

（もしかしたら……）

　思考が都合のいい方向へ動きそうになり、それを意識すると急に羞恥心が活動をはじめた。同時に罪悪感まで湧いてくる。

　間違ってもそんなことは考えるべきじゃない。自惚れてはダメだ。あんな素敵な人がもしかしたら自分を気に入ってくれているのでは……なんて、考えるだけでもおこがましい。

　彼はきっと、いつも接客でお世話になっているから、そのお礼のつもりだったに違いない。ただ、接客のお礼と言ってしまうと史織が遠慮するから「ナンパ」なんて彼には似合わない言葉を使っただけだ。

　自分の心に強く言い聞かせ、史織はコップに残っていた麦茶を一気に飲んで背筋を伸ばす。

「よしっ」

　力強く両手を膝に置き前を見て、ハアッと息を吐きながら力を抜いた。

　自惚れるべきではないというのはわかっているけれど、泰章を素敵な人だと感じているのは嘘ではないし、声をかけられてときめいてしまったのも正直な気持ちだ。

　それでも、今日の奇跡を史織は素直に喜べない。

「……お母さんと同じことになったらいやだもん」

　そんな言葉を呟いてしまったことがつらくて、膝に置いた手を強く握りしめた。




　ただのお礼なのだから自惚れてはいけない。自分の心に強く言い聞かせているというのに……。

　それから一カ月半ほど、泰章は火曜日には必ず史織を誘いに来た。日中はいつも通りケーキを買い、帰りに待ち伏せをしているパターンだ。

　二回目までは予定があるかと聞いてくれたが、三回目になるともう聞いてはくれなくなっていた。

　彼の中で、火曜日の夜は自分のために空けてくれているものと決めているかのよう。

　もともとそんなに入るような予定もない。買い物だって別の曜日に行けばいいだけ。そうやって、史織も意識的に火曜日を空けていた気がする。

　食事をして、話をして、そのままアパートへ送ってくれる。信じられない夜が毎週続いた。

　最初は「ナンパです」と言いつつ、きっとお礼のつもりなのだろうと思うこともできたが、そんな理由で自分を騙だませたのも三度目くらいまで。

　四度五度六度と続くにしたがって、さすがにどうして毎週誘ってくれるのだろうと不安になる。

　――食事を終えて、今夜は少しベイエリアをドライブしてからアパートへ送ってくれた。

　車の中からベイエリアの夜景を見たのなんか初めてで、まるでデートみたいだと口にはできない想いで胸がいっぱいになった。

　心が浮き立ってしまっていたのだと思う。それだからアパートに車が到着して「また来週、待ち伏せするから」と言われ、「どうして毎週誘ってくれるんですか」と聞いてしまったのだ。

「一緒にいて楽しくなる女性は何度でも誘いたくなる。それに対して史織さんも応じてくれているから、俺は嬉しいんだけど。それを不思議に思うなら、断らないのはどうして？」

「それは……」

　ずるい。これは困ってしまう質問だ。

　どうして誘うのと聞くなら、どうしてついてくるの。いやなら断ればいいのに。彼がそう言っている気がして顔を見られない。

　答えは決まっている。断りたくないし、史織も泰章といるのが楽しいし、……誘われると、嬉しい。

　でも、そんなことまで言ってしまってもいいのだろうか。誘われていい気になっているとは思われないだろうか。

　困った。なんて返したらいいかわからない。こんな時、どんな返事をするのが正解なのだろう。史織には恋愛経験というものがなさすぎてよくわからない。

　こんなに戸惑ってしまうなら、調子にのって聞くべきじゃなかった。

「わたしも……楽しいから……」

　慎重に言葉を出しながら、史織は助手席のシートベルトを外す。すると泰章に顔を覗き込まれ、驚いてベルトを掴んでいた手が離れた。

「そんなに驚かないでくれ」

　ちょっと困ったような笑みを作り、泰章は刹那言葉を迷いまぶたをゆるめる。運転席に背中を戻し、ハンドルに指をかけて感慨深げに言葉を紡ぐ。

「やっと面倒な問題が片付きそうでね。そうしたら、改めて史織さんに話したいことがある」

　ドキリと鼓動が高鳴り、ときめきにも似た反応に焦燥感が大きくなる。いつも静かだなと感じるエンジン音が今夜は随分大きく聞こえ、それ以上に自分の心音が大きくて、泰章に聞こえているのではないかと恥ずかしくなった。

「は、はい、わかりました。それじゃぁ……わたし、これで……」

　聞こえるはずはないとわかっていても、なんとなく落ち着かない。史織がドアに手をかけるより早く運転席を出た泰章が、助手席のドアを開けてくれた。

「ありがとう……ございます」

　手を取られて車を降りる。――次の瞬間、軽く抱擁され……すぐに離された。

「楽しかった。ありがとう、史織さん」

「いいえ、……わたしの方こそ……」

　ひとり慌てる史織を置いて、泰章は車に乗り込む。彼の車を見送るあいだ、胸の鼓動が高鳴り、身体から飛び出て走り去った車を追いかけていきそうに思えた。

　胸で両手を握りしめる。軽く抱擁されただけなのに、全身が熱かった。

　改めて話したいこととはなんだろう。面倒な問題と言っていたが、それは史織に関係あるのだろうか。

　あの抱擁には、なんの意味があったのだろう。

　――自惚れても……いいのだろうか。

　高鳴る鼓動が感情を解放していく。ゆっくり、ゆっくり。

（わたし……）

　泰章が好きなのだと自分に認めることを許してあげた瞬間、涙が出た。

　泰章と会った翌日の水曜日からは、一週間がとても長く感じる。次に彼に会える日が待ち遠しすぎるからだ。

　それに今回は、次に会った時なにかが変わるような気がしてならない。

「おやぁ、今日は元気ないなぁ」

　背中を軽く叩かれ「ひゃっ」っと声が出てしまった。我ながらこんなに驚かなくてもという想いで余計に焦る。慌てて振り向くと、オーナーの入いり江え純じゅん子こが苦笑いをして史織を見ていた。

　アルバイトだった史織を『そのまま就職しちゃいなよ』のひと言で社員にしてしまった張本人である。のちの話では『史織ちゃんがどこか他の店で販売員になってたら悔しいじゃない』と、かなり史織の仕事ぶりを気に入っている。

「史織ちゃんは、心ここにあらず、なのかな？」

「そっ、そんなことはないですっ。すみませんっ」

　点検していたのぼり旗を掴む手に思わず力が入り、いつもと違うゆるさを感じた。引っ張って確認したところ、竿さおと旗を結ぶループがひとつ外れかかっていた。

「納品してもらったばかりなのに……。業者さんに電話しておきますね。なんだか文字がゆがむなーって思ってたんです」

　夏スイーツフェアののぼり旗は期間限定で使われるもので、毎年新しいものが発注される。納品されたばかりの時は感じなかったのだが、どうも今朝から〝イ〟の部分がたるんで〝夏スーツフェア〟に見えてしまうので、とても気になっていたのだ。

　スーツなんて文字を見ると、泰章を連想する。

　蒸し暑さが残る夕方や夜でも三つ揃えのスーツを着崩すことなくスマートに着こなし、彼の周囲にだけ爽やかな風が吹いているようにさえ思えてしまう。

　スーツ姿が、本当に素敵なのだ。

（でもわたし、スーツ姿しか見たことないし……）

　他の姿もきっと素敵だとは思うが、今は泰章といえばスーツしかイメージできない。

「のぼりの変化に気付けるくらいだし、心ここにあらずでもないのかな？　でも、今日はいつもの史織ちゃんの元気がないような気がするな」

　腕を組み笑顔で首を傾げる純子が身に着けているのは、従業員と合わせるように白いイタリアンカラーのシャツにラペルドベストの黒いパンツスーツ。スレンダーで背が高く、先日四十の誕生日を迎えたが二十代の従業員より元気のいい女性である。

　ちなみに、店長でもあるパティシエの奥さんだ。

　大おお雑ざっ把ぱに見えて従業員の変化に細かく気付いてくれる。職場の雰囲気がいいのは純子のおかげではないかと思う。

　察しのいい人だからこそ史織の様子にも気付いたのだろう。自分でも少しソワソワしているのを感じている。

「すみません。元気がないわけではないです。ちょっと考え事をしてしまって……」

「烏丸さんのこと？」

「ひぇっ」

　一度離したのぼりを再び掴み、史織は予想外の言葉にたじろぐ。まさか泰章の名前が出てくるなんて、これっぽっちも思ってはいなかった。

「最近、火曜日のご機嫌は水曜日にも引き継がれてるからね。それなのに今日は元気がないし、烏丸さん関係でなにかあったのかなと思って」

　水曜日も機嫌がいい……。自分ではいつも通りにしていたつもりなのに、はたから見ると火曜日並みに機嫌がよく見えていたらしい。

（ということは、わたし、火曜日は特別機嫌がいいと思われてたの!?）

　ちょっとした衝撃だ。気付いてしまうと、とんでもなく恥ずかしい。火曜日に必ずあることといえば泰章の来店だし、自分でもウキウキしていたのは間違いではないのだが。

　史織は両手を前で合わせ、恐縮して口を開いた。

「……すみません、オーナー。仕事以外のことなのに……」

「別に仕事に支障があったわけじゃないんだから、そんなに小さくならなくていいよ。ちょっと元気がないな、と思っただけだから。むしろ、若い女の子に恋の悩みがない方がおかしいって」

「こっ恋って……」

「あれ？　違うの？　てっきりもう、そうなってると思ってたんだけど」

　そうなっている……とはなんだろう。すでに泰章とそういう関係になっていると思われていたということなのだろうか。

「い、いいえ……あの、そんな、まだ……まだ、数回、仕事帰りにお会いしただけで……」

「会っただけ？」

「数回お食事を……」

「食事だけ？」

「す、少しドライブしたり……」

「うんうん」

「で、でも、それだけで……」

「そうかそうか」

「本当にですよっ」

「わかった、わかった」

「おっ、おーなぁーっ」

　信じてないのかからかっているだけか、あたふたする史織の言葉を純子は笑ってかわす。史織も動揺のあまり、うながされるままにあれこれ口に出してしまった。

　頬が熱くなってくるのがわかる。好きな人との仲を探られるというのは、なんて恥ずかしくてくすぐったいものなのだろう。

　さすがに困らせすぎたと思ったのか、純子が片手を顔の前で立てて「ごめんね」のポーズをとる。

「そんなに焦らなくていいよ。別に悪いことじゃない。女の子なら当然だから」

「でも、お客様なのに……」

「うちの店は、別にお客さんとの恋愛を禁止してるわけじゃない。うちの女の子たちは節度のある子たちだし、接客としての優しさに線引きができているから特に心配はしていないよ。史織ちゃんは、そんな中で惹かれ合う人がお客様として現れたってだけでしょう」

「それは……」

　惹かれ合うという言葉を使っていいのだろうか。史織は間違いなく泰章に惹かれている。泰章もそうなんだと……思っていいだろうか。

「烏丸さんは、初めてお店に来てくれた時から史織ちゃんが接客していたし、本人も来店した時に史織ちゃんがいないと帰ってしまうような人だったから、やっとって印象かなぁ。百戦錬磨ってイメージのイケメンなのに、史織ちゃんの様子を見ながらゆっくり時間をかけていたのかと思うと、なかなかに慎重派でさらに好印象だね。でもね……」

　純子の口調が戸惑い気味に変わる。恐縮して握り合わされた史織の手を取ると、少しかがんでシッカリと視線を合わせた。

「なにか困ったことが起きたら、相談してね。史織ちゃんはこういうことに疎うといし、私が知っている限り……男性とお付き合いなんて、初めてだよね？」

　確かめるように言葉を区切りながら、純子が史織の顔を覗き込む。高校生になったばかりの頃からお世話になっているのだ。史織の交友関係はほぼ筒抜けである。

「おせっかいじゃなければ、だけどね」

　純子がひと言付け加える。プライベートに抵触しそうな話には必ずつけられる言葉だ。今まで、純子にはいろいろと世話になったし話も聞いてもらった。

　――母親が、蒸発した時も、世話を焼いてくれた。

「おせっかいなんかじゃないですよ。ありがとうございます、オーナー。でも、本当になにかあったわけじゃなくて、……早く来週の火曜日がこないかな、って」

　はにかみつつ史織が笑顔で言うと、純子も笑顔で「よしっ」と再度手を握る。

「大丈夫だよ、史織ちゃん。今夜を含めてあと六回寝て起きれば火曜日だから」

　当たり前のことをとても真面目な顔で言われたので、史織はついぷっと噴き出してしまった。

「そうですね。ありがとうございます」

　史織に笑顔が戻ったことに満足したらしく、純子は店内に戻っていく。史織も戻ろうとしたが、ついでなのでもうひとつあるのぼり旗も点検していこうと方向を変えた。

　純子にああ言ってもらえるのはありがたい。同僚はみんな仲がよくても、泰章は店のお客様なので彼のことを相談するというのも気が引ける。

　とはいえ、泰章が史織贔びい屓きで来店の際に必ず指名を入れてくるのは周知の事実なので、なんの違和感も持たれない可能性もある。

（オーナー、ホント、よく見ててくれる人だなぁ）

　純子の話ぶりから考えると、泰章は初来店の時から史織贔屓だったと言わんばかりだが。

　それはないだろうと思う。彼が初めて gateau gateau を訪れた時、史織が声をかけたのも偶然だったし、彼自身、誰にも声をかけてもらいたそうではなかった。

　それだから、史織が声をかけた。

　かけずにはいられなかったからだ。




　――二年前。

　送り梅雨を感じさせる、激しい雨が降る七月だった。

　時刻は正午過ぎ。天気のせいなのか客足はあまり伸びない。史織がお昼の休憩に入ろうとしていた時〝彼〟が入ってきたのである。

　一瞬、店内の空気が止まった。

　店内に足を踏み入れたのは、とても背の高いスーツ姿の男性だ。雨が降っていたから、と言ってしまえばそれまでだが、上から下までびしょ濡れだった。

　彼は慌てるわけでもなく自分の姿を気まずそうにするわけでもなく、店内を軽く見回し焼き菓子が並ぶ棚へと歩を進める。

　雨宿りのつもりで入ったのなら、それなりのリアクションがあるだろう。それらしきものは一切ない。濡れた髪や顔を拭おうともしない。

　休憩を終えて戻ったばかりの先輩も、ショーケース内のケーキを確認に出てきていたパティシエも、ちょうど店に出てきていたオーナーも、いつもならば率先して客に声かけをする人たちが呆然として声も出せない。三人ほどいたお客さんも、驚いて彼をじろじろと眺めていた。

　つまりはそれだけ、インパクトがあったのだ。

　ずぶ濡れの彼は、黙って焼き菓子の棚を見つめている。クッキー、マドレーヌ、フィナンシェ、ダックワーズ、パルミエ、マロングラッセ。かわいらしくラッピングされたもの、上品に箱詰めされたものなど、見ているだけで楽しくなる光景なのに……。

　彼には、表情がない。

　視線も手も動く気配がない。ただそこに立っていたいだけで、声をかけられることを望んでいる雰囲気ではなかった。

　まるで、疲弊した心を休めるために、ひとりで立ち竦すくめる場所を探していたかのよう。

　みんなと同じように動きが止まっていた史織の胸がズキンと痛んだ。伝わってくる遣やる瀬せない孤独感が、まるで――半年前の自分を見ているようで……。

「いらっしゃいませ、お客様」

　それだから、声をかけずにはいられなかった。

　史織は彼の横に立ち、両手で広げたフェイスタオルを差し出す。数秒動かなかった彼の視線がこちらを向いたのを見計らい、ひかえめに微笑んだ。

「こちらをどうぞお使いください。お顔や手が濡れたままでは落ち着きませんよね。髪も少しお拭きになった方がいいかと思います。髪が濡れているとお顔に垂れてしまいますから」

　彼が身体を向けたのに合わせて、正面から顔を合わせる。史織がわずかに目を見開いた時、持っていたタオルが取られた。

「ありがとう」

　小声ながらしっかりとしたトーンで、聡明な声だ。声もそうだが、正面から見た彼の瞳がとても澄んでいて……それに負けないくらい、綺麗な顔をしている。

　少し、驚いてしまった。

「……ノベルティ？」

　史織と同じように両手でタオルを広げて持った彼が、ポツリと呟く。渡したタオルは gateau gateau が十周年を迎えた際に作られたノベルティのひとつだ。

「すみません。貴重なものを、私などのために出していただいて……」

　彼がどーんっと沈んでしまったような気がして、史織は慌てて身体の前で両手を振る。

「気にしないでくださいっ。これ、印刷がずれたりして使えないからお店用にしていたやつで……、ですが未使用のものですので、安心してお使いください。なんならまだありますから」

　カウンターの下に入れてあったものをパッケージから出して持ってきたのだ。ケーキ柄がデザインされてはいるが店名が大きく書いてあるわけでもないのに、ノベルティだとわかったのは目ざとい。

「よくノベルティだとわかりましたね。あっ、もしかして、このタオル、持っていらっしゃるとか……」

「いいえ。初めて入ったお店なので」

「そうですか、目に留めていただけて嬉しいです。ぜひ今後もお気軽にご来店くださいね」

　彼のテンションは相変わらず低めだが、史織はいつもの調子で話をする。板についている笑顔が自然と出てきた。

　歩けば水の軌跡ができるくらいにずぶ濡れで入ってきた時は、いやがらせか、それとも変質者か、と身構えもしたが、彼が醸し出す雰囲気に惹かれ話しかけてみてよかった。

　タオルを受け取ってくれたことや、ちゃんとお礼を言ってくれたこと。それらがさらに安心感を与えてくれた気がする。

　彼は「使わせてもらいます」と口にして、四つ折りにしたタオルで前髪をかき上げるように雨を拭う。前髪で隠れ気味になっていた顔がはっきりと見えると、綺麗な顔だなと感じていたゲージが一気に上がった。

（ホントに綺麗な男の人。モデルさんとかなのかな）

　男性的ではあるのだが、とても整った顔立ちの美丈夫だ。スーツも三つ揃えで、こんなに濡れていても型崩れせず彼の身体を包んでいる。靴や時計からもセンスのよさが窺えた。

　どこかのお金持ちがふらっと入ってきたというところだろうか。なんにせよ、問題がありそうな客ではないだろう。

「随分と優しいことを言ってくれるんですね。私のような人間は、ご迷惑でしょう」

「そんなことはございませんよ。入ったことのない当店に目を留めてくださった。これはとても素敵なご縁です。お客様とのご縁が続くと嬉しいと、わたしは思います」

　タオルで首元を拭っていた彼は、少し驚いた顔をする。初めて表情が動いたのを見て史織も驚きそうになったが、グッとこらえた。

　おまけに彼は、困ったように微かな笑みを浮かべたのだ。

「あなたのように若い方から、ヴァンドゥーズのような言葉を聞くとは思いませんでした」

　この人は、もしかしたら製菓業に詳しい人なのかもしれない。

　普通の人はあまりヴァンドゥーズという言葉は使わない。知らない人の方が多いだろう。

　ヴァンドゥーズは製菓の専門的な知識と接客技術が認められた販売員に与えられる称号で、毎年認定試験も行われている。

　密かに史織も目指してみたいと考えているものだ。

「お褒めいただき光栄です。そこまでスキルを磨けるよう頑張りたいです。それではお客様、ヴァンドゥーズを目指すわたしがお薦めする、当店のショーケースをご覧になりませんか？」

「ショーケース、ですか？」

「はい、当店自慢のパティシエの力作が並んでおります。色とりどり、鮮やかでかわいくて美麗、見ているだけで楽しくなりますよ」

　少しずつ普通に話してくれるようになった彼は、表情も浮かぶようになってきた。それが嬉しくて史織の声にも張りが出てくる。右手をショーケース側に向けて彼の視線をうながしてみた。

　顔が動けばこっちのものだ。

　彼の視線の前に出て、さあ、どうぞと先へ進む。

　うまくショーケースの前に誘導したところで、ずっと見守っていたらしいパティシエ、兼、店長の入江と目が合った。

　ガタイのいい強面のパティシエだが、とてもかわいらしいケーキを作る。自作のケーキを眺めて「うちの子は美人だな～」が口癖だ。

　よくやった、と言わんばかりに入江がニヤリとするので、史織もにっこりと大袈裟なくらいの笑顔を返した。

　彼に見られてはいないかと焦ったが、本人はショーケースを凝視している。視線を動かし、端から端まで見ているようだ。

　タオルを持たせたままなのはいけない。史織が両手を差し出すとそれを察したのか「ありがとう」と言ってタオルを渡してくれた。

　受け取った際、彼のスーツに手が触れた。ひやりとして冷たいことに気付き、ハッとする。

　あれだけ濡れていたのだ。外は少々蒸し暑いくらいかもしれないが、店内は快適な温度に調節されている。

　彼の雰囲気が変わって喜んでいる場合ではない。早いところこのびしょ濡れの状態をなんとかしなくては、風邪をひいてしまうのではないか。

　史織は店内のイートインスペースへ足を向けると、サービスで置いてあるスティックタイプのホットレモネードを作り、紙コップにディスペンサーをつけて再び彼のもとへ戻った。

「お客様、こちらを」

　史織の声でやっとショーケースから顔を向けた彼は、差し出されたものを受け取りつつ不思議そうにする。

「これは……」

「レモネードです。あちらのイートインスペースに置いてあるものですが、どうぞ。温まりますよ」

「レモネード……。酸っぱいですか？」

「苦手ですか？」

「酸味のあるものは、少々」

　彼はわずかに決まりが悪そうだ。大人なのに好き嫌いがあるのが恥ずかしいのか、酸っぱいものは苦手だと口にするのも子どもみたいで気が引けるのか。

　お客様の立場、というものを考えればここで引くのが正解だ。しかし史織は笑顔で押した。

「大丈夫です。きっと美味しいですよ」

「あなたがそう言うなら、いただきます」

　彼はもしかしたら、史織が一生懸命勧めているのでその気持ちに応えるつもりで手に取ってくれたのかもしれない。

　鼻先まで持っていき、一瞬戸惑いつつ、口をつけた。

「お客様は、きっとお疲れなのだと思います。疲れた時は酸味が心地よく感じられますから、美味しく召し上がっていただけると思いました」

　史織が言い終わったのと同時に、彼は驚いた顔でカップから口を離す。

「……甘い」

　史織はにこりと微笑んだ。

「きっと体も温まります。どうか温かいうちに着替えをされてください。このままでは冷えるばかりです」

　飲めるとわかった勢いでレモネードを一気に飲んだ彼は、すかさず手を出した史織に空のカップを渡す。

　まぶたをゆるめて、ホッとおだやかな顔を見せてくれた。

「今、タクシーを店の前に呼びますね。幸い駅が近いのですぐに来ますよ」

「いいえ、結構です。その駅に会社の車を待たせているので」

「駅にですか？」

「ええ。その車に乗りたくなくて……逃げてきたのです。予想以上の雨でびしょ濡れになりましたが」

　微笑みながら『逃げてきた』と言われても冗談としか思えないが、彼の微笑みが嬉しくて納得してしまう。彼はその顔のまま窓から外に目を向けた。

「それに、雨もやんできたようです。そろそろ、どこへ行ったのかと電話が鳴りだすと思いますし、急いで戻ります」

　見ると本当に雨がやみはじめ、雲が薄くなったところから青空が顔を出しかけている。

「……気持ちが落ち着いたら、雨がやむなんて。ここに来てよかった」

　その言葉は、聞かせるために呟いたのではないと思う。

　史織も特に言葉は返さなかったが、胸の奥がぎゅうっと締めつけられて、温かくなった。

「ありがとう。また来ます」

「お待ちしています」

「必ず……来ますから。必ず」

　彼は必ずを繰り返し、店を出る。そのうしろ姿が、店に入ってきた時より大きく見えた。

　なにか遣る瀬ない気持ちをかかえて雨に迷った人。

　彼の心の雨をやませてあげられたような気がして、史織は自惚れでも嬉しかった。

「お待ちしています」

　呟いて、彼が出ていったドアに頭を下げる。

　そのまま青空が広がり、その日、梅雨が明けた。

　――それが、彼、烏丸泰章との出会いだったのである。










第二章　凍りついた淡い想い




　翌週の月曜日は、朝から雨だった。

　夏の暑さに未練を残すような気候が続いていたのに、少し肌の表面にチクリとする冷たさを感じる。

　季節の変わり目を秋雨に教えられる時期。気持ちが引きしまる気がして意外と好きな気候なのだが、なぜか今日は気持ちが沈んでいた。

「よし、お洗濯終わり」

　洗濯物を運んだプラスチックの籠を洗濯機の上に置き、ひとり呟いてから大きく息を吐く。別に洗濯物が大量にあって疲れたというわけではなく、ただ単に気分が重たいのだ。

（雨だからかな……）

　本格的な梅雨の時期ならともかく、数日天気がぐずつくくらいで気持ちが落ち込んだことはない。これはもしや体調が悪いのではと、いろいろと自分を疑ってみた。

　月曜日はお店が定休日なので、だいたい午前中は掃除や洗濯に費やされる。掃除といっても日々気が付いた部分はやっているので簡単で済むし、洗濯物もそれほど多いわけではない。

　母と暮らしていた頃からずっと使っている洗濯機は古いタイプで、最近調子が悪い。ひとり暮らしならコインランドリーの方が便利だよと同僚に教えてもらい、気持ちが揺れている。

　中古でもいいから買い替えるか、コインランドリーデビューを果たすか。

　買い替えを諦めれば洗濯機を置いていたスペースが開くので、小さな収納ラックを置いてもいい。

　そんなことを考えながらレモネードを作る。水で簡単に溶けるスティックタイプ。少しだけ水を多めにするとさっぱり味になり、ごくごく飲めるので気に入っている。

「買い物に行っておいた方がいいかな」

　レモネードのスティックも残り三本しかない。あとは野菜と生鮮食品を少し。食用油が切れそうだったのも思いだした。

　午後からは買い物になりそうだが雨はやむだろうか。今日はただでさえ気持ちが落ち着かない。こんな日に出かけるのも気分がのらないし、買い物は明日にして……。

「……明日は、ダメ」

　レモネードのグラスを食卓を兼ねたローテーブルに置き、史織は呟きながらクッションに腰を下ろす。

　明日は火曜日。泰章に会える日だ。

　先週から、なにかが変わる予感でドキドキしていた。それだから心が落ち着かないのだろうか。だが明日が楽しみというのなら、気持ちはもっと明るくなっているはず。

　今朝から感じている重さは、なにか、いやな予感がする時の感覚に似ている……。

　レモネードを口に含むと、なぜかいつもの爽やかさがなく、口腔内に引っかかるような後味の悪さが残った。

　やはり今日は、なにかおかしい。

　このおかしな予感を孕はらんだ気持ちの乱れを、史織は過去にも経験している。

　――母が史織を捨てて蒸発した時も、こんな気持ちでいっぱいだった。

　心の中をザラリとしたいやなものが撫で上げていく。流されれば寝込んでしまいそうだと感じ、史織はなにかを振り払うように頭を左右に振った。

「買い物に行こう」

　勢いよく口に出して立ち上がる。雨だからといって閉じ込もっている必要はない。気分転換に外へ出よう。昼食は久しぶりにカフェでゆっくり本でも読みながら食べてもいい。

「そうだそうだ、そうしようっ」

　自分を動かすために肯定の言葉を口にする。グラスを持ってキッチンへ行こうとした時、スマホの着信音が響いた。

　テーブルに戻って確認するが知らない番号だ。都内の固定電話からかけられているのがなんとなく気になって、おそるおそる応答した。

「もしもし……」

　――結果、史織はカフェにも買い物にも行けなくなる。

　電話の相手は弁護士で、用件は史織の母が蒸発した原因について。

　とある男性と一緒に姿を消した母だったが……。その男性が既婚者で、男性の家族から訴えが出ているという話だった。




「急な話だったのに、ご足労いただきありがとうございます」

　福ふく田だ豊ゆたか弁護士は、名は体を表すと言いたくなるような、体格がよくおだやかで、ゆったりとした雰囲気のある男性だった。

　歳は五十代の初めくらい。大柄なのは店のパティシエと似ているが、入江が高校の体育教師っぽいイメージなのに対し、福田は幼稚園の園長先生のような雰囲気がある。

「いいえ、こちらこそご連絡をいただきありがとうございます」

　史織は座っていた椅子から腰を上げて会釈をする。焦ってしまい、どう言葉を返したらいいのか、ちゃんと考えられない。ひと言発するたびに、おかしなことを言っていないかと不安になる。

「まずは娘さんとお話をさせていただきたかったのです。なんといっても当人不在の状態だ。娘さんはお母様がいなくなった原因をはっきりとはご存じないかもしれない。母親が不倫をして、その家族から訴えられそうだと知っても驚きしかないでしょう」

　史織は言葉が出ない。福田の話しかたはおだやかで史織に同情的だ。心強いはずなのに身を乗り出して話を聞く気になれない。

　その原因となっているのは斜め横に腰を下ろした女性だった。二十代だとは思うが、間違いなく史織よりは年上だろう。ゆるやかにうねりのある髪が腰の近くまで伸びている。ノーカラージャケットのスーツを品よく着こなした上品さがにじみ出る美人だ。

　電話で呼び出された史織は、不安な気持ちをかかえながらも、教えられた住所を頼りに『福田弁護士事務所』へやってきた。

　すぐにこの応接室へ通され、間もなくして福田とこの女性が連れ立って入ってきたのだ。

　彼女は黙ったまま、深刻な表情は怒っているようにも見える。呼び出された内容を考えれば相手の方の家族か親類だろう。そう考えると気になって仕方がない。

「電話でもお聞きしましたが、娘さんはお母様がどういった男性とお付き合いしていたのかはご存じなかった、ということでしたね？」

「ぁ……はい、そういうことは一切話さない人でした。けれど、お付き合いしている人がいるんだな、というのは雰囲気でわかっていました」

　史織はそこで言葉を切り、一拍置いて続ける。

「物心ついた時には父親はいませんでした。わたしが生まれて間もなく、事故で亡くなったそうです。母はわたしを育てるためにずっと夜の仕事をしていて……。どういう人かはわからないけれど、お付き合いしている男性がいるんだなというのは何度か感じていました。ですが、なにも言わず、姿を消すなんてことは一度もなかったんです」

　高校卒業を控えた一月、当時住んでいたアパートから母が姿を消した。私物もすっかり運び出されていて、元気でね、と書かれた紙と当座の生活費がテーブルに置かれていた。

　どうしたらいいのかわからなくてショックも大きかったけれど、子どもを育てるためにずっと頑張ってきた母を自由にしてあげたい気持ちもあったから、納得するのに時間はかからなかった。

　高校を卒業したらすぐに働こうと思ったのだって、早くひとり立ちして母に苦労をかけないようにしようと思ってのこと。

　母が好きな人と一緒に生活することを選んだのならそれでいい。

　卒業前だけれど、母から離れるのが少し早くなっただけ。

　そう自分に言い聞かせた。

　それでもやはり母に置いていかれてしまったという遣る瀬ない思いでいっぱいで、自分でも気付かないうちに沈み込んでいたのだろう。様子がおかしいといち早く気付いた店長やオーナーが親身に話を聞いてくれて、部屋探しを一緒にしてくれたり保証人になってくれたり、いろいろと助けてくれた。

　いい職場に恵まれたと思う。バイト先の話はよく母にもしていたので、自分が出ていっても史織には力になってくれる人がたくさんいると安心したのかもしれない。

　いつか、なにげなくハガキの一枚くらいはくれるんじゃないか……、そんな期待をしていたように思う。

「母が……今どこにいるのかはわかっているんですか？」

　おそるおそる聞いてみる。もしかしたら会えるかもしれない。そんな不確かな可能性が頭にちらついた。

　娘が蒸発した母に会いたがっている。福田はそう感じたのだろう。気の毒そうに眉を寄せた。

「居場所はわかってはいません。相手の男性とは別れたようで、その男性が見つかったことで今回の事態になりました。既婚者でしたし、彼が姿を消したことで家庭も会社も大打撃を受けた。お子様たちはもとより、ご親族も相手の女性を告訴したいと」

　脳天から冷水をかけられた気分だ。一気に身体の表面が冷えて頭痛がする。

　不倫をした女性が男性側の家族に訴えられるという話は聞いたことがある。しかし当人は見つかっていない。それで家族である史織に連絡がきたのだろう。

「当事者である男性は、騒ぎを起こしてしまったということで烏丸家とは絶縁を申し出ました。もともと婿養子であったため、離婚して絶縁することを認められましたが……。お子様もご親族の皆様も、それだけでは気が収まらないというところです」

「烏丸……」

　その言葉だけが耳に残った。あまりにも気になりすぎる苗字だった。

　あるようで、なかなか触れる機会の少ない苗字だと思う。泰章を思いだすものの、こんな大変な問題と結びつけるのがいやで無理やり思考からそらした。

　福田はずっと無言で座っている女性に顔を向け、手で示した。

「こちら、当事者である男性の娘さんです。烏丸薫かおるさん。本日は、のちほどお兄さんもいらっしゃる予定です」

「あ……」

　史織は慌てて立ち上がり、女性に向かって頭を下げる。やはり家族だった。なにを言えばいいのだろう。「このたびは母が」とか謝るのが正解なのだろうか。

　知らなかったこととはいえ、やはり親子なのだから謝るべきなのだろう。だが、動揺しているせいか、母が既婚者と蒸発していたという事実がショックなせいか、言葉がなかなか出てこない。

「……黙って聞いていれば……。随分とかわいそうアピールがうまいのね……」

　彼女の声が聞こえて顔を上げる。史織を見てふっと口角を上げた薫は、怒鳴りだしたいのを抑えているかのように声を震わせた。

「母親が、どんな男と付き合っているかも知らない、出ていった理由も知らない、それなのに、どうしてこんなところに呼ばれなくちゃならないんですか、わたしがなにをしたっていうんですか。わたしは無関係です。……そうやって泣き叫びたくてたまらないんでしょう？」

「そんなことは……」

「被害者ぶらないで。泣き叫びたいのはこっちよ……。あなたの母親がお父様をたぶらかしていなくなったおかげで、どれだけ大変な思いをしたと思っているの。いきなり会社の社長がいなくなったのよ。社内の混乱を回避するだけでも、どれだけお兄様や伯父様たちが奔走したか……」

「会社の……社長……」

　思わず呟いてしまった。相手の男性がどんな仕事をしていたかなんて考えていなかった。一緒に姿を消したのが既婚者だったというのも今知ったのに、そこまで頭が回らない。

　驚いた顔をする史織に、福田が補足してくれた。

「『ＫＲＭホールディングス』をご存じですか？　今回訴えを起こしたいと言われているのがそちらの創業者一族の方で……。中山さんのお母様は、当時社長だった男性と姿を消したのですよ」

　冷水どころじゃない。氷柱を背中に挿し込まれたような寒気が全身を襲った。

　ＫＲＭホールディングスは、全国展開している有名な洋菓子店を持つ会社だ。企業コラボも多く、ベーカリーやレストランチェーンも展開している。

　そんな大きな会社の、それも社長などという人と自分の母が恋愛関係にあったなんて信じられない。男性がその地位を捨ててまで姿を消したのなら、それだけ母を愛していたということなのだろうか。

　蒸発する直前まで、母は高級クラブで働いていた。会員制で限られた人だけが入店できる店だ。――知り合うきっかけは、充分にあるのかもしれない。

　ずっと黙っていたが、口を開いたことで言いたいことが一気に湧きだしてきたらしい。薫の口調が速くなる。

「お父様がいなくなって、お母様は病床に伏してしまわれた。母親がいなくなってものうのうと暮らしていたようなあなたにはわからないでしょうね！　あなたの母親のせいで……私たち家族や会社が、どれだけ迷惑をこうむったと思っているの！」

「申し訳ございません！」

　息苦しさに負けて、史織は深く頭を下げる。なんてことだろう、ひとつの家庭を困らせただけではない。企業単位の大きな組織を混乱に陥れたのだ。

　もちろん、史織には社長が突然姿を消した会社が、そして家族が、どんな混乱に陥ったのかなど想像ができない。そんなのは自分がいる環境とは無縁すぎる。

「そんなこと……まったく知らなくて……、わたし……！」

「だから、被害者ぶるなって言ってるの！　あんたなんかに……！」

　苛立ちが頂点に達したのかもしれない。薫が勢いよく立ち上がる。その気配に身体が震えた。――その時。

　パンッと、大きく手を叩く音が室内に響いた。

　驚いた史織が顔を上げる。薫も言葉を止め、神妙な面持ちで音がした方に顔を向けていた。

「――やめないか、薫」

　静かだが厳しい声が近づいてくる。

「がなりたてるな。みっともない」

「ですけど……お兄様だって、この女の母親のせいでどれだけ大変な思いをして苦しめられたか！」

「薫」

　目に見えて薫の身体が大きく震え、今度こそ、その口が閉じられる。彼女が畏縮するほど、その声には逆らい難い重みがあった。

　史織のこめかみを、ツゥッと冷たい汗が流れていく。

　声が怖かったからではない。……聞き覚えのある声だったからだ。

　動かなくなった女性ふたりに変わって、福田が口を開いた。

「お疲れ様です、社長。今ちょうど、こちらから連絡をした経緯をお嬢さんにお話ししたところでした。呑み込みのいいお嬢さんで、しっかりと聞いてくれていましたよ。薫さんは、いろいろと我慢なさっていたものが出てしまっただけです。当事者ではなくとも、誰かを責めなくてはやっていられない感情というものは誰にでもありますから」

　福田は女性ふたりをさりげなく庇かばってくれる。ひねくれて考えるなら、そんなにあっちにもこっちにもいい顔がしたいのかと思うこともできるが、事を荒立てぬよう、穏便に進めようとしているのがわかる。

　この声の主が入ってきてから、福田のおだやかさに警戒するなにかが加わったように思えた。

　それだけ、注意を払わなくてはならない相手なのだろう。

「中山さん、こちら、薫さんのお兄様で……」

　福田が史織に話しかけ、入ってきた人物を紹介しようとする。まさか、の思いと、間違いないだろう、の思いがせめぎ合って、顔を向けたい、でも怖い、と葛藤した。

「現在、ＫＲＭホールディングスの社長を務めていらっしゃいます、ご長子の……」

　息を止めて顔を向ける。福田が紹介するまでもなく、本人が口を開いた。

「烏丸泰章だ」

　――心臓が止まるかと思った。

　目に見えているのは、間違いなく泰章だ。火曜日に店に来て、ひと時のときめきを史織に与えてくれていた人。

　次に彼に会える時、なにかが変わる予感がしていた。それは淡く温かな想いの中で楽しみにしていたことだったはずなのに……。

　今の泰章に、史織が知っているおだやかさを感じることはできない。むしろ、室内を一気に凍りつかせた緊張感を作り出しているのは彼だ。

　いつもと同じ品のいいスーツ姿ではあっても、初めて感じる厳格さが漂っていて……怖い。

「だいたいの事情は、福田弁護士から聞いたことと思う。君の母親が働いた不道徳な行為を、我々一族は許すことができない」

　彼のものとは思えない厳格な声音。重く静かで、決して口ごたえを許さない。先ほど、薫を制したトーンと同じだった。

「君の母親の居場所はわかっていない。捜そうと思えば捜し出せる。どのくらいの期間を要するのかわからないが、そんなにはかからないだろう」

「……見つかったら母は、どうなるんですか……」

　必死に絞り出した声は少し掠れていた。目の前にいるのはよく知っている人であるはずなのに、まるで初めて会った人のよう。

　いや、初めても同じだ。こんな泰章は知らない。こんな……冷たい双眸の彼を見たのは初めてだ。

「親族の中には、本人はもとより、娘の君の代でも支払いきれないレベルの慰謝料を請求するべきだと騒いでいる者もいる。一生を金の工面だけで終わらせればいいと……」

「……支払いきれないレベル……」

　呆然とした声しか出ない。感情を隠した淡々とした口調は、泰章とは思えない。似ているだけで、これは泰章ではないのだと思いたくて仕方がない。

「正直、それで済むかなと感じている。このまま親族に任せたら、それこそなにをするかわからない。社会的に抹殺しかねないだろう。どこへ行ってもまともに暮らせなくなる」

「どうしてですか……。そんな、ひどい……」

　史織の声が震える。その様子が癇かんに障ったのか、薫が声を荒らげた。

「被害者ぶるなって言ってるでしょう！　あなた自分の立場を……！」

「黙りなさい、薫」

　薫の言葉は、またしても泰章のひと言に制される。飛び出すことを禁じられた言葉は薫の口の中で未消化のまま消え失せ、彼女は唇だけをわなわなと震わせた。

　泰章のイメージがまたひとつ崩れていく。

　史織の中で、彼は妹想いの兄だった。妹のために、彼女が喜んでくれると感じたスイーツを「一緒に食べるから」と購入していく優しい兄であるはずなのに。

　実際の彼は、妹を威圧する兄でしかない。

「君は先ほど、どうしてかと聞いた。そんな、ひどい、と。――教えてやろう。君の母親がしたことで、もしも会社が混乱に陥っていたら、この騒ぎに乗じてライバル会社や小賢しい悪質な投資家グループに会社をかき回されていたら、どうなったと思う。全国、いや、世界中にいる何千何万という従業員が犠牲になるところだった。ひとつの家庭が苦しむだけでは済まない話だ」

　史織などが想像もつかない世界の話。それでも、それがどんなに大変なことであるかは想像がつく。

「俺は……そんなことにならないよう必死だった。親族や、古参の重役や役員も……みんな、会社を守ってくれた。――もし、あの時期を乗り切れていなかったら……今でも、それを考えると寒気がする」

　泰章の言葉に合わせたわけではないが、史織はぶるりと身体を震わせた。

　大変な時期を乗り切れていなかったら……。どうなっていたかなんて、深く考えられない。ちょっと想像してみただけで地獄絵図だ。

　なんとかなったからいいものの、それを引き起こす可能性はあった。それだから、薫だってあんなにも激昂するのだ。

（お母さん……）

　母の恋愛に口出しをしたことはない。姿を消した時だって、史織を育てるために頑張ってくれたぶん幸せになってくれたらという想いで自分を納得させた。

　けれど、もう少し口出しした方がよかったのだろうか。どういった人と付き合っているのか、結婚したい人はいるのか。

　史織が高校を卒業したらひとりでやっていくつもりだから、ということも、しっかりと伝えておいた方がよかったのだろうか。

　そうしたら、母の蒸発を止めることができていただろうか……。

　こんなことに……ならなかったかもしれない……。

　史織の顔は徐々に下がっていく。寄木細工模様の床が視界に広がり、そこに磨き抜かれた黒い革靴が入り込んだ。

「もともと身体が弱かった母は、今回の件でひどく衰弱した。一時神経を病んで、今は療養のために別荘暮らしをしている。先ほどから感情的になっている妹も、会社の混乱が原因で良縁を破談にされ、ひどく塞ぎ込んだ時期がある。同じ女性なら、君にも少しはその気持ちがわかるのでは？」

「……申し訳……ございません……」

　もう、それしか出す言葉がない。それ以外、なにを言うことがあるだろう。

　どれだけの人に迷惑をかけたのか。泰章や薫の母、薫自身だって、どれだけ傷ついたか。

「申し訳ございません……。慰謝料で済むのでしたら、一生かかっても働いてお支払いします……」

「これはあなたのお母さまの罪です。あなたに償つぐなう義務はないんですよ？」

　福田が急いで口を出す。弁護士が言うのだから本当にそうなのだろう。けれど、責任がないならいいという問題ではない。

「はい、ですが……母は行方が知れませんし……」

「見つかれば、慰謝料だけで済まないかもしれない。社会的に抹殺されてしまうかもしれない。母親をそんな目に遭わせたくない、というところかな？」

「はい……」

　刹那、詰まっていた喉が呼吸をする隙間を開けた気がする。史織の心を読むように、泰章が今の気持ちを察して口にしてくれたからだ。

　先ほど福田に言われた通り、母の問題だ。史織が責任を負うことはない。しかし問題が大きすぎる。ひとりでなんとかできることではないのだろうし、慰謝料だけで済むのかも不明だ。

　母だけに、そんなつらい思いはさせたくない……。

「親孝行だな。……そう言うのではと、思っていた」

　鼻の奥に軽く刺激が走り、涙腺がゆるむのを感じる。

　ほんの少し、史織が知っている泰章が窺えた気がしたのだ。

「俺は先ほど、君の代でも支払いきれないレベルの慰謝料が請求されるかもしれないと言った。到底今の仕事だけでは間に合わない。どうする？」

「……これから考えます。他に仕事を増やして、なんとか……」

「君の母親の不祥事を帳消しにする方法がある」

「え!?」

　驚きの声をあげた瞬間、いきなり顎を掴まれ顔が上がる。泰章の顔が視界に入った時、いつも綺麗だと感じるその顔に狡こう猾かつさが宿った。

「――俺と、結婚してもらう」

　史織は大きく目を見開く。

「お兄様!?」

　何度も兄に注意を受け、落ち着こうとしたのか椅子に腰を下ろしていた薫が、驚きのあまり勢いよく立ち上がる。しかしいきなりのことに、それ以上言葉が出ない。

　史織も同じだ。とんでもない提案に動きも止まった。

「会社を継いで三年目ともなると、いろいろと外野からの詮せん索さくも多くて煩わずらわしい。それに、海外企業のパーティーに出席する際は正式なパートナーがいた方がなにかと都合もいい。結婚をシッカリと考えなくてはならない立場だが、あいにくそんなものに頭を働かせている暇がなくてね。妻を持てばそちらにも気を遣わなくてはならないと思ったら辟へき易えきする。そこで、だ。君に妻になってもらいたい」

「……どういう……ことですか？」

「わからないか？」

　わからないわけではない。彼は仕事上の体裁のために妻が欲しいのだ。ただ、仕事が忙しくて結婚を考える余裕はないし、妻というものと関わらなくてはならなくなるのが面倒。

　それだから、彼の都合だけですぐ結婚ができて、その後も気を遣って関わる必要のない……史織に、慰謝料代わりに結婚しろと言っているのだろう。

「お互い、利点ばかりだ。君は慰謝料のため、俺は体裁のため、面倒なことは一切なく割り切った関係でいられる」

「わたしなんかを……妻にしたら……、余計に一族の方々がご納得しないのでは……」

「それは心配ない。ここに来る前に説明はしてある。今の俺に必要なのは、結婚して妻がいる、という事実、それだけだ。皆、それがわかっている。会社のためだ、誰も反対などしない」

　泰章は一度、薫に顔を向ける。

「そうだろう？　薫。おまえは先にここへ来ていたから伝えるのが後回しになったが、そういうことだ」

　顎を押さえられているので確認はできなかったが、薫の返事は遅かった。訴えてやりたいほど憎らしい女の娘なら、家のため会社のために利用したって罪悪感はない。わかっていても納得できないものがあるのだろう。

「……お兄様が……決められたのでしたら……」

　それでも、薫は兄に従う。きっと、幼い頃からそんな上下関係ができているのだ。

　ますます信じられなくなってくる。火曜日に史織に淡い気持ちを与えてくれていた泰章と、同一人物だと思えない。

　もしかしたら、この男性は、同姓同名で泰章にそっくりな別人なのではないだろうか。

　そんなはずはなくとも、史織はそれを望んでしまう。

　優しくおだやかな泰章の残像が、史織の心の中ではまだ大きいからだ。

「ああ、それと、しばらく仕事は続けていて構わない。というか、続けてほしい。不倫相手と別れた君の母親が、もしかしたら会いに来るかもしれない。辞めてしまったら、そんなチャンスもなくなってしまう」

「チャンス……？」

「チャンスだろう？　当事者を捕まえる。今まで聞いた君の話から考えても、店に会いに来た様子はないけれど、男と別れたとなれば娘に会いに来る可能性はある」

「まさか……それだから、話しかけてくれていたんですか……？」

「ん？」

「母が……わたしに会いに来ているか……探るために……？」

　泰章は言葉を止め、ジッと史織を凝視する。ふと、まぶたをゆるめ……憐れむように、嗤わらった。

（……泰章さん……）

　史織の中で、彼女が知っている泰章が崩れていく……。

　優しい言葉も、微笑みも。心の奥に隠していた恋心を裸にした、たった一瞬の、抱擁も……。

　母がいなくなってから、とにかく生きるのに必死で自分を律して生きてきた。そんな中で、泰章の存在は史織の女性としての感情に花を添えてくれる温かなものだったのだ。

　だから……彼を好きだと、こんなにも好きになっているのだと自分で認めてあげられた時、涙が止まらなかった。なのに……。

　すべて崩れ……そして、淡く温かかった想いは、――硬く、凍りついた。

　視界がにじみそうになる。泣きたくなったが、史織はグッとこらえた。

「わかり……ました……」

　ほんの少し、強引なまでに顎を掴んで離さない泰章の力がゆるんだ気がする。泣きそうになったことを悟って力を抜いたのかと都合よく考えそうになった気持ちを、史織は無理やり吹き飛ばす。

「あなたと……結婚します……」

　そう言ったっきり、史織は唇を引き結び、血がにじんできそうなほどに奥歯を噛みしめて涙を隠した。




　それからどうやって帰ってきたのかを、よく覚えてはいない。

　泰章に『送る』と言われたのを突っぱねて、駅まで全速力で走ったのは覚えている。

　なにも考えられなかった。なにも考えたくなかった。泰章に感じていたすべての感情を裏切られた気がして、惨めだった。

　思いめぐらせば余計なことを考えてしまう。それだから、なにも考えずにその日をやり過ごした。

　いろいろとたくさん考えなくてはならないのに……考えられない。

　母のことも、母の罪も……。

　自分自身、これからしなければいけないこと。

　泰章との……結婚……。

　泰章と結婚だなんて、少し前の自分なら夢のようだと感じただろう。でも、今は……。

　考えないようにしているのに頭から離れず、眠れなかった上に目覚めも悪かった。

　――いつもご機嫌と思われている火曜日に、我ながら最悪の顔で出勤してしまったように思う。

「おっ、本日の主役。おはようっ」

　従業員用の通用口から入って、最初に声をかけてきたのはパティシエの國くに吉よし晋しん也やである。

　入店して三年目なので史織の同期ということになるが、彼は二十七歳。他の店にいた経験もある。史織はその前にアルバイトとして三年のキャリアがあるので、年下とはいえ店では実質先輩だ。

　入店した頃から同棲している彼女がいる話は聞いていたが、最初のうちは時々耳にした彼女とのエピソードもいつしか聞こえてこなくなった。

　いつの間にか別れたのか、話すネタがないだけかは、謎である。

　逆三角形の顔型に短髪のツンツンヘア。これだけだとスポーツマンっぽいが、運動は大の苦手らしい。ラウンド型の大きめな眼鏡のおかげで、そんなイメージが緩和されている。

「おはようございます、國吉さん。なんです？　主役って。わたしの誕生日は今日じゃないですよ」

　國吉は史織よりも仕事開始時間が早いので、すでにコックコート姿だ。脱いだ帽子を両手で握って、にひひ、と意味ありげな笑いかたをする。

「王子来てるよ～、王子」

「王子？」

「史織ちゃんしか指名しない、火曜日の王子様」

「え!?」

　タイムカードを入れようとしていた手が止まる。驚いた顔で國吉を見ると、彼は悪気なくアハハと笑った。

「なーにビックリして。今日来る予定だったんだろう？」

「……いつもは、お昼頃だから」

「そうじゃなくて、結婚報告に」

「えええっ、結婚っ!?」

　驚いた声をあげたのは、史織ではなく店に繋がる通路から顔を出した同僚たちと、ちょうど通用口から入ってきた由真だった。

「結婚……!?　國吉君、結婚するの!?」

「僕じゃないですよー、こっち、こっち」

　國吉は笑顔で史織を指さす。女子たちの視線が一斉に史織に注がれた。

「僕もびっくりしたよ。火曜日の王子が『中山史織さんと結婚することになりましたので、ご報告に上がりました』って。早くに来て店長とオーナーと話してる」

　肘ひじでトントンと史織をつつき、國吉はひやかすように間延びした声を出す。

「店長に報告するの恥ずかしい～、って、史織ちゃんが困っていたから、彼氏が報告に来たらしいよ。初うい々ういしいなぁ、なんかそんな事情聞いてる方が照れちゃったよ」

「史織ちゃんっ、いつの間に～」

「怪しいとは思ってたけどねぇ～」

「やっぱりそういうことだったんだっ!?」

　場は大盛り上がりである。どう反応するべきか迷うあまり、史織ひとりが戸惑っている。頭にポンッと國吉の手がのり、ぐりぐり撫でられた。

「おめでとう！　まさか史織ちゃんに先を越されるとは思わなかったなぁ」

「火曜日の王子ってことは、烏丸様だよね？」

「他に誰がいるの」

「すごーい、ムチャクチャイケメンつかまえたじゃないっ。いいなぁ」

　同僚たちが盛り上がる中、やはり史織は反応に困る。やはりここは笑顔で喜びを表現するべきなのだろうか。「ありがとうございます」と言って、恥じらってみせるべきなのだろうか。

　好きな人と結婚をするのだ。嬉しくてたまらないという素振りをしなくては。

　……できない。

　昨日から引きずったこんな気持ちのまま、どうして喜びの笑顔が作れるだろう。

「なにを騒いでいるんだ。応接室まで聞こえたぞ」

　店長の声がして、みんなが声の方を見やる。同僚が「わぁっ」と歓声をあげたので、史織も顔を向け、……目を見開いた。

「烏丸さんに職場のみっともないところを見せるな。『こんなところで働かせられない』って、史織ちゃんが辞めさせられたらどうする」

「えーっ」

「ダメーッ」

「え？　でも結婚しても仕事は続けられるの？」

　困って慌てる同僚たち。驚いた顔をする史織も、きっと店長の言葉に反応したのだと思われていることだろう。

　史織がうろたえたのはそれではない。店長のうしろから、泰章が歩いてきたからだ。彼はにこりと微笑んで史織の前で歩を止めた。これはいけないと思ったのか、國吉の手がやっと頭から離れる。

「ご安心ください。私も仕事は忙しくて充分史織に関わってあげることができないので、彼女が寂しい思いをしないよう、仕事は続けてほしいと思っているんです」

　みんなに説明をしているようで、彼の瞳は史織を見つめている。優しくおだやかな双眸は、いつも火曜日のお昼にケーキを買いに来てくれる彼そのもの。

「好きでやっている仕事ですから。そのうち、子どもができたら、考えなくてはならない時期がくるかもしれませんが、それまでは……、ねぇ、史織」

　史織の手を取り、口元に持っていく。とても優しく甘い声だ。愛しいものを愛めでている時に出る声。

　こんな声で、「子どもができたら」などという話をされては聞いている方が照れてしまう。現に同僚たちは照れて言葉少なだ。「ぅわ～」と小声で困った声を出す。

「……どうして……こんな早くに……」

　史織は言葉を絞りだす。手を離してほしくて引こうとするが、見た目より強く握られていて動かない。

「店長さんとオーナーにご挨拶をしに来たんだ。早い方がいいだろう？　史織が、うまく言えるかなって心配していたから、私が言った方がいいと思ったんだ。史織が困ることをさせたくないからね」

　感嘆の息が聞こえてくる。ここまでで泰章の好感度は爆裂に上がっているに違いない。

　昨日から困ることしかされていない気がする。しかしここで睨みつけるわけにもいかず、史織はさりげなく目をそらし、下を向いた。

「びっくりしました……」

「させようと思ったから」

　掴まれていた手に温かい感触。どうやら彼が手に唇をつけてから頬にあてているらしい。國吉まで「ぅわ～」と照れくさそうな声をあげた。

「あの……手……、放してください……」

「照れているの？」

　史織がいやがれないのをわかっていて、泰章はどこまでも仲睦まじさをアピールする。クスッと笑った気配がして、やっと手が放された。

「では、入江店長、オーナー、早朝から失礼いたしました。お話を聞いてくださり、ありがとうございます」

　泰章が丁寧に頭を下げると、店長のうしろにいた純子も横に並んで、一緒に応じた。

「いいえ、烏丸さん自らご報告に来てくださるなんて、恐縮です。史織ちゃんを、よろしくお願いします。もう、私たちにとっては娘みたいなものなので」

「もちろんです。では」

　わずかにホッとする。泰章がいなくなることで安堵感を得る日がくるなんて。考えもしなかった。

　しかし、史織の安息はすぐさま砕かれる。

「ああ、史織ちゃん、駐車場まで送ってあげな。でも、そのまま車に乗って一緒に行かないでくれよ？」

　気を利かせたつもりなのか、店長の余計なひと言が史織の息を止めた。周囲は笑っているのに、一緒に笑うことができない。

「それは嬉しいな。じゃ、駐車場までっていうのが残念だけど、送ってくれる？」

　尋ねながら史織の手を取り、泰章が歩きだす。ついていかないわけにはいかなくて、史織は素直に手を引かれて歩いた。

　店を出て駐車場へ向かう。駐車場は店の前だが、従業員用の通用口からは見えない。泰章の車が停まっていたのはわからなかった。

「……なんのつもりですか」

「なにが？」

　歩きながら口を開く。なにを聞きたいのかはわかっているはずだし、史織がどれだけ焦ったかも察していただろう。しかし彼はどこ吹く風だ。

「わざわざ……店に来なくたって……」

「結婚報告はしておいた方がいい。それとも君は、笑って結婚報告ができるのか？」

「それは……」

「そう思ったから、代わりに報告しに来た。感謝されるならともかく、そんなにいやそうな顔をするものじゃない」

「感謝って……」

　とはいえ、泰章が言うように、こんな気持ちのままでは笑って結婚報告などできそうもない。ここは、気を回してもらったことを素直に感謝すべきだろうか。

「一カ月後に挙式だ。時間がないから、任せておいたら結婚式直前まで言いだせない可能性がある」

「い、一カ月後!?」

　さすがに驚かずにはいられない。昨日決まった話なのに、結婚が一カ月後だなんて。

「結婚させられると思って、逃げられたらたまらない」

「逃げませんよっ」

「それに、怨みのある女の娘に、親族の誰かが暗闇で襲いかかりでもしたら厄介だ」

「襲っ……」

　思わず声が引き攣つった。物騒この上ない話だ。

「そんな……大袈裟な……」

「そうでもない。下手をすれば一族が路頭に迷うところだったかもしれない。どれだけ大変な思いをしたと思っている。大昔だったら市中引き回しの上、打首獄門だ」

　物騒にもほどがある……。時代劇風の言葉を交ぜたところはユーモアなのかもしれないが、事が事だけに笑えない。

　きっと、本当に報復したいくらい大変な時期があったのだろうから。

　それでも、それとこれとは別である。

「でも……だからって、あんな……」

「なに？」

　文句を言おうとしているのに、言葉がなかなか出てきてくれない。なんだか照れくさいからだ。それでも言わなければ伝わらない。史織は羞恥に耐えて口を開いた。

「ひ……人前で……手を握ったり、ベタベタさわったり、困ります……」

「あれは、牽制」

「牽制？」

　車の運転席側で立ち止まる。顔を上げると、泰章がニヤリと嗤った。

「あの眼鏡の男、あんまり史織にベタベタ触ってるから、牽制してみた」

「眼鏡って、なに言ってるんですか、あの人には彼女さんがいるし……」

「それにしては馴れ馴れしかったけど」

「同じ年に社員になったので、歳は離れていますが同期です。仲がよくたっておかしくないです。とにかく、人前でベタベタしたのは……」

「恥ずかしい？」

「……恥ずかしいです。だって、あんなに近づいて……」

「夫婦になったら、もっと近づくし恥ずかしいこともするのに？」

　一瞬にして頬が熱くなった。頭でそれを理解しないうちに身体が反応する。なんてことを言ってくれるんだろう。どう返したらいいかわからない。

「ほら、サービスしてやれ、心配して見ているから」

「え？」

　店の方へ顔を向ける。そのタイミングで、頬にチュッとキスをされた。

　驚いた勢いで泰章に顔を向け、唇が触れた頬を手で押さえる。その反応がおかしかったらしく、彼は喉で笑いながら車に乗り込んだ。

　目を白黒させる史織に、泰章はしれっと言い放つ。

「じゃあ、頑張れよ。昼には、ケーキを買いに来るから」

「来るんですか？」

「なんだ、そのいやそうな驚いた声は」

「だって……来る必要、ないじゃないですか……」

　車のドアが閉まり、すぐに窓が下がって泰章が呆れた顔を見せる。

「仲良しをアピールしておいた方がいいだろう？」

　――仲良くする気なんてないくせに……。動きかかった口が動ききらないうちに窓が上がり、車がゆっくり走りだす。

　頬を押さえた手の中で、彼の唇が触れた部分が熱い。見せつけるための愛情であることに寂しさが這い上がってくるが、史織はそれを振り切って手を離し店へ引き返した。

　駐車場に面した店の出入口側から、心配した店長と純子、そして興味に駆られた同僚たちが覗いていた。仲睦まじい姿はバッチリ見られたことだろう。泰章の思惑通りに。

　店から入れば近いとはいえ、まだ開店前でドアは施錠されている。史織は通用口に回って中へ入った。

「あれ？」

　一瞬足が止まった。由真がタイムレコーダーの横に立っている。まだ制服に着替えていない。ずっとここに立っていたのだろうか。

「おめでとうございます。史織さん」

「え……あ、ありがとう……」

　それを言うために待っていてくれたようだ。そういえば先ほど、泰章の登場で盛り上がった同僚の中で由真だけが黙っていたのを思いだす。

「史織さん……」

「なに？」

「幸せですか？」

「え？」

「結婚決まって、幸せですか？」

　質問の意図がわからなくて戸惑う。普通に考えれば〝幸せ〟だろう。普通は……だが。

「由真ちゃん……それは、どういう……」

　おまけに由真は、無表情でそんな言葉をぶつけてくる。意味もわからず下手なことは言えない。そんな気がした。

　史織の様子が伝わったのか、由真はちょっと気まずそうに頭をかく。

「すみません。でも、史織さん……なんだか、嬉しそうじゃなかったんで……」

「そう？」

「はい、さっき烏丸さんがいた時も、一回も笑わなかったから」

　言われてみればそうだ。結婚する相手が姿を現したというのに、笑うどころか嬉しそうな顔ひとつしていなかった。

　おまけに泰章は、足しげく店に通って史織を指名していた常連。こうなってしまうとなにが目的だったかは明白だし、史織もそれを心待ちにしていた。

　それなのに、彼を前にして笑顔ひとつ出ないのは、どう考えても不自然でしかない。

「緊張したの……。店に来るなんて知らなかったし、急に来て、挨拶していくなんて思わなかった」

　由真はジッと史織を凝視している。彼女は物の見方が独特で勘のいい子だ。

　もしや、史織の様子からおかしなものを感じとっているのでは……。

　由真は決まり悪そうに視線を外すと、頭をかく。ちょっと照れくさそうに口を開いた。

「それなら、いいんです。もしかして気にしちゃってるのかなって、あたしの方が気になって……」

「気にするって、なにを？」

「以前、烏丸さんのこと、優柔不断で決断力のない男にたとえちゃったことがあるので……。史織さん、気にしちゃって踏ん切りがつかないのかなとか」

　言われて思いだす。一カ月くらい前、そんな話をした。話が長い男性でいやな思いをしたことがあるのかと、史織の方が勘ぐりそうになった。

　史織はやんわりと微笑む。

「気にしてないよ、そんなこと。あっ、もしかして、さっきずっと黙ってたのはそのせい？」

「……はい、史織さん、なんか困ってるみたいだったから……。余計なこと言ったな、って思って」

「由真ちゃんに言われるまで忘れてた。気にしてないし、さっきは本当にびっくりしてただけ」

　やっと安心したのだろう。由真はニコリと笑って史織と向き合った。

「おめでとうございます、史織さん」

「ありがとう」

　おめでとう。――嬉しい言葉なのに、もらったぶんだけ申し訳なさが募っていく。

　嬉しいことのはずなのに、嬉しいと思えない。

　史織の心は、誰にも気付かれないよう静かに憂いの中を漂った。

　結婚準備は急ピッチで進んでいた。……ようだ。

　挙式までは一カ月しかない。準備や打ち合わせで目の回るような忙しさになると思っていた。

　準備も手続きも、すべて烏丸家の方でやってくれるという。史織は毎日アパートから仕事へ行って、帰ってご飯を食べて寝て……。普段とまったく変わらない生活を送った。

　変わったといえば、泰章が火曜日以外も誘いに来るようになったということ。

「適当な食事をして、花嫁が当日みすぼらしいのはいただけない。しっかり食べて栄養を摂って、肌はだ艶つやよくなっておけ」

　……失礼な話である。

　史織は自炊派で、これでも栄養には気を遣っている。肌艶がいいかは不明だが、肌質で悩んだ経験はない。

　言い返してやりたくても、言葉が出なかった。

　それならもう誘わなくていいなと言われたらいやだ。そう言ってごねる、我が儘な史織がいる。

　おかしなことにはなってしまったものの、泰章に会えるのは嬉しいし、彼と一緒にいる時間は特別気持ちが明るくなる。

　やっぱり、泰章が好きなのだ。

　以前よりは会話もないし、話しかたも淡々としていて、態度も、雰囲気も、随分と違う。それでも、彼といると胸の奥が温かくなる。アパートに帰った後は、彼を思いだして泣きたくなってくる。

　結婚準備で史織がしたのは、最低限の私物をまとめ、婚姻届にサインをすることだけ。

　アパートの後片付けも、泰章が手配してくれた。ホームセンターやリサイクル店でそろえた家具や食器は、すべて処分され、史織お気に入りの空間はあっという間になくなってしまった。

　挙式後から、史織は烏丸邸に住むことになるのだ。

　そして迎えた、十月吉日。挙式当日。

　急ごしらえの結婚なので、披露宴などは省かれる。それでも烏丸家親族とその関係者の他、取引先大手企業の社長や重役などが参列者に名を連ね、大規模なものとなった。

　親族だけは前社長が失踪した後の混乱を知っている。史織がその原因を作った女の娘だということも知っている。

　さらし者か見世物になる気分だが、それも仕方がない。これだけ外部の人間がいれば、挙式の最中に刺されるようなこともないだろう。

　高級ホテルの上層階にある天空チャペルでの結婚式。場所だけでも信じられないくらい豪華なのに、史織のために用意されたというウエディングドレスも、目を見張る美しさだった。

「旦那様がお選びになったのですよ。海外で人気のウエディングブランドの新作ドレスで、奥様のサイズに合わせるためにお直し期間が入ったので間に合うかどうか微妙だったのですけれど、間に合ってよかったです」

　史織が支度をしているあいだ、初めて会ったウエディングプランナーの女性は張り切って説明をしてくれた。

　幾重にも重ねられた高級レースが作りだすドレープ。片方の肩で結ばれた大きなリボンが軽やかで、まるで羽でも生えているかのよう。Ａラインドレスのトレーンは長めで、うしろ姿を引き立ててくれる。

　さほど手をかけていないセミロングの髪は綺麗にまとめあげられ、後れ毛さえもかわいらしく巻かれた。

　繊細で豪華なリバーレースをふんだんに施されたマリアヴェールは、髪を彩る花の飾りが隠れてしまってもったいないと思う気持ちを忘れさせる。

　完成した自分のウエディングドレス姿には、我ながら「これがわたし？」という漫画に出てくるようなセリフが出かかった。

「お綺麗です。きっと、旦那様もご満足くださいますよ」

　本当にそうだろうか。でも確かに、メイクのおかげかいつもより大人っぽい気がするし、数十倍、いや、数百倍、上質で綺麗な女性にしてもらえたような気がする。

（なんて、自分で言ってたら自惚れだけど……）

　それでも、こんな時くらいは自分に自信を持ってもいいのではないだろうか。

　準備をしてくれたスタッフが花嫁用のブライズルームを出ていく。それを待っていたかのようにドアが開いた。

「用意はできたか」

　泰章の声だ。ドキッとしつつも振り向けないでいると、プランナーの女性が応じる。

「はい、整いましたよ。烏丸様が驚いてしまうくらい素敵です」

　両肩口を軽く支えられ、ゆっくりと振り返らせられる。トレーンが柔らかい絨じゅう毯たんの上で動き、彼の方を向いた時にはさざ波が足元に集ったような幻想的なラインを作った。

「奥様もですが旦那様も素敵。おふたりのお世話ができて光栄です」

「ありがとう。式の前に、少し妻と話がしたい。いいかな？」

「もちろんです。時間が近づきましたら、お声をかけに参りますね」

　泰章の希望に沿ってプランナーの女性が退室する。ふたりきりになると、なんだかこの姿が恥ずかしくなってきた。とても豪華なドレスにメイクや髪も整えられて、いつもの自分とはまったく違う。

　笑われるのではないだろうか。馬子にも衣装と、鼻であしらわれたら……。

「顔を上げろ」

　足元にたゆたうトレーンの波型を見ていた視線を、おそるおそる上げていく。

　視界に流れていくのは、エナメル素材が艶やかな内羽根式ストレートチップの靴、そこから漆黒のテールコート。二本の側章が入ったパンツ、白いベスト、白の蝶ネクタイ、そして……。

「綺麗じゃないか」

　予想に反して褒めてくれる、いつも以上に秀麗な泰章の顔……。

「そのドレスを選んでよかった。髪もメイクも完璧だな。名家の令嬢だと言っても信じてもらえそうだ。まぁ、素性が知れているので無理だが」

　褒められたことに驚いて言葉が出ないのもあるが、泰章のテールコート姿が信じられないくらい素敵で、余計に言葉が出ない。

（泰章さん、素敵……。いつものスーツ姿とはまた違った感じで……）

　頬が温かくなっていくのがわかる。赤くなんてなったら分不相応な姿が恥ずかしいからと思われそうで、史織は慌てて口を開いた。

「素性が知れているぶん、親族の皆様に笑われそうです。馬子にも衣装なので」

「結婚式で花嫁を嘲笑するなんて無礼な親族はいないと思ってはいるが、視線は痛いかもしれないな」

　改めて緊張が走った。親族の前に出るということは、そういうこと。

　嗤われはしなくとも、冷淡な視線に包まれるのは間違いがない。

　針の筵むしろ、とはこういうことを言うのかもしれない。仕方がないとはいえ、ちょっと怖い。不安のせいで重くなった視線が下へ流れた。

「……心配するな」

　静かだが、力強い言葉が史織の視線を戻す。

「君は、自信を持って俺の横に立っていればいい」

「……はい」

　なにに対して自信を持てと言われているのか迷う。彼の妻だと自信を持てというのか。いつもとは違って品よく見えるから、自信を持って横に立てということなのか。

　……後者の可能性が高い気はする。

　とりあえず、彼は勇気づけてくれたのだ。完全にアウェイの中での結婚式。史織が不安にならないわけがない。

「ありがとうございます」

　弱々しくはあったが、史織はにこりと微笑む。

「せめて、いやな女だけど泰章さんと並んで様にはなっていたって言われるように、頑張ります」

　刹那、泰章が眉をひそめた気がする。なにか気に障ることを言ってしまっただろうか。気にしかかった時、彼は踵きびすを返した。

「そうだな、せいぜい、ヘマはするな」

「はい」

　彼はそのままブライズルームを出ていく。姿が消えてから、もう少し彼の姿を眺めていたかったと瞳が我が儘になった。

（素敵だったな……泰章さん……）

　思い返すとドキドキしてくる。頬が温かくなって、幸せな気持ちになった。

　――こんな形での結婚じゃなかったら、きっと、もっと幸せだった……。

　せっかくのメイクが崩れてはいけない。浮かびかける涙を振り切るために、史織は心の憂いを無理やり胸の奥に閉じ込めた。




　式のあいだ、氷のような視線と重圧に耐えられるだろうかと不安になった史織だったが、そのすべては杞憂に終わった。

　いつも以上に素敵な泰章が隣にいる。彼と結婚式に臨んでいるのだという想いが、史織に泰章だけを意識させた。

　正直、気が付いたら終わっていたという感覚が正しい。

「あの……泰章さん」

　挙式後、エレベーターの中で史織はやっと口を開く。彼に話しかけるために口を開くのはブライズルームで話した時以来かもしれない。

「この後、どこへ……？」

　結婚式を挙げたふたりが、式の後に向かう場所といえば見当はつくが、なにぶん史織は予定というものをまったく知らされていないので、いちいち聞かないと正確なところがわからないのだ。

「今夜泊まる部屋だ。このホテルで一番いい部屋らしいから、寝心地はいいだろう。明日のチェックアウトは正午過ぎだから、ゆっくりできる」

「そ、そうですか……」

　声がひっくり返りそうになった。これは実質、初夜というものではないのか。

　とはいえ、そういう夫婦らしいことが本当にあるのかなんてわからない。彼は史織を好きなわけではないし、ただ責任をとらせる代償として、体裁のために妻にした女など興味はないだろう。

　エレベーターを降りた途と端たんに身体がふわりと浮き、何事かとあたふたする間もなく、泰章にお姫様抱っこで抱きかかえられているというとんでもない状態を理解した。

「や、泰章さっ……」

「なんだ」

「あの、下ろしてくださいっ……重いですから」

「はぁ？　自分の体重を知らないのか？　どこが重いんだ」

　不思議な話を聞いたと言わんばかりに鼻にしわを寄せ、彼はすたすた歩いていく。確かに重そうな素振りはない。だがなんとも照れくさくて、この状況を堪能できない。

　視線を少し動かしただけで、端整な横顔がすぐそばにある。このまま抱きついてしまいたいと腕がムズムズした。

（やっぱり、好きな人に嫌われてるって……寂しいな）

　そんなことを考えているうちに部屋へ入る。廊下からして明るく豪華で言葉を失ったが、これではいけないと史織は頑張って口火を切った。

「ありがとうございます、泰章さん。もう、下ろしてください」

「またそれか？　よほどこの状態がいやなのか？」

「そうじゃないですっ。お姫様抱っこなんて夢みたいです。一生縁がないものですよ。でも、泰章さんがいやだろうと……」

「俺が？」

「はい、わたしなんかに……触りたくもないですよね……」

　とたんに泰章の歩調が速くなる。どうしたのかと思っているうちにリビングを通りこしてベッドルームに移動し、大きなベッドに放られた。

「きゃっ……」

　高価なベッドなのだろう。全身で落ちたのにどこも痛くない。むしろ弾力が心地よくてこのまま眠ってしまえそうだ。

　しかしほんわりしている場合ではない。両肘を立てて上半身を浮かせた瞬間、テールコートのジャケットを脱ぎ捨てた泰章が覆いかぶさってきて身体を押した。

「あっ……」

　肘が崩れ、そのままベッドに沈む。ベッドルームは薄暗く、それでもベッドサイドに置かれた豪ごう奢しゃなシェードランプがベッド周辺をまんべんなく照らしている。

　オレンジ色の暖かな灯りの中で、泰章が妖あやしい笑みを浮かべた。

「ドレス、窮屈だろう？　脱がせてやる」

「え、あのっ」

　戸惑っているうちに唇を塞がれる。挙式の時に儀式として行われた触れるだけのキスとは違い、声も吐息もすべて吸い取り搦からめ捕ってしまう濃厚なキスだった。

　こんなキスはしたことがないどころか、誰かと唇を合わせるのも先ほどの式が初めてだった。

　吸いついてくる唇から伸ばされた舌は、無防備な口腔内で好き勝手に動き回る。歯茎や歯間のこんな場所を自分以外の舌が探るなんて、信じられないのと同時になんて恥ずかしいんだろう。

「ハァ……」

　そう思うのに、なぜか唇が、顎が、どんどん痺しびれて熱くなっていく。それどころか麻酔をかけられたかのように頭がくらりとしてきた。

　唇も口腔も彼にされるままになっているうちに、ドレスが身体から離れていくのがわかる。ドレスの気配がなくなると、身体を締めつけていた下着が妙に窮屈に感じられる。

「全部脱がせるぞ」

「泰章さん、待って……ぁっ！」

　泰章は止まらない。首筋をたどる唇がその軌跡を残してしまいそうなほどの痺れを残していく。

「やす……あきさっ……」

　ゆっくりと、それでいて貪欲に肌を貪る唇と、確実に、間違いなく、史織の身体を纏うすべてのものを取り去っていく無情な手。

「ダメ……待って……ぇ……」

　躊躇することも、恥じらうことも許されない。未知の感覚が怒ど涛とうのように襲いかかり、史織はなすすべがなく流されるしかない。

　恥ずかしいような、怖いような、おかしな感情が嵐のように吹き荒れる。

　それなのに、容赦なく史織のすべてを暴こうとする泰章に対して、おかしな期待感が見え隠れする。

　――彼になら、もっと触れられてもいい……。

　なんてことを考えるのだろう。異性と付き合ったこともなければキスだって初めて経験したばかりなのに。

　なにもかも、身体に触れられるのも初めてなのにこんないやらしい思いを胸に秘めていると知られたら、きっと泰章に軽蔑されてしまう。

「ダメ……」

　そんなに触れないで。そんなにあなたの肌を感じさせないで。――自分がおかしくなってしまいそうだから……。

　史織は泰章を感じられる悦びに打ち震えながらも、初めての経験に戸惑い流されないよう意地を張る。

「史織……」

　それでも、時々耳元で発せられる彼の声に鼓膜まで蕩けそう。

　なんて甘く、情熱的な声で呼んでくれるんだろう……。

　もしかして自分は愛されてるんじゃないか。

　そんな夢を見そうになる。

　彼の素肌が重なり全身で感じているのに、嬉しいのか怖いのか悲しいのか憐れなのかわからなくて、感情が爆発しそうになる。

　それでも、なにもできずに惑うだけの史織の官能を、泰章はゆっくりと引き出し、初めての身体を昂ぶらせてくれた。

　こんな自分は知らない。肌のすべて、神経のすべてが彼に反応する。身体の奥底から湧き上がってくるものが、彼を求めて手を伸ばしているよう。

　初めてひとつになった時、自分の中身まで彼に支配されている気分になった。

　処女を失う時は痛いものだと頭にはあったが、痛いのか苦しいのか、嬉しいのか……よくわからなかった。

　泰章がずっとキスをしてくれていたから、それで意識が分散されていたのかもしれない。

　彼の唇は温かくて……ねっとりと口腔内を嬲なぶる舌は心地がいい。

　最初のうち恥ずかしかったその行為は、ここに来て史織の官能を蕩かし、意識を支配した。

　愛の言葉もなにもなく、ただ彼にされるがままの初夜ではあれど。

　しっかりと史織を昂め、気持ちまでほぐしてくれた。

　泰章に優しさをもらった気がして、嬉しかった。




　――あれから、どのくらい時間が経ったのだろう。

　新婚初夜。本当なら、幸せで幸せでたまらない時間のはず。

　そんな夜に史織はひとり、スイートルームのベッドの中で身を縮めていた。

「泰章さん……」

　身体の奥が熱くて、まだ彼の熱が灯っているのがわかる。

　それが余計に、悲しかった。










第三章　秘められた恋情




　――抱くつもりじゃなかった。

　挙式が済んだら、部屋へ移動して史織を置いてすぐに出るつもりだった。

　そうしなければ危険だと、泰章の理性が叫んでいたからだ。

　抱けば、感情と欲望を抑え込んだタガが外れてしまう。一度外れてしまったら戻せるかどうかわからない。

　戻せる自信がない。

「クソッ！」

　史織が聞いたなら泰章らしくないと目を丸くしそうな悪態をつき、泰章は髪をかき回す。ソファに腰かけ、両腕を膝に預けて深いため息をついた。

「……かわいかったな、史織」

　口に出すだけで体温が揺らぐ。湯気のような上昇を感じれば、回想はもう止められない。

　白いウエディングドレスに包まれた華奢な身体。まとめ上げた後れ毛がうなじで揺れ、マリアヴェールで守られる可憐な相貌が恥ずかしげに頬を染めて微笑む……。

　あんな姿を見てしまったら……。

「我慢なんかできるわけがないだろうがっ！」

　声に出したのは、自分に言い訳をするためだ。

　こらえられる自信があった。こらえなくてはいけなかったから……。今は自分の気持ちを閉じ込めておかなくては、史織を守れない。

　ドアチャイムの音が響く。インターフォンから声が聞こえた。

《社長、福田です》

　夜遅い時間だから気を遣ったのか、福田は忍び声だ。部屋には泰章しかいないし、ホテルの廊下もこの時間なら人けはないだろう。インターフォン越しにそれほど気を遣う必要もないと思う。

　気遣いの福田、と異名をとる福田弁護士。彼の父親の代から引き継がれた、烏丸家の顧問弁護士である。

　おだやかな人ではあるが、父親が失踪した際、ＫＲＭホールディングスの顧問弁護士たちと協力して情報漏洩防止に動いてくれた。

　あのおだやかさと巧みな説得力があるからこそ、重度の鬱うつ病びょうを患った母を療養させることができたし、会社の一大事で婚約を破棄された薫を立ち直らせることもできた。

　だからこそ、今回の計画も福田にしか話せなかった。

　史織を救うためには、これしかなかったから。

「しかし、アレですねぇ……」

　部屋に入った福田は、気まずそうな顔をしながら室内を見回す。

「式を挙げたばかりの新郎が、ひとり寂しくシングルルームで過ごすなんて……」

「仕方がないでしょう」

「別に、一緒にいるくらい、いいんじゃないんですか？　わざわざ別に部屋を取って隠れていなくたって」

「……生殺し状態が、時間にして半日以上続くんですけど？」

「社長は、半年くらい死んだようになっていた時期がありましたけど？」

「それとこれとは話がまったく違います」

　泰章がムキになりかかると、福田は悪気なく笑い声をあげる。彼の場合は本当に悪気がないから始末が悪い。少しでも本気で揶や揄ゆしてくれたら、もう少し怒りようもあるのに。

　相手を本気で怒らせない。怒るタイミングを与えない。それが、弁護士としての福田の強みでもあるのだが。

　泰章は諦めの息を吐き、肘かけ椅子を手で示す。

「夜分遅くにすみません。座ってください、コーヒーでも……」

　ルームサービスでも頼もうと受話器を取るが、すかさず福田に電話のフックを押さえられた。

「いえいえ、結構ですよ。私も話が終わったら早々に退散いたします。社長もお疲れになったでしょう。今夜はゆっくりお休みください」

　福田の言葉に一切の悪意はない。むしろ泰章を気遣ってくれている。しかし、こんな精神状態で、果たして今夜は眠れるのだろうかと思う。

「奥様のご様子はいかがです？」

「様子は……」

　福田の向かいに腰を下ろしながら泰章は史織を思いだす。部屋を出てくる前の彼女といえば……。

　ベッドの中で、ぼんやりと気だるげに身体を横たえ、まだ紅潮した頬は艶っぽくて、あんな顔を見てしまったらもう一度シーツの上で乱れさせたい欲望に駆られそうで……。これはマズイと、くちづけで自分をごまかした。

　色っぽい史織しか思い浮かばない。

「念のために言いますが、元気だった、とか、結婚式で疲れて元気がなかった、とか、聞きたいのはそういうことですからね」

「わかってます」

　わかっていなかった……。

　福田に心の中を見透かされているようで、泰章は不自然な咳払いをする。

「挙式で疲れたのでしょう。参列者も多かったし親族の目もあるし、無理もない」

「そうですね。奥様には酷な時間だったでしょう。結婚式という、女性にとっては一世一代の大イベントなのに。大イベントなのは、社長も同じでしょうけど」

「まあ、そうですね」

　微笑み合って祭壇に向かえたなら、どんなに幸せだったかと思う。こんな結婚式にしてしまったのは泰章ではあるが、彼自身だってつらかった。

「親族の様子は、どうでしたか？」

「あからさまに目をそらしている方や睨んでいる方もいらっしゃいましたが、式の最中も後も、特別おかしな行動に出る様子はなかったように思います」

「そうですか、よかった」

　式場には福田をはじめ顧問弁護士たち、複数の警備員を配置していた。

　もしも、親族が場に合わない行動に出たら、もしも、史織に危害が及ぶ可能性が発生したら、すぐに対応できるようにと考えてのこと。

　薫は参列を渋っていたが、母が療養先から出られないのに薫まで来ないとなると新郎側の示しがつかない。つまりは兄の顔に、烏丸家の当主の顔に泥を塗ることになる。

　薫はしきたりや礼儀を重んじる躾しつけのいい娘だ。婚約破棄の一件でどこか気持ちにひずみはできているが、以前のしっかりした彼女が戻れば、きっと史織と仲良くなってくれると思う。

　歳だって近い。大人っぽく見える妹だが、あれでも史織のひとつ年上なだけの二十二歳。現在大学四年生だ。

　現在の状況を、なんとか乗り切れば……。

「奥様は華奢でかわいらしい方ですし、雰囲気からも図々しさのようなものは感じません。実に感じのいい方だ。かえって、ご親族の中には、こんな娘さんが母親の不祥事の後始末をさせられるなんて、と、同情された方もいらっしゃったのではないでしょうか」

「だったら嬉しいのですが」

「なんにしろ、早く落ち着いていただけるに越したことはないでしょう。社長も……それを一番望まれているのでしょうし」

「それはそうです。それが目的でこんなことをしているのですから」

　失踪した父が見つかった時、彼は烏丸家と絶縁することで許された。社長としてそれなりに能力のある人ではあったが、プライドが高く支配的なところがある母と、婿養子という自分の立場に頭を悩ませる神経質な男でもあったのだ。

　泰章がすでに社長として父親以上の才を発揮していたことも、すんなりと絶縁を許された原因だった。

　しかし、失踪が原因でこうむった被害は甚大だ。母の件然り、薫の件然り。特に薫は、気持ちが収まらないのが本当のところだろう。

　誰かが声をあげた、相手の女に責任をとらせようという意見に、一番に賛成したのは薫だった。

　父とはすでに別れていて所在が知れない。捜すとなればまた時間も人件費もかかる。女の家族なら居場所を知っているのではという話になり、難なく調べはついたが……それが、ただひとり残されていたという娘、史織だったのである。

　泰章にとっては、まさに青天の霹へき靂れき。

　この一件にけりがつけば、正式に史織に結婚を前提とした交際を申し込もうと考えていた矢先の出来事だった。

　薫をはじめとする親族の怒りはヒートアップするばかり。本人が見つからないのなら娘に責任をとらせろという話にまでなった。

　もちろん、常識的に考えれば法的にも史織にそんな義務はない。しかし、怒りに取りつかれた人間たちはなにをするかわからない。

　どうする。たとえ一族を危機に陥れかねない原因を作った女の娘だとしても、泰章に史織を追い詰めることなどできない。

　彼女を守りたい。

　せめて、薫や親族の怒りが収まる時期まで、なんとか彼女を守る方法はないものか。

　ひとつだけあった。

　彼女を、妻にしてしまえばいい。

　仕事の都合もあるが、結婚を真剣に考えなくてはならない立場だというのは親族も知っている。早ければ早い方がいいという、切実な問題だ。

　仕事一辺倒で浮いた噂がない、鉄壁ガードの烏丸社長。そんな言葉でからかわれることも珍しくないのだから、仕事のために利用するという名目があれば、反対する者はいないだろう。

　仮にいても、仕事のためという絶対的な理由があれば、説き伏せることはできる。

　失踪相手である女の娘を、慰謝料の代わりに形だけの妻にして利用する。それが、烏丸家当主である泰章の決裁だった。

　泰章の妻にしてそばに置けば、彼女が苦しめられることはない。たとえ周囲から憎まれても、責めたてられることはない。

　時が経てば、薫や親族にも史織の本質が伝わるだろうし怒りだって収まってくる。しばらくは肩身の狭い思いをするかもしれないが、少しのあいだ、それに耐えてくれれば……。

「薫様やご親族を欺あざむくためとはいえ、社長もおつらいでしょう。奥様に、冷たく接しなくてはならないとなれば……」

「仕方がないのです。薫は変に勘がいいし、俺が優しく接すれば親族の怒りも収まらない。俺も、優しくしてしまえば……きっと、無関心を装うことはできなくなる。それでは困るのです。他の親族の目はごまかせても母がなにかに気付くかもしれない。私の目の届かないところで史織になにか仕掛けてくるかもしれない」

「心中、お察しいたします」

「ありがとうございます」

　泰章はゆっくり立ち上がると福田に頭を下げた。

「今、史織を気遣ってやれるのは、中立の立場に立たれている福田先生だけです。よろしくお願いいたします」

「頭を上げてください、社長。わかっておりますよ。そのつもりで、社長は私にこの計画をお話しくださった。烏丸家の当主のお力になることが私の役目ですから」

「ありがとうございます」

　誰でもいい。史織の味方になれる人間をそばに置きたかった。

　そんな人間はいるだろうかと考えた時、中立の立場をとっても周囲からあれこれ言われることのない福田が適任だと思いあたったのだ。

　味方になれる人間という意味では、史織の職場もそうだろう。店長もオーナーも、史織をかわいがってくれている。同僚とも仲がいいようだ。

　仕事を辞めなくてもいいと言ったのは、仕事に出ていい人間関係に触れていれば、史織の心が追いつめられることもないだろうと考えたからだった。

　ほどなくして福田が帰ると、泰章はルームサービスを頼んだ。

　さほど待たずに届けられたホットレモネードはマシュマロ付き。小さなガラスの器に盛られ、彩りのためなのかミントの葉が飾られている。

　ここで泰章は失敗をしてしまう。ミントに気を取られ、マシュマロを先に口へ入れてしまったのだ。

　甘くふわりとした食感。史織の肌を食んだ感触を思いだす。それも「マズイ」と思ったことのひとつだが、マシュマロを先に味わってしまったのもいただけない。

　思った通り、レモネードを口に含むと少し苦い。

「史織に、注意されていたのに」

　笑みが漏れる。カップを持ったままソファに深くもたれかかり、まだ客として店に通っていた頃、ルビーグレープフルーツを使ったデザートをお薦めしてくれた史織に想いを馳せた。

　酸味があるものと甘いものがある時は、酸味があるものを先に……と言われていた。

　あの時は、疲れているようだからと言って、泰章が苦手だと知っていても酸味のある柑橘類を勧めてくれた。

　彼女の販売員としての記憶力は素晴らしい。客とのやり取りを忘れない。常連の好み、苦手なもの、記念日など、驚くほど記憶している。

　会話のノリで言ったのかもしれないが、ヴァンドゥーズを目指していると聞いた。可能ならば、認定試験を勧めてあげたい。

　ふた口、三口と、レモネードを口に含む。

　今まで、いろいろな場所でレモネードを口にした。一流と言われるレストランや人気のカフェ、コンビニで売っているカップ飲料まで。

　しかし、あの日、すべてに疲れきって雨に濡れていた泰章に史織が差し出してくれたレモネード以上に、美味しいと感じるものには出会っていない。

　二年半前、年が明けて間もなく、前社長が失踪した。

　当時副社長だった泰章が代行で仕事を進めたものの、社長不在が原因不明のままでは業務に支障をきたす。

　いつ首を取ってやろうかと待ち構えるライバル企業もそうだが、大企業のスキャンダルを狙うケチな記者やら悪質な投資家たちの目をごまかすのもひと苦労。

　情報が漏れないよう、内部は必死だった。おまけに株主総会が目の前で、急遽、泰章が社長に就任する他なかった。

　いくら大企業でも、若い社長への風当たりは強く厳しい。大企業であるからこそ、未来に危機感を覚えて先手を打とうとする取引先も出てくる。

　神経をすり減らし、それこそ寝ないで仕事をした。仕事と疲労が同じスピードで溜まる中、母親が夢遊病から鬱病を重症化させ、薫は初恋の御曹司に婚約破棄されて塞ぎ込んでしまった。

　家も会社も、泰章の神経もボロボロだった……。

　半年近く経った頃。心が限界を迎えていた。

　突然契約の打ち切り決定を突きつけてきた取引先に出向き、なんとか繋いで戻り、駅を出た時、滝のような雨が降っていた。

　この雨に打たれたら、自分はそのまま地面に埋まって溶けてしまえるのではないだろうか……。

　一歩踏み出した足は、迎えに来ている秘書の車には向かわず、別方向へ引きずりながら進む。

　痛いほどの雨。その力が心地よく感じる。もっともっと、打ちのめしてくれていい。この身が崩れるくらい、いっそ崩してほしい……。

　身体が重かった。髪もスーツも、靴の中まで水が入って、川に飛び込んだと言っても不思議ではないくらいびしょ濡れだった。

　降りしきる雨しか視界に入らなかったのに、ふと、泰章と同じくらいびしょ濡れになったのぼり旗が見える。なにげなくそれに近づくと、そばにドアがあった。

　雰囲気に引き寄せられて、そのドアの中へ入る。鼻につく甘い香り。――パティスリーだと理解し、足は止まることなく進んでいく。

　壁に沿って工夫されたディスプレイ。見覚えのある商品たち。形や包装は違っても、なにであるかはわかる。

　クッキー、マドレーヌ、フィナンシェ、ダックワーズ、パルミエ、マロングラッセ……。

　なんの感情も湧かない。

　以前までは、チェーン店の商品や開発に心血を注いでいたのに。

　食べて幸せになってもらえるお菓子たち。見ているだけで楽しくなるもの。それを目指して、頑張っていたはずなのに……。

「いらっしゃいませ、お客様」

　――鼓膜を、そよ風が吹き抜けた。

「こちらをどうぞお使いください」

　……誰だ。

「こちらをどうぞお使いください。お顔や手が濡れたままでは落ち着きませんよね。髪も少しお拭きになった方がいいかと思います」

　淀みのない声。透き通った、純粋な……痛いくらい胸に沁みわたってくる、声。

「髪が濡れているとお顔に垂れてしまいますから」

　こんな澄んだ気配を感じるのは、どれくらいぶりだろう。

　無意識のうちに、ゆっくりと声の方へ身体を向けていた。

　タオルを差し出す手。邪気のない微笑みと、伝わってくる温かさ。

　ストンッと、高い場所から突き落とされたような衝撃とともに、身体に感じていた重いものが流されていく。

　――君は誰だ、何者だ。天使か……？

　彼女が、少し驚いた顔をした気がする。

　人間に向かって〝天使か〟などと感じてしまった自分の心を読まれたのかと、泰章はほのかな照れを覚える。その瞬間、感情が心に戻ってきた。

「ありがとう」

　タオルを受け取って礼を言う。彼女がホッとしてくれた気がして嬉しくなった。

　パティスリーの販売員なのだろう。若い女の子だ。こんなびしょ濡れで店に入ってきた迷惑な人間に、彼女は臆せず接してくれる。

　彼女と言葉を交わすのが心地いい。誰かと話すことが苦痛にならないのは久しぶりだ。

「はい、当店自慢のパティシエの力作が並んでおります。色とりどり、鮮やかでかわいくて美麗、見ているだけで楽しくなりますよ」

　張り切る声と笑顔は、泰章の身体を動かした。ショーケースに並ぶのは、見るのもいやになっていたはずの洋菓子たち。それなのに、彼女が言った通り、見ているとその鮮やかさに心が奪われていく。

　――そうだ……俺は、この仕事が好きだったんだ……。

　見ているだけで楽しくなるもの。食べて幸せになってもらえるお菓子たち。それを、目指していたのではなかったか。

　彼女は身体が冷えた泰章を気遣い、温かいレモネードをくれた。柑橘類の酸味は苦手なはずなのに、甘いと感じた。

　目の前で、にこりと微笑む彼女。

　――やっぱり君は、天使なのかもしれない。

　いつの間にか、体内をドロドロと流れていた淀みが浄化されている。視界に入った外の景色に雨の気配はなかった。

「……気持ちが落ち着いたら、雨がやむなんて。ここに来てよかった」

　本心だった。

　ここに来てよかった。

　彼女に会えて、よかった。

　――それが、史織だったのである。

　必ずまた来ると言って店を出たが、次に泰章が店に行けたのは、ひと月も後だった。

　何度も行きたいと思ったが、仕事の都合がつかず足を向けることができなかった。彼女はまだ店で働いているだろうか。一カ月前のお礼を言いたいが、泰章のことなどきっと忘れているだろう。

　そう思いながら、再度来店した時。

「いらっしゃいませ。お客様、来てくださったんですね。お待ちしていました」

　彼女は、覚えていた。

　嬉しそうな笑顔で、泰章を迎えてくれた。

　たとえそれが仕事であるからだとしても、嬉しかったし、心が弾んだ。

　お礼に紛れてすかさず名前を聞き、中山史織という名前を頭に焼きつけた。泰章も名乗りはしたが名刺は渡せない。大小の違いはあれど同じ業界だし、泰章のような肩書きを持った人物だと、驚いてよそよそしくなってしまう可能性がある。

　自然体の彼女に接したかった。作りものではない笑顔のままでいてほしかった。

　最初のうちは、やはり仕事の都合がつかず一カ月に一度程度しか店を訪れることはできなかった。

　我慢できない。しかし、史織に会いに行くためには、仕事に拘束されない時間を作らなくてはならない。それだから作った。滞っていた問題を片付け、先代の頃から続く面倒なしがらみをすべて切り捨てて。

　周囲がスッキリしてくると仕事もやりやすくなり、進みもよくなって、業績もまた上がってきた。

　半年は月に一度しか行けなかったものが、二週間に一度になり、十日に一度になり。そして、一週間に一度、史織に会えるようになった。

　その頃になると仕事も安定していたので、本当なら毎日でも顔を見に行きたかったのだ。しかしそれでは気持ち悪がられてしまう。

　来店する曜日を火曜に決めていたのは、月曜日に仕事を調節することで時間を作りやすかったから。gateau gateau は月曜日が定休日だったので、明日は店に行って彼女に会えると思えば仕事もはかどった。

　少しでも長く話がしたくて、彼女に関わっていたくて、毎回お薦めを聞いては悩んでいる素振りをして話を延ばした。

　申し訳ないとは思いつつ、彼女と話していると楽しくて嬉しくて仕方がなかったのだ。

　そうしているうちに父の行方が知れ、絶縁が決まった。

　この問題に、やっと終止符が打てる。ホッとしたし、気持ちも軽くなった。

　なにより史織にちゃんとした告白ができる。それを待ち望んでいたのに、自分たちを苦しめてきた人間の娘が史織だったという、最悪の事実が待っていた……。

　対象となる人間が見つかったことで、薫や親族の憤いきどおりは再燃し、その矛先は史織へ向いた。

　史織に説明した時は冗談半分だと思っただろうが、本当に刃物で襲いかかられても不思議ではないものがあったのだ。

　史織を守らなければ。守れるのは自分しかいない。

　決断は今しかなかった。こんな形でしたくはなかったが、彼女を守るためにはこれしかない。

「その娘と結婚する。利用するなら、ちょうどいい」

　それは、史織に恋い焦がれていた泰章としてではなく、烏丸家当主としての決断だった――。

「……史織」

　レモネードは、飲みきるまで苦味が口に残った。その後に口に入れたマシュマロが、泰章に甘い安らぎをくれる。

　いつも心に癒しをくれた史織を思いださずにはいられない。自分が決めたことなのに、こんな結婚にしなくてはならなかった現実が恨めしい。

　周囲を刺激しないためだ。せめてもう少し状態が落ち着くまで、泰章が、史織に優しく接することはできない。

「史織……」

　名前を呼ぶだけで気持ちが昂ぶる。全身が彼女を欲して疼うずく。

　こんなにも彼女に囚われているのに、今は、愛している気持ちを伝えられない。
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　高級ホテルのロイヤルスイートルーム。そんな部屋に宿泊できるなんて考えたこともない。

　だから、これは夢なのかもしれない。

　眠れないベッドの中で、史織はひと晩中ぼんやりとそんなことを考えていた。

　夢なら、眠れば覚める。それなら眠ろう。こんな夢は早く終わらせたい。

　目が覚めたら史織はいつもの１Ｋのアパートにいて、朝の身支度をして職場へ向かう。同僚たちが迎えてくれて、店長が「今日の子たちも美人ぞろいだ！」と嬉しそうにケーキを持ってきて、オーナーに「今日は火曜日だね～」と意味ありげに言われて、國吉に「高いケーキ薦めてよ～」と笑われて、由真に「史織さんって、どういう男がタイプなんですか？　火曜日に来る王子みたいなイケメンですか？」と答えにくい質問をされて……。

　お客様にいろんなケーキをお薦めして、かわいくラッピングした時には喜んでもらえて、「ありがとう」と言ってもらえる。

　そんな一日が、待っている……。

　はずだったのに。

　史織が目覚めたのは、高級ホテルのロイヤルスイートルーム、大きなベッドの中だった。

　そろりと起き上がり、広いベッドルームを見回す。カーテンの隙間から明るい光が室内に伸びている。朝陽とは違う気がして時間が気になった。

「……夢じゃなかったんだ」

　眠れなくて長いことうつらうつらとしていた記憶がよみがえってくる。眠れたのは、明け方だろうか。

　上がけが肌を滑り、自分が全裸であることを認識する。昨夜泰章に脱がされたドレスやインナーのビスチェなどが床に散乱しているのが目に入ると、急に恥ずかしくなって目をそらした。

　着替えの服が気になって再度床に目を向ける。泰章が着ていたテールコートはベッドのわきに寄せられている。彼が仕事に行くと言って着替えていたのは普通のスーツだった。

　まさか史織だけドレスを着て帰れというのでは……。アームソファの上に折りたたまれた服とブライズルームに置いていたはずの史織のショルダーバッグを見つけ、ホッと安堵した。

　洋服の上に史織のスマホがのせられている。バッグの中に入れていたはずなので、出したとすれば泰章だろう。

　ベッドから出てスマホを手に取るが、全裸なのが落ち着かなくてまたベッドにもぐり込む。

　誰もいないのだから気にすることもないのかもしれない。それでも、全裸でうろつくなんてアパートでひとり暮らしをしていた時だってしたことがない。

　思った通り、泰章からメッセージが入っていた。

【十四時には迎えが来る。それまでに用意して待っているように。夜は早めに帰るから、おとなしくしていろ】

　荷物の片付けでもして部屋から出るな、とも言われた覚えがある。彼はよほど史織を烏丸家でウロウロさせたくないらしい。

（その方がいいかな……）

　烏丸家には行ったことがない。大きなお屋敷らしいし、下手に動き回らない方がいいのだろう。

　屋敷には薫も住んでいる。あとは数人の家政婦が通ってきているらしい。

　泰章のメッセージをジーッと眺め、返信した方がいいだろうかと悩む。彼は要件を伝えただけだ。反応したら余計なことはするなと怒られないだろうか。

　しかし、既読スルーを気にする方だったら、反応しないと怒られるのではないか。

（わかりました、のメッセージスタンプだけ送るとか……）

　スタンプだけというのも、真面目な人は気に障るかもしれない。

　店に通ってくれていた頃の泰章のイメージなら、かわいいニャンコがＯＫのテロップを持って耳をピコピコさせているスタンプだけを送っても「かわいいね」と笑ってくれるような気はするが、あれは作りもので、今のクールな泰章が本当の彼なのだとしたら……。

（……無理……怒られる）

　やはり当たり障りなく、了解の返信はした方がいいだろう。

【わかりました。お仕事頑張ってください】

　このくらいなら怒られないだろう。ひとまず返事はしたことでホッと安堵すると、メッセージの着信音がして身体がビクッと跳ねた。

「え？　なに？」

　見ると、泰章からだ。あまりにも高速な返信に驚くものの【今起きたのか？】と質問されている。これは悩む必要なく返しても怒られないやつだ。

　一度深呼吸して、【はい】と返す。二文字だけなのに、彼と繋がっているのだと思うと妙に緊張した。

【昼だぞ】

「ええっ!?」

　スマホを両手で握りしめてガバッと起き上がる。上半身丸出しだが、それ以上の衝撃と恥ずかしさで気持ちがいかない。

　スマホに表示される時刻は正午過ぎ。おそらく泰章は昼食の時間だったのだろう。それだから反応が早かったのだ。

　昨夜から続けて今日も朝から仕事をしていた彼に、昼まで寝ていた自分を知られてしまった。

（やだ、恥ずかしいっ）

　そう思うと止まらない。史織は急いで言い訳をした。

【すみません。昨夜の余韻でぼんやりしてしまって、寝過ごしてしまいました】

　しかし、送信してからこれはまずいのではと気付く。

　これでは、なんだか昨夜抱かれた余韻でぼんやりしていた……という意味にとられる気がする。

「ち、違うんです……、いや、違わないかな……でも……」

　史織自身がぐるぐる考えてしまう。抱かれた余韻でぼんやりしたのも確かだが、この場合は結婚式の余韻で、と伝えるべきだった。

　今から訂正してもいいだろうか。しかし訂正など入れては余計に疑われる気がする。

　既読はついているが、それ以上泰章からなにも返ってこない。呆れたのだろうか、不快だったのだろうか。処女だった女が、なんてふしだらなことを言っているのかと怒ったのではないか。

「ど……どうしよう……」

　スマホの画面を見つめるが、この動揺が伝わるわけではない。彼のことだ、長々とやり取りするのは面倒だと思って終わらせたのかもしれない。きっとそうだ。そう思っておこう。

　今夜彼が帰宅してなにか言われたら、その時に言い訳をすればいい。

「そうだ、そうしようっ」

　史織は勢いをつけてベッドを跳び出す。ひとまずお風呂に入ろう。頭から水でもかぶらなければ、泰章を思いだして火照る身体を静められそうもなかった。

　……いきなり水は身体に悪いので、最初はぬるま湯にしようと考え直した。
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　ガタンッ、バァンッ……と、なにかが倒れた大きな音と、勢いよく床を叩くような音が社長室に響いた。

「……社長？」

　社長室の書類棚にファイルを戻していた若い第二秘書が、何事かと振り返る。昼も過ぎたというのにまだ昼食をとってくれない烏丸社長がいるはずのデスクに、社長の姿がない。

「社長!?」

　秘書は驚きのあまり持っていたファイルをバサバサッと派手に落とす。慌ててデスクへ駆け寄った。

「社長っ！　しゃちょぉぉっ!!」

　秘書としては、社長が神隠しにでも遭ったのかと焦ったに違いない。仕事命の社長が、仕事中に姿を消すなどありえないのだ。

「しゃちょぉ！　どちらへ行かれましたかぁ!?」

　顔面蒼白でデスクに両手をついた秘書は、身を乗り出した瞬間そのままの顔で固まる。重厚なエグゼクティブチェアが倒れ、烏丸社長が床に両膝をついてうずくまっているのだ。

「……大声を……出すな……。ここにいる……」

　苦しそうな声だ。秘書は焦りつつも慎重に声をかける。

「社長……どこか、お加減が悪いのですか……」

「……大丈夫だ……。ちょっと、意識が飛びそうになっただけだ……」

「意識が……。救急車を呼びますか!?」

「ちょっとだと言っている。そんな大袈裟なものじゃない」

「でも、そんな、意識が飛ぶなんて……、そうか、お腹がすいたんですね！　お昼も食べないで仕事ばかりしてるからですよ！　昨日は結婚式だったんですよね、今日はお疲れでしょう。そんな日に無理をしてはいけませんよ！　向かいのビルの日本食ダイニングで鰻重弁当でも仕入れてきますね！　社長は精つけとかなきゃ！」

　秘書は勢いよく社長室を飛び出していく。落としたファイルが放置されているので、戻ってくる前に第一秘書に見つかりでもしたら大目玉をくらうに違いない。

　仕事熱心で向上心のあるいい青年なのだが……。

「あいつ、なにか誤解してないか」

　昨日が結婚式だった社長が、意識が飛びそうになるほど疲れている。――初夜で張りきりすぎたとでも、思われているのだろうか。

（間違いなく思ってるな）

　頑張るどころか、抱き足りないくらいだというのに。

　泰章は片手に持ったままのスマホを眺める。史織とのやり取りを表示させると、彼女がくれたメッセージをジッと眺めた。

　朝メッセージを送ってから、既読もつかないのがずっと気になっていた。史織のスマホは洋服の上に置いてきたので、着替えようとすれば気付くはずなのに。

　もしや、初夜に置き去りにされるなんてあまりにもひどい仕打ちを悲しんで、メッセージがきたのは気付いていても無視をしているのではないか。

　やはり置き去りはやりすぎだっただろうか。しかし彼女のそばにいたら、きっとまた抱いてしまうだろうし、そうなれば官能の余韻で愛の言葉を囁いてしまう気がする。

　気になって、仕事中もずっとスマホをかたわらに置いていた。昼になって辛抱もできそうになくなった時、やっと史織から返信がきたのだ。

　こんな時間まで寝ているなんて、史織らしくない。休みの日は早くから起きて一週間分の掃除や洗濯をすると言っていた史織が。

【すみません。昨夜の余韻でぼんやりしてしまって、寝過ごしてしまいました】

「……かわいい」

　昨夜の余韻、とは。

　悶もん々もんと考えそうになった自分を、泰章は心の中で殴り飛ばして正気を取り戻す。ダメだ。これ以上史織のことを考えたら、どこまでも都合のいい妄想に浸ってしまう。

　すっくと立ち上がり、スマホをデスクに置いて襟を正す。秘書が戻ってきたら、さっきは悪かったと言っていつも通りの顔で笑みを作ろう。秘書も安心してくれるはずだ。

（よし、大丈夫だ）

　短く息を吐き、肩を何度か上下に揺らす。スマホを目に入れた瞬間、殴り飛ばしたはずの自分が史織の余韻に浸ろうと出てきそうになり、スマホをポケットにしまいながら再び理性で殴り倒した。

「俺は、まったく……」

　自分に呆れた声を発し、重い椅子を起こす。

「どれだけ、史織が好きなんだ」

　そんなこと、自問自答するまでもないのに。
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　今まで住んでいたアパートはもうない。帰る場所は烏丸邸しかない。

　わかってはいても不安でたまらなかった。

　行ったことも見たこともない家、薫とは顔を合わせたことがあっても、通いで何人かいるという家政婦には会ったことがない。

　やはり親族と同じように史織を冷たい目で見るのだろうか。烏丸家に行ったら、まずなんと言えばいいだろう。

　その前に、誰が迎えに来るのだろう。知らない親戚とかだったら、到着するまでずっと気まずい思いをすることになる。いっそひとりで電車に乗って帰りたい。

　時間が近づくにつれ、それを考えると胃が痛くなりそうだった。

　しかし、史織を迎えに来てくれた人物を見た瞬間、肩がふっと軽くなった。

「奥様の荷物は社長とおふたりで使うお部屋に運ばれています。クローゼットも書棚も、充分に余裕があるらしいので『好きに使え』と、社長からの伝言ですよ」

　おだやかでしっかりとした声を聞いていると安心する。史織を迎えに来たのは弁護士の福田だったのである。

　ホテルを出て、福田が運転する車で烏丸邸へ向かう。ひとまず迎えの対応という第一段階はクリアである。

「社長にも言われていると思いますが、お屋敷に到着しましたら、お部屋で社長をお待ちになってください。お屋敷内を見て回りたい気持ちもあるかもしれませんが、しばらくは不用意に部屋の外には出ない方がいいので」

「それはなぜでしょうか？　あの……やっぱり……、わたしに家の中をウロウロされたくないってことですか？」

「いえいえ、そういうことではないんですよ」

　悲観的に聞こえたのかもしれない。福田は慌てて声を大きくする。後部座席からルームミラーを見ると、福田の目は笑っている。

「しばらくのあいだ、ご親族の方が在宅時間を見計らって訪ねてくる可能性があります。ご親族が本家を訪ねる場合は社長にご連絡を入れて許可が出てから、ということにはなっておりますが、近くまで来たから奥様のご機嫌伺いに、という名目でいらっしゃる可能性もあります。そんな時にお屋敷内をウロウロしていて鉢合わせでもしたら、いやでも相手をしなくてはなりませんよ？」

「わたし……仕事に出てもいいと言われているので、一日中いるわけではないし。帰宅も夜ですから、その頃には泰章さんも帰ってくるでしょうし、ウロウロさせてはもらえないと思います」

「社長が帰ってきていれば心配はありませんが、社長は仕事で遅くなることもありますし、奥様とはお休みが合いません」

「あ……」

「ちょっと窮屈かもしれませんが、しばらくはそうした方がいいと思います。社長のそばにいる時は、不快な思いをすることもないでしょうから」

「はい、ありがとうございます……」

　これは素直に従った方がいい。それにしたって、本来史織は恨むべき人間の娘なのに、随分と気を遣った助言をしてくれる。

　きっと、しばらくは単独で親族に会わせない方がいいというのを泰章に提案してくれたのは、福田なのだろう。

　それだから泰章も、ウロウロしないで部屋でおとなしく待っていろと言ったのだ。

　顔を見たらなにをされるかわからないから、と心配されるほど恨まれているというのも切ないが、母がしたことが関係して烏丸家が窮地に陥ったと考えれば仕方がない。

「それと、通いの家政婦や出入りの業者もいますが、それらの人たちは奥様の詳しい事情は知りませんので」

「そうなんですか？」

「先代が失踪した件は、徹底して情報が守られました。たとえ家政婦や出入りの人間であろうと、それを知られないよう事が運ばれたのです」

　社員や他社に知られないようにならまだしも、家族に近い場所にいる家政婦にまで秘密にするとなれば、かなり大変だ。

　家族の均衡が崩れた烏丸家。母親の病気を、失踪関係を伏せたまま別件として処理したのなら、泰章の気苦労は膨大なものだったのではないか。

「泰章さんは……本当に大変な目に遭われていたんですね……」

　ポツリと言葉が出る。福田は、なにも言わなかった。




　都心から少し離れた緑豊かな高級住宅街の一角に、烏丸家の屋敷が建っている。

　終わりが見えないほど続く塀に囲まれた広大な敷地。そこに建てられた二階建ての洋館は母屋の他に別館がある。

　秋とはいえ前庭の芝庭は緑が鮮やかだ。石段で囲まれた噴水は噴水口が芸術品のような円形で、細かな隙間から水があふれ出ている。

　泰章が「屋敷」と口にするのをなにげなく聞いていたが、これは本当にお屋敷という言葉がピッタリだ。

「お待ちしておりました。まあまあ、なんてかわいらしい奥様なんでしょう」

　玄関前で車を降りると、三十代から五十代ほどの女性が六人、そして男性が三人、広い玄関ポーチの前に出てきていた。

　女性はみんな同じ白いエプロンをつけている。おそらく通いの家政婦たちだろう。男性はノーネクタイのスーツ姿だったりポロシャツに作業ズボンだったり、一貫性がない。

　声を発したのは、おそらくこの中では最年長と思われる女性で、元気で明るい雰囲気はどこか純子を思いだす。

　そのせいか、史織は自然と嬉しそうな笑顔を浮かべた。

「今日からお世話になります」

「お世話になっているのはわたくしどもの方ですよ。今日は奥様が帰っていらっしゃるということで、お休みの者から庭師まで、皆でお待ちしておりました」

　紹介を合図にしたかのように、他の八人も背筋を伸ばし全員で頭を下げた。

「よろしくお願いいたします、奥様」

「わ、わたしの方こそ、よろしくお願いいたします……！」

　史織も急いで頭を下げる。福田に呼ばれていた時はそんなに感じなかったのに、烏丸家に従事している立場の人たちに「奥様」と呼ばれると、妙にくすぐったくて照れくさい。

　頭を上げると、福田が史織を迎えたみんなをひとりひとり紹介する。みんなが笑顔で接してくれるので、史織は感動で胸が詰まった。

　ここに来るまで不安だった。家政婦をはじめ烏丸家に出入りしている人たちにも冷たい目を向けられるのではないかと、重い気持ちにもなっていたというのに。

　烏丸家での生活に不安を感じていたが、これなら、なんとかやっていけるような気がする。

「にぎやかね。どうしたの？」

　大きな声ではないのに、それは耳に針を刺したかのように鼓膜に突き刺さる。誰よりも早く顔を向けた史織の目に入ったのは、ドアを開けて出てこようとしている薫の姿だった。

「あっ、薫お嬢さん、奥様が今到着して……」

「道を開けてくれる？　叔母様たちがお帰りなの」

　話しかけられた声を無視するように、薫は顔をそらしてドアを開けながら外へ出る。年配の女性がふたり、続けて出てきた。

　ふたりとも背格好が似ている。姉妹なのかもしれない。ひとりは髪をうしろで綺麗にまとめ上げ、もうひとりは対照的に短いエアリーボブだ。少々若者向けのレイヤーが入っていて、年代はまったく違うが由真の髪型に似ている。

「あら、あなたもしかして……」

「泰章さんのお嫁さんじゃない？」

　ふたりはすぐさま史織に気付き、近づいてくる。玄関前のアプローチには低い階段が三段ほどあるのだが、ふたりはそこを下りないまま史織を見くだした。

「やっぱりそうだわ。お式の時と雰囲気が違うから別人かと思っちゃった」

「わたくしも、あまりにも素朴だから新しい使用人かと思ったわ」

　ふたりは顔を見合わせてコロコロと笑う。薫が『叔母様たち』と言っていたし、挙式に参列した親族なのだろう。事前の顔合わせや紹介などは一切なかったので、史織にはわからない。

　それでも、親族ならば挨拶くらいはしておかなくては。史織は口を開きかけるが、先に話しかけられてしまった。

「ところで、これからお時間は？　お式ではまったくお話ができませんでしたものね。いろいろお話がしたいわ」

「そうよね、いろいろと、あなたの方のお話も聞きたいわ。たとえば、娘の結婚式にいらっしゃらなかった〝お母様〟の話とか」

　出そうとした言葉は出ないまま、呼吸ごと止まった。親族と言葉を交わせば母の件に触れられるという予想はついていたものの、実際その場面になると狼ろう狽ばいしてしまう。

「いいでしょう？　どうせお暇よね」

「せっかく結婚したのに、新婚旅行もナシなんて。泰章さんもひどいわねぇ。いくら仕事の方が大切だからって」

「せっかくですが奥様方」

　言葉が出なかった史織に変わって声を発してくれたのは、福田だった。

「本日、奥様はお屋敷に到着いたしましたら荷物の後片付けをするか身体を休めることに徹し、お部屋からは出ないようにと社長から言われております。また、奥様をお誘いの際は社長の許可をいただいてください。理由はおわかりかと思います」

　理由はいやというほどわかるだろう。ワケアリの結婚であることは親族なら百も承知だ。

　おまけにそれを烏丸家当主の専属弁護士に言われたのでは、無理に押し切って史織に話し相手をさせることなどできない。

　ふたりは一瞬鼻にしわを寄せるが、すぐに表情を戻しゆっくりと階段を下りる。

「先生に言われては、無理強いはできませんわね」

「次の機会にしましょう。あの子にはいろいろと教えてあげたいし」

「そうよね、烏丸家のしきたりとか、礼儀とか」

「よそ様の夫に手を出すものではないというのは、一番に教えてあげなくてはね」

「そうね、知らないかもしれないし」

　ふたりはコロコロ笑いながら歩いていく。ふたりだけの会話であるかのように話すが、もちろんみんなに聞こえている。

「奥様、お部屋へご案内いたします。お疲れになったでしょう？　すぐにお飲み物でもお持ちいたしますね」

　固まった史織に声をかけてくれたのは、先頭に立って迎えてくれた家政婦の光みつ恵えだった。少々気まずくなっていた空気が動きだす。他の家政婦たちも次々と声をかけてくれた。

「お荷物はお部屋に運んであります。いつでもお手伝いいたしますのでお声がけください」

「お飲み物はなにがお好きですか？　なんでもおっしゃってください」

　屋敷の中へうながされながら聞かれ、パッと思いついたものが口から出かかるものの、あまりスタンダードではないかと言葉を呑み込む。しかし質問には続きがあった。

「旦那様は、お疲れになった時などホットレモネードをご希望されますよ。もしかして奥様もお好きですか？」

「ホットレモネード……ですか？」

「はい。果物の酸味はあまりお好きではないと思っておりましたが、二年前くらいから、時々飲まれます」

　心が揺れる。史織が渡したホットレモネードを飲んで安堵した顔を見せてくれた泰章を思いだして、胸の奥がきゅうっと締めつけられた。

「……わたしも……レモネード、いいですか？」

「もちろんですよ。ご遠慮なさらないでくださいね」

　玄関ホールから広い階段で二階へ上がると、部屋までは福田が案内してくれる。いつの間にか薫がいなくなっていたのが気になる。挨拶はしなくていいのだろうか。

「福田さん、薫さんにご挨拶をした方が……」

「いいんです。特に奥様から話しかけないようにとも言われておりますから」

「ですが、これから一緒に住むなら……」

「奥様」

　福田が立ち止まる。まだ絵画が飾られた廊下が続いていて部屋の前ではないようだが、史織も合わせて足を止めた。

「先ほどのご親族の方を見ていてもおわかりになるとは思います。ここでは、社長の指示がない限りご自分の判断で行動に出るのは控えた方が賢明です」

「挨拶だけでもですか？」

「はい。むしろ、薫さんのお気持ちを考えてくださるのなら、しばらくはそうされた方が……」

「わかりました」

　史織が素直に返事をすると、福田は一瞬気の毒げに視線を下げるものの、それ以上はなにも言わず部屋へ向かって歩きだした。

　当主である兄が決めたことだから、薫は従わざるをえない。本当なら一緒に住むのもいやなはずだ。

　薫が婚約を破棄される原因を作った女の娘。たとえ当人ではなくても憎むに値する。

　兄に多大な重圧を背負わせたことに対しても随分と憤っていた。兄妹のやり取りを見ていた時は泰章が随分と薫を抑え込んでいるように感じたが、もともとは仲のいい兄妹に違いない。

　夫婦で使用する部屋というのは、とても広い部屋だった。ふたりで使うにはもったいないくらい大きなコーナーソファがあり、壁にはめ込まれたテレビなどもあって、まるで豪華なマンションの一室のよう。

　壁を大きく切り取った先の続き部屋はベッドルームになっている。壁一面にクローゼットがあり、ふたりで使う部屋にこんな大きなクローゼットは必要なのか心配になる。

　史織が部屋に入ると、そこで福田の役目は終わり。すぐに光恵がホットレモネードを持ってきてくれて、用があれば内線で呼ぶよう言われた。

「今日は旦那様も早くお戻りになられるらしいので。それまでごゆっくりされてください」

「ありがとうございます」

　結婚した理由を知らないだけに騙しているようで心が痛む。それでも歓迎してくれる気持ちが嬉しくて、ひと時でもそんな気持ちに触れたことで癒された気がする。

　ベッドルームやメインルームを散策するように歩き回り、史織は泰章が帰ってくるまで少ない荷物を片付けて過ごした。

「なんだ、すっかり片付いたな」

　早く戻るとは聞いていたが、十七時になるかならないかのうちに泰章が帰ってきて、史織は少し驚いた。

「はい、わたしの荷物といっても、ほとんどなかったので……」

　出迎えくらいはしたかったのに、泰章は帰宅してさっさと部屋へ上がってきたらしい。「旦那様がお帰りになりましたよ」と光恵から連絡がきて、内線電話を置くか置かないかのうちに部屋のドアが開いたのだ。

「あの、お出迎えもしないで、すみません」

　室内をキョロキョロ見回す泰章のうしろで声をかけると、彼はベッドルームへ足を進めた。

「そんなものどうでもいい。君が出迎えに出てくるより、俺が部屋まで来る方が早い。逃げ出そうとしてるんじゃないかと思って急いで駆け上がってきたから、そんなに早く奥さんに会いたいのかと思ってもらえただろうし」

　虚をつかれ、ほわっと頬が温かくなった。もちろん彼がそんなつもりで駆け上がってきたのではないだろうことはわかるが、そうだったらどんなに嬉しいか。

「使用人たちには『仲がいいんだな』と思われておいても損じゃない。それより、本当に収納は足りたのか？　入らなくてそのへんに置きっぱなしとか……」

「そんなことはないです。むしろ収納スペースがありすぎて、あっという間に終わりました」

　泰章がクローゼットを開け、……開けたまま動きが止まる。彼の後を追って歩いていた史織はちょうどベッドルームの出入口で止まってしまった。

　入れかたが雑だっただろうか。ただでさえ少ない荷物、雑に見えるほど衣類も入ってはいないのだが……。

　パタンとクローゼットを閉め、泰章は腕を組んで考え込んだ。

「……すぐに馴染みの外商を呼ぼう。君の服をそろえないと」

「外商って……、そんな、いいです、大丈夫ですよ、服なら足りてますからっ」

「俺に恥をかかせるつもりか」

　振り返った泰章が近づいてきて史織の目の前で止まる。

「これから、俺の妻として人の目に触れることも多くなる。それなのに、ショッピングモールのセールで買いましたと言わんばかりの格好をさせておけると思うのか。だいたいこれではコーディネートがすぐに尽きる」

　ショッピングモールのセール、という部分が大当たりだ。おどけて笑ってくれるなら「大当たり～」と拍手をしたい。

　しかし言われてみればそうだ。史織がきちんとした身なりで人前に出なければ泰章が笑われることになる。

「すみません、考えなしでした。わたし、明日にでも仕事が終わったら買い物に行ってきます」

「これから外商を呼ぶと言っているだろう。君の服は俺が選ぶ。自分で選ばせたら、ショッピングセンターがセレクトショップに変わるだけだ」

　……さもありなん……。よくおわかりでと笑ってごまかしたいところだが、泰章がスマホを手にしたので史織は慌てて口を出した。

「あ、あの、それでしたら、ＡＴＭでお金をおろしてくるのでちょっと待っててください。あっ、近所にコンビニとかありますか？」

「ＡＴＭ？」

「はい、あの……今、手持ちがあまり……」

「妻の服くらい俺が買う」

「でも、申し訳ないですし……」

「埒らちが明かない。……ああ、烏丸だ」

「あの……」

　史織の意見は一切通らないまま、泰章は通話をしはじめてしまった。ものの一分で終わり、スマホを持ったままニヤリと口角を上げる。

「結婚したばかりの妻にたくさん買ってやりたいって言ったから、大喜びで用意してすっ飛んでくるぞ」

「そ、そうですか。すみません……」

　申し訳ない気持ちが大きすぎて、どういう顔をしたらいいものか。泰章が選んでくれるというのは素直に嬉しいのだが、本当にいいのだろうかという気持ちもある。

（でも、外商が家まで来てくれるなんて、すごいな……）

　ここは素直に、夫に従うべきなのだろう。だいたい、今までの史織の生活レベルとはまったく違うのだ。

「ありがとうございます。……あの、図々しいかもしれませんけど……泰章さんが選んでくれるって、すごく嬉しいです」

　照れくさくて言葉がたどたどしくなってしまう。史織本人には任せられないというのが理由だが、それでも、彼が気にかけてくれるのが嬉しかった。

　するといきなり泰章の手が顔の横の壁をバンッと叩き、身体が震える。

「……あのなぁ」

　顔を伏せた彼が、壁にひたいをつける。手は史織の顔の横についたままなので、壁に押しつけられながら身体が密着した。

「そういう……ことを言うな」

「す、すみませんっ」

　不快だっただろうか。妻の服くらい夫が買うものだと思っている人にこんなことを言っては、しつこいと呆れられたのかもしれない。

　彼の胸に顔をつけてしまいそうになって横を向くが、それでもスーツ越しに硬い胸板を感じてドキドキする。

　一八〇センチ以上はある背が高い人なので、こうしていると包み込まれているみたいだ。

「……泰章さんの匂いがする」

　うっとりとするあまり、つい口走ってしまった。自分の呟きが恥ずかしくなった時、パッと彼が離れた。

「今日はそんなに外出しなかったんだが、汗臭いか？」

「ち、違います、そういう意味ではっ……！」

「新婚の妻に汗臭いといやな顔をされるのも考えものだ。着替えよう」

「すみません、違うんです、違うんですっ。泰章さんのスーツのいい匂いがするなって思って！」

　必死になる史織を歯し牙がにもかけず、泰章はスーツの上着を脱ぎ、着替えをするべく自分の服が入ったクローゼットを開ける。

「史織は、俺のスーツの匂いが好きなのか？」

「は、はい……好きです……」

　だんだん声が小さくなっていく。プシューッと音をさせて蒸発してしまいそうなほど顔が熱い。

　本当は泰章から漂うなんともいえない上品な男らしい香りが好きなのだが、そんなことを言ったらわけがわからないと気持ち悪がられてしまいそうで、スーツの香りにかこつける。

　ウエストコートを脱いだ泰章は、それを史織の方に差し出した。

「それなら、スーツをかけてくれるか」

「あ、はいっ」

　慌てて泰章に駆け寄りウエストコートを受け取る。脱いだばかりのせいか彼の体温がまだ残っていて、鼓動が速くなってきた。

「いつもは光恵さんにやってもらうが、今日からは君がスーツの手入れをしてくれ。やりかたがわからなければ光恵さんに聞くといい」

「はい、わかりました」

　自然と明るい笑顔が浮かぶ。泰章のためにできることがあるのが嬉しい。思わず「ふふっ」と笑って両手で持っていたウエストコートに頬擦りをしてしまった。

（って、なにやってるのっ、わたしっ）

　ちょっと調子にのりすぎた。泰章を見ると彼はジッと史織を凝視している。

（やっぱりおかしな女だと思われてるんじゃ……）

　史織はベッドの上に放られていたスーツの上着を掴み、メインルームへ走った。

「ちゃんとしたお手入れの仕方、聞いておきます」

　内線電話を取りながらチラッと泰章を盗み見る。壁が邪魔してはっきりとは見えなかったが、肩を震わせて笑っている……ように見えた。




　――その後、夕食が終わるのを見計らったように百貨店の外商の人間が五人もやってきた。

　正確には、ひとりは外商の責任者なのだろう。何度も泰章に頭を下げながら話をし、ふたりの女性は泰章や史織に商品を説明し、残りの男性ふたりは車と部屋を何度も行き来しては持ち込んだ商品の箱を運び、品物を出しては広げ、泰章が首を横に振れば片付け、の繰り返し。

　いったいどのくらいの品物を用意してきたのか、インナーからトップスやスカート、ワンピース、カーディガン、ショール、コートまで。目が回るほどの品ぞろえだ。

　ほくほく顔の外商が帰った時は、史織の方が疲れきっていた。

　部屋に付属したバスルームで入浴を終えてひと息つくと、二十二時を回っている。ベッドの端に座り、クローゼットの扉を見つめる。

　あそこには、泰章に認められた洋服たちがずらっと入れられている。彼が頷いた端から外商がハンガーにかけていた。

（見るのが怖い。きっとわたしの服とは思えない物がたくさん入ってる……）

　とはいえ、別に派手派手しいというわけではない。史織も一緒に見ていたが、かわいいな、素敵だな、と思ったものには必ず泰章も頷いていたので、史織に似合うと思って選んでくれているのだと思うと胸がきゅんっとする。

　泰章が史織のことを考えて選んでくれた洋服。

　きっと身に着けるだけでドキドキする。

（似合うとか……言ってくれるかな……。無理に決まってるか）

　希望を持ちつつもダメ出しをして自己解決。

　部屋のドアが開く音がして顔を上げると、メインルームから泰章が顔を出した。

「史織、出たのか？」

「はい、泰章さんもお風呂どう……ぞ……」

　言葉が途中で途切れる。グラスをふたつ持ってベッドルームに入ってきた泰章は、史織と同じくパジャマ姿だ。髪が濡れたままで、首からかけたタオルにしたたっている。

「泰章さん、お風呂は……」

「一階で入ってきた」

「あ、一階にもあるんですね。それもそうか」

「部屋の風呂より大きい。今度一緒に入るか」

「えっ！　い、一緒っ、ですかっ!?」

「なんだ」

「ぁ……ぃいえ、はい」

　どう反応したらいいかわからない。夫婦なのだから、一緒に入浴したっていいのだろうし、いやだという理由もないのだが。

　わかっていても、恥ずかしい。

「ほら」

　泰章が持っていたグラスの片方を差し出す。受け取るとひんやり冷たい感触とともに爽やかな香りがした。

「レモネード、ですか？」

「疲れた時は、酸味のあるものがうまいんだろう？」

　グラスを両手で持ち、史織は目を大きくして泰章を見る。彼は、初めて出会った日のことを覚えてくれているのだろうか。

　そのまま見ていたら泣いてしまいそうで、史織はグラスに視線を落とす。

「嬉しいです……。あの……泰章さんも、時々お飲みになるって聞きました」

「ああ」

　生返事をして史織の横に腰を下ろし、泰章は自分のグラスに口をつける。合わせて史織も口をつけると、爽やかな風味と芳香が体内に広がった。

「……史織が作ってくれたのは、うまかったな」

　ポツリと泰章が呟き、史織の手が止まる。唇が震えたが、史織は言い違えないよう慎重に言葉を出した。

「また作っていいですか……？」

　口に出した瞬間、冷や汗が吹き出そうになる。しかし、彼が「頼む」と呟いてくれたおかげで、冷や汗の代わりに涙が出そうだった。

「ありがとうございます。わたしでもなにかできると思うと、嬉しいです」

　夫婦になったせいなのか、夫婦として身体を重ねたおかげなのか、泰章の雰囲気が結婚前より柔らかくなっている気がする。

　彼の正体を知らなかった頃ほどではないにしろ、母のことで追い詰められた時よりは緊張しない。

（なんか……ちょっと嬉しいな）

　烏丸邸に到着した時から親族に会ったことで気持ちがこり固まったが、今こんなに寛くつろげているのは泰章や使用人たちのおかげではないだろうか。

　グラスを口につけていると「ふふっ」と笑みが漏れる。そのグラスを泰章に取られ、なにかと彼に顔を向けるのと同時に、唇を奪われた。

　驚いた眼が大きくなるものの、すぐにまぶたがそれを隠す。グラスをサイドテーブルに置いた気配がした直後、両腕を掴まれゆっくりと押し倒された。

　くちづけがだんだんと深くなり、息苦しいほどに吸いつかれる。彼の舌戯についていくのに必死になっているうちにパジャマをすべて脱がされ、すぐにショーツに手がかかった。

「あのっ、それ……」

　顔の向きを変える時にできる唇のあわいから戸惑いを漏らし、惑う手つきでショーツの横に指を引っかけ上に引く。

「なんだ？　恥ずかしいのか？」

「はい、少し……」

「もう処女じゃないのに？」

「それでもっ、まだ……」

　勢いがついた声は、すぐにおとなしくなる。いくらハジメテではなくたってまだ一度しか抱かれたことはない。すぐに恥ずかしくなくなるはずもない。

「それもそうだな」

　彼の手がショーツから離れたので、いきなりは諦めたのかと史織も指を離す。まだ目の前にある怜れい悧りな双眸に狡猾さが宿り、ドキリとした瞬間、スルッと小さな布を奪われた。

「や、泰章さ……」

「心配するな。恥ずかしいなら、恥ずかしいなんて考えられなくすればいいだけだ」

　なにを言われているのかわからないまま、両脚を大きく開かれる。恥ずかしい部分に厚ぼったいものが撫でつけられた時、羞恥のゲージが振り切れそうなほど上がった。

「やっ……！」

　自分の身体なのに見たことも触れたこともない秘めやかな場所。そこを見られ尚且つ唇をつけられるなんて。

「ダメっ……、泰章さっ……、恥ずかし……」

　舌が動いているだけではなく、考えるのも躊躇してしまうような水音まで聞こえてくる。まるで犬や猫が水を飲むような音なのに、どこから発生しているかを考えようとすると思考が逃げる。

　水音とともにジワジワと襲いかかる愉ゆ悦えつ。むず痒く甘美で、史織は下半身を前後左右に動かした。

　逃げてしまいたいけれど逃げたくない。おへその裏にずくずくと刺激が走ってくるような感覚をどうにかしたいけれど、このままでいたい気もする。

「やすあ……ハァ……」

　だんだん吐息が熱くなっていくのがわかる。このままではなにも考えられなくなりそうで怖い。

　いつ終わるのかもわからないその行為にストップをかけるべく、史織は両手を伸ばす。泰章の頭を押すつもりが、髪を握ったところで止めてしまった。

「ひぁっ……！」

　今までとは違う強い刺激が走って、大きく腰が震えたからだ。

　これはなんだろう、痛いような、痺れるような、

　大きく開かれた両脚が引き攣って小刻みに震える。その中央から、泰章の妖しい視線が覗いた。

　やめてと言いたい。でも言えない。うめくことしかできなくて、そこから発生する強い熱が身体を突き上がってくる。

　これは、昨日も経験した気がする。彼とひとつになって全身の感覚がおかしくなった時に、急に襲った浮遊感――。

　思いだした時には遅かった。上半身が引き攣って背中が弧を描く。大きく開いた口から喉を絞ったうめきが糸を引き……。

　引き攣った糸が切れたかのよう、浮いた身体がシーツに落ちる。

　熱が頭の中に溜まってぼんやりする。確か昨日は、こんな感覚が襲った後に意識が朦朧として眠ってしまったのだ。

　髪を掴んでいた手が離れると、泰章は身体を上げてパジャマを脱ぎはじめる。そのあいだも男性の色気を感じさせる眼差しが注がれ続け、恥ずかしくて身体をよじって隠してしまいたいのに脱力しているせいでできない。

「昨夜は、あまりゆっくり見ている余裕もなかったが……。今夜は、たっぷり〝妻〟を眺められそうだ」

　口元を拭う指をペロッと舐める彼の表情に、ゾクゾクッと電気が走るような感覚がした。

　劣情の標的にされているというのに、そこに恐怖はなく腰の奥から湧き上がってくる疼きが史織に泰章を求めさせた。

　胸のふくらみを解きほぐす彼の手は大きくて力強く、じっくりと彼の指や唇で行為を教えられるそこは、昨夜よりも熱を持ってピンク色に染まった。

　昨夜も初めての感覚に戸惑いながらついて行けたような気がしていたが、今夜はまったく違う。改めて、本物の夫婦としての行為を教えられ、覚えろと言われているような気がする。

　どれもこれも昨夜とは違う種類の愉悦ばかりが襲ってくる。身体の中心から湧き出る潤いはとめどなくて、自分ではコントロールできない。

　時間をかけて与えられる甘い刺激に容赦はなく、重なり繋がった肌の感触が強烈に史織を痺れさせた。

　恥ずかしい部分を攻められた時に感じた浮遊感が軽く身体を覆い、ビクビクッと腰が痙攣する。そのせいで脚の付け根に力が入ってしまい、泰章が一瞬片方の頬をゆがめて小さくうめく。

「史織」

「は、はい……」

「君は、性格も素直だが、身体も随分と素直だな」

「えっ、あ、それは……」

　言われた意味がわかるような、わからないような。多分そういう意味なのだろうというのは見当がつくのだが、恥ずかしくて肯定できない。

「いいことだ。その方がいい」

　それでも、泰章がいいと言ってくれる。それなら、考えた通りの意味だと思ってもいい気がした。

　彼は施す行為のすべてが気持ちよくて、全身が昂ぶらずにはいられない。

　引き出される官能を、我慢なんかできない……。

　正面から抱き合っても、背後から抱きしめられても、彼の肌を感じられるのが嬉しい。繋がっていることに幸せを感じ、体温が上がるにしたがってもうそれ以外考えられなくなってくる。

　四つん這いになって揺れていた身体は、だんだんと蕩とろかされてシーツに溶けていく。お酒に酔った時のように頭がぼんやりとして、深い奈落に堕ちていく。

「やす……あきさ……」

　体内の熱が爆ぜ、ふわふわと火照った感覚が、史織の意識を奪った。




＊＊＊＊＊




　――やってしまった……。

　裸の史織を片腕に抱いて、泰章はひとり眉間にしわを寄せた。

　本当ならば昨夜よりは深く史織を愛せた満足感に浸るべきなのだが、泰章には浸りきれない理由がある。

（ダメだ……本当にダメだ……）

　史織に冷たくできない自分がいる。今日だって、福田と話していて彼女に情を見せないようにしなくてはと改めて感じたはずなのに。

　気が付けば、馬鹿みたいに早く仕事を終わらせて帰ってきてしまった。第二秘書が『鰻重のおかげですね』とご満悦だったのは言うまでもない。

　屋敷に到着してからも、ここに史織がいるのだと思うといても立ってもいられなかった。

　眠る史織の顔を眺め、泰章は切なさに胸が疼くのを感じる。

　ベッドの中で彼女を抱いて眠れるなんて、なんて幸せなのだろう。昨夜は耐えきれずにすぐベッドを出てしまった。

「かわいかったな、史織」

　泰章のウエストコートを握って嬉しそうだった彼女。『……泰章さんの匂いがする』なんて言われて平常心など保てるものか。

　洋服のことだってそうだ。泰章に選んでもらえて嬉しいと、泰章の方が嬉しくなることを言ってくれた。

　あれで冷たく突き放せる方がすごい。

　泰章の脳裏には、帰ってきてから見た史織の戸惑った顔や照れた顔、あたふたする様子などが次々によみがえってくる。

　しかし、幸せに浸りそうになった自分を、泰章は全力で殴り飛ばす。

（ダメだ、こんなことをしていたら毎日史織を抱いてしまう）

　自分でも危機感を理解できている。このまま何回も抱いていれば、そのうちぽろっと愛の言葉を囁いてしまうだろう。

　今だって全力でこらえているのに。

（寝室は……別にしよう……）

　史織の温もりに気持ちを溶かされつつも、泰章は泣く泣く決心をした。










第四章　両片想いが終わる時




　――結婚から、二週間が経った。

　特に大きな状況の変化はない。とはいえ平穏な毎日、というわけでもなく。

　夫婦の部屋がありはするが、泰章は仕事と言っては書斎にこもっていることの方が多くなっていた。

　忙しいらしくそのまま書斎で寝てしまうので、烏丸家に来た日以来同じベッドで眠ってはいない。

　食事の時に言葉を交わせたらいい方で、彼の帰宅が遅ければ朝食の時にしか顔を見られないこともある。

　顔を合わせないといえば薫もそうだ。大人っぽく見えていたがまだ大学四年生だという。夕食の時間に顔を合わせることもあるが、言葉は交わさない。

　史織としては話しかけたい気持ちもある。一緒に住んでいるのだから挨拶くらいはしたい。

　けれど、福田には史織から話しかけないようにと言われている。『薫さんのお気持ちを考えてくださるのなら』とまで言われてしまっては、それでも話しかけたいとは言えない。

　失踪事件による会社の緊急事態のせいで、薫は婚約を破棄されてしまったのだという。元凶の娘である史織と関わりたくないのは当然だ。

　それがわかっているのに話しかけたいと思うのは無神経かもしれない。自覚していてもなお希望を持ってしまうのは、まだ泰章が紳士的に客の顔をして店に来てくれていた頃、妹と仲がいいのだと思える発言を数多く聞いていたからだ。

　実際に見たふたりは、上下関係がしっかりとできている兄妹だった。けれど薫は泰章が苦労したことを恨みに思っている様子だし、泰章だって婚約破棄のせいで傷ついた妹を思うからこそ無理に史織と関わらせようとはしないのだろう。

　兄妹、お互いを思いやっているのが雰囲気でわかる。

　兄を思いやれる妹だから、というより、史織が好きな泰章を慕ってくれている妹だから、彼女とも仲良くしたい。それが無理でも挨拶くらいは交わし合えるようになりたいと望んでしまうのかもしれない。

　やはりこれはいけない考えか。ただの勝手な自己満足か。考えれば考えるだけ悩みが深くなる。

「別に、間違ってはいない」

　それだから、泰章から回答をもらって驚いてしまったのだ。

　仕事中の彼の書斎にコーヒーを持っていった際、チラリと薫に関して悩んでいることを話してみた。

　こんな状況だが、いつかは普通に接したい。そう考えること自体、間違っているだろうかと。

　薫には徹底的に嫌われているようで、話しかけるどころか顔も見てくれない。まるで史織という人間が見えていないかのように振る舞う。

　自分の立場をもう少し考えろと言われる可能性の方が高かった。それでも相談してしまったのは誰かに聞いてほしかったのと、自分がどう思っているかを泰章に知っておいてもらいたかったからだ。

　思い切った相談だっただけに、彼がアッサリと肯定してくれたのが意外すぎて、史織は呆気にとられた顔をしてしまった。

「なんて顔をしているんだ」

「すみませんっ」

　トレイを小脇に挟み、史織は焦って両手で頬を押さえる。希望のある回答がもらえたことにゆるみかける口元を、もぞもぞさせながら引きしめた。

「自分で聞いておいて驚くな。別に、そう考えるのは悪いことではないだろう」

「そう……ですか？」

「薫は、もともとおだやかな性格だ。混乱期の責任問題を論じられるようになってから、少々気性が荒くなった。……あの頃の気持ちを、思いだしてしまうのだろう」

「あ……」

　婚約破棄をされたことだ。悲しさや悔しさが、彼女の中にはたくさん詰まっている。史織を見るとそれを思いだしてしまうのかもしれない。

　泰章は書斎に置かれた大きなデスクでマネージメントチェアに深くもたれかかり、コーヒーの湯気を吹き飛ばす勢いで息を吐き出す。

「薫の婚約者だったのは古い取引先の社長令息だが、薫の……初恋の相手だった。会社の未来を危ぶんだ向こうの父親が申し出てきた。利害関係ありきの婚約だったから仕方がないと言えばそれまでだが、薫は納得できなかったのだろう。塞ぎ込んで食事もまともにとれない日が続いた。心の傷は、まだ残っていると思う」

　コーヒーをひと口飲んでから史織に顔を向けた。

「月日が解決してくれたら、とは思う。今はああだが物わかりはいい妹だ。そのうち、君が望んでいるように挨拶くらいはできるようになるだろう。理解したか？」

「はい、ありがとうございます。理解しました。……それと、よかったです」

「よかった？　なにが？」

「泰章さんと薫さん、とても仲がいいんだろうなってわかったので」

　泰章は薫を庇う話しかたをしている。福田の事務所で威圧的だと感じたのは、いつもの彼女にはないくらい感情が昂ぶっているからそれを抑える意味があったのだろう。

　本当は仲がよい兄妹なのだ。以前彼が話してくれたように、お茶の時間に一緒にケーキを食べるくらい。

「ありがとうございます。お話ししてよかったです。お仕事中なのに、すみませんでした」

　史織は頭を下げて踵を返す。視界の隅に書斎に置かれたソファベッドが目に入る。背もたれが起きていてソファ型に戻されてはいるが、泰章は毎日ここで休んでいるのだろう。

　胸がきゅうっと切ない音を立てる。仕事が忙しいのだから仕方がない。余計なことは言っちゃいけないとわかってはいても、ひとりのベッドは寂しい。

（結婚する前はひとり暮らしで平気だったのに。結婚したとたんに寂しいとか……。我が儘だな、わたし）

「それと、史織」

「はい、すみませんっ」

　いきなり声をかけられ、背筋を伸ばして振り返る。とっさに謝ってしまった自分に気まずさを感じ、胸に抱いたトレイを肘で押さえたまま両手の指先を口にあてた。

　泰章も不思議に思ったのか目を大きくして史織を見ている。ちょっとキョトンとしている風で、かわいい。

（また！　泰章さんにかわいいとか、そんなこと思っちゃダメだってば！）

　自分で自分を叱りつける。こうでもしなくては、締まりのない顔をして見惚れてしまいそう。

「なに謝ってるんだ」

「あ、いえ。なにか、怒られるのかなって……」

　知られるはずのない自分の我が儘を咎とがめられる気がしてしまったのだが、史織はあやふやにごまかす。

「俺は、呼びかけられてとっさに謝ってしまうほど、いつも君を怒っているのか？」

「そんなことはないです。すみません、余計なことを……ぁ」

　結局また謝ってしまった。埒が明かないと思ったのか、泰章は小さく息を吐いてデスクに向かう。史織に向けられていた目はパソコンのモニターに奪われてしまった。

「日曜の夜、叔父叔母たちと食事会がある」

「食事会ですか？」

　叔父叔母と聞いてドキリとする。叔母といったら初日に史織を誘おうとしたふたりではないか。

「俺は出席するが、君は出なくていい。仕事から戻った時には出かけた後だ。食事は家でとれ」

「わかりました」

　史織は会釈をして書斎を出た。

「お留守番か……」

　わずかに宙を仰いで小さく息を吐く。廊下を歩きながら苦笑いを漏らした。

「わたしがいたら、ご飯がまずくなるしね」

　会って話をしなければ親しくなれない。それはそうなのだが、やはり憎まれているとわかっている相手とは接しづらい。

　それを言ってしまうと接しづらい相手に泰章も含まれてしまう。あまり面識のない、くらいにしておいた方がいい。

　泰章と結婚したことで、母の罪は史織が背負った形になっている。当然非難の目も史織に集中している。

　許せないという感情も、すべて……。

　それでも……、いつかは、許してくれるだろうか。

　母がしたことの裏で起こっていた出来事を知れば知るほど、心が重くなる。母は烏丸家の当主と一緒に失踪すればどういうことになるか、考えたことはなかったのだろうか。

　史織は小さなため息をつく。今さら考えても仕方がない。

「お出かけ用のお洋服の出番は……なかなかこないね」

　クローゼットで眠る外出着たちの出番は、まだまだ先のようだ。




　烏丸家での生活に息が詰まらないでいられるのも、家政婦や出入りの人たちが普通に接してくれるおかげ。そしてなんといっても、以前と変わらず gateau gateau で働けているおかげだと史織は感じている。

「ありがとうございました。お気を付けて」

　常連客をドアの前で見送り、史織は頭を上げてドアが閉まったのを確認してから方向転換をした。

　休み明けの火曜日、午前中は常連の来店が多い。店内にいる客、十人のうち三人がよく来店する常連、四人は顔に見覚えがあるのでリピーターだろう。

　カウンターに戻ろうとした時、由真が焼き菓子の補充を持って出てきた。

「お疲れ由真ちゃん、今日は朝から忙しいね」

「よく出るのは嬉しいですけど、在庫が心配ですよ。今日は手が足りないし……」

　ふたりの視線はカウンターのうしろ、厨房と仕切られたガラス窓に向けられる。厨房すべてが見えるわけではないが、そこからケーキを作るパティシエやサポートスタッフの姿が見えるのだ。

　今日は入江の姿がない。所用があって、店に出てくるのは昼過ぎになるという。いつもは焼き菓子に関わることが多い國吉がデコレーションにつきっきりだ。

「常連のお客様……いつもとケーキの雰囲気が違うとか、クレームつきませんか？」

　由真は妙に心配そうだ。同じケーキのデコレーションでも作り手によって雰囲気が変わることもある。飛び込みの客はわからなくても常連なら雰囲気の違いに気付くかもしれない。

「今のところないよ。それに、國吉さんだって腕のいいパティシエだもん。大丈夫だよ。信用してあげよう？」

　笑って窘たしなめカウンターに戻ろうとした時、ショーケースの向こうにいた同僚が「いらっしゃいませ」と声をあげる。客が入ってきた気配に振り向き、息を呑んだ。

「パッとしない場所にあるわりには大きい店ね」

「仮にも駅に近いし……あら？」

　入ってきたのはふたり。見覚えのある中年女性は烏丸家初日に顔を合わせた叔母たちだ。まとめ髪とエアリーボブの姉妹。片方が史織に気付き、ふたりそろって歩み寄ってきた。

「いたいた、こちらで働いているって聞いて。よかったわ、すぐにお会いできて」

「先日のお食事会、どうしていらっしゃらなかったの？　お話ができると思って楽しみにしていましたのに」

「申し訳ございません。仕事がありましたので……」

　嘘ではない。来るなと泰章に言われたことは言わない方がいいのだろう。しかしまさか店に親族が来るとは思わなかった。

「あの、本日はなにか……。わたし、勤務中ですので……」

　ここまで来て恨み言は勘弁してほしい。なんといっても勤務中だし客もいる。するとまとめ髪の方が身体をのけ反らせ、少々大袈裟に片手を左右に振る。

「こういったお店に来て『なにか』って言われるのも初めてね。常識で考えてよ、ケーキを買いに来たに決まっているじゃない」

「それは失礼いたしました。どうぞ、あちらがケーキのショーケースになります。焼き菓子などは……」

　案内の途中で、ふたりはショーケースに向かっていく。ここは史織が対応した方がいいだろう、速足で後を追った。

「ん～、なんだかパッとしないわねぇ。仕方がないのかしらねぇ……」

　まとめ髪の方がショーケースを覗いてブツブツ言う。今まで黙っていたエアリーボブが、カウンター内に入ろうとした史織にすかさず声をかける。

「そうそう、先日はごめんなさいね」

「え？」

　まさかの言葉が聞こえ思わず立ち止まると、謝罪を口にしたとは思えない蔑さげすんだ目を向けられた。

「泰章さんに叱られてしまったわ。余計な誘いをかけるなって。まあ、泰章さんを通さないで声をかけたわたくしたちも悪いんだけど」

「泰章さんが……」

　先日といっても二週間も前の話だが、福田が泰章に報告したのだろうか。告げ口するようで気まずいと思い、史織はなにも言っていない。

「それにしたって、わざわざ『誘われて迷惑だった』とか文句を言うなんてね。そのせいでお食事会も気まずかったわ」

「わたしは……」

　史織が言いつけたと誤解をしている。泰章がどんな注意をしたのかは知らないが、このくらいは言い訳してもいいだろう。

　しかし、史織は口を出すことができなかった。

「ああっ、もう、選ぶの面倒っ。どうせ味なんてたかが知れてるし、任せるから、一番大きな箱に入るだけ詰めてちょうだい」

　まとめ髪がため息をつきながらさじを投げる。告げ口したと史織に嫌味を言いたかっただけで、ケーキは二の次という雰囲気だ。

　それでも注文が入ったのだから黙って立っているわけにもいかない。史織はすぐに中へ入り、一番大きなケーキボックスを用意した。

　入江がいないせいもあって、今日は種類も数もいつもよりはわずかに少ない。全種類を入れ、余裕が出た場所に収まりやすいものを入れていった。

「こちらでよろしいですか」

　詰めたものを見せると、ふたりは初めて見る笑顔を作る。

「あら、綺麗ね～。いいじゃない」

　まとめ髪がカウンターにカードを置く。「早くね」と急かされ、史織も極力急いで用意と会計をした。

「お待たせいたしました」

　商品を入れた紙袋を持ってカウンターの前へ出る。一番大きなボックスを使っているので重い。慎重に紙袋の持ち手と底を支えて差し出した。

「ありがとうございます。こちら、重くなっておりますのでお気を付けください」

「わかったわ」

　まとめ髪が片手で持ち手を掴む。しっかり持って受け渡しが確認できたタイミングで手を離す。が……。

　次の瞬間、ケーキを入れた紙袋は叩きつけられるように落ち、床を滑ったのである。

「あ……！」

「ちょっと！　なにやってるのよ!!」

　空気をつんざくような怒鳴り声。店内の視線が一気に集中する。

「こっちがちゃんと持たないうちに手を離すとか、なに考えてるの！　なんのいやがらせ!?」

「いえ、そんなつもりは……」

「なによ、こっちが悪いとでも言うつもり!?　あんたが落としたんじゃない！」

「どうされました？」

　怒鳴り声はバックヤードまで聞こえたのだろう。純子が飛び出してきた。

　責任者が出てきたとわかったのか、叔母ふたりは同じように腕組みをして史織を睨みつける。

「そこの子がケーキの箱を落としたの。せっかくたくさん買ってあげたのに」

「はるばるこんなところまで来てあげたのに、こんないやがらせをするなんて、母親の顔が見てみたいわ」

　母親、のところだけ強調され、反論の声が出そうになるがぐっと呑み込む。とにかく店内でこれ以上騒ぎを大きくするわけにはいかない。

　純子は床に落ちてひしゃげた袋を見つめ、ふたりに向き合った。

「お言葉ですがお客様、当店のスタッフには、いやがらせのためにケーキを落とすなんてことをする者はおりません」

　史織は目を見開く。当然ふたりは石を投げられた野良犬のように喰ってかかった。

「なんですって！　店員が馬鹿だと責任者まで馬鹿なの!?　この店は！」

「そこの女が落としたって言ってるでしょ！　客の言うことより使用人の言うこと信じてどうするのよ！　これだからレベルの低い店はいやなのよ！」

「違います！　史織さんは落としてません！」

　声をあげたのは由真だった。補充用の焼き菓子が入った籠を持ったまま、純子に訴える。

「渡された人、そこの髪をまとめたオバさんが、受け取ってすぐ袋を落としたんです！　あたし、ずっとここで見てた！」

「お、オバさん……？」

　呼びかたが気にくわなかったのだろう。まとめ髪は目を三角にして由真を睨みつけた。

「ほんっと、程度の低い店には馬鹿しかいないわね！　こんな店潰してやるから！」

「國吉さんが作ったケーキまで馬鹿にして、こんな人たち、お客さんじゃないです！」

　由真は本気で怒っている。しかし怒りに震えたのは叔母ふたりも同じ。ふたり同時に靴音も高らかに由真に向かうと、エアリーボブが勢いよく手を振り上げた。

　とっさに史織は由真の前に立ち塞がる。由真に振り下ろされた手は史織を打つ。パシッと肌を弾く音がして、左頬が熱くなった。

「史織さん！」

　急いで立ち塞がった勢いもあって、その場に膝を崩し床に手をついた。

　しかしすぐに飛び起きて立ち上がり、由真の前に立つ。

「お店で騒ぐのはご遠慮ください。もともと、わたしにだけ言いたいことがあるのだと思いますので、後日お聞きしま……」

「その必要はない」

　割って入ったのは聞き覚えのある声だった。顔を向け、史織は目を見開く。もっと驚いたのは叔母ふたりだったろう。

　いつの間に入ってきていたのか、ショーケースのそばに泰章が立っていた。

「なにをしているのですか。誰が、ここまで来て余計なことをしていいと許可しました？」

　おだやかだが迫力のある声音だ。叔母ふたりは完全に動きが止まってしまい、泰章を見たまま表情を固めている。

「どうもあなたたちは余計な行動が多いようだ。だいたい、誰にいらぬ因縁をつけたかおわかりか。よほど私の機嫌を悪くしたいらしい。事業への支援の件も、考えさせてもらう」

「泰章さん……！　それは……」

「待って、そんなことになったら……！」

　固まっていたふたりだが、よほど困ることを言われたのだろう。ふたり一緒に言葉を出そうとする。

　しかし泰章にギロリと睨まれ、急に小さくなってしまった。

「行きなさい。あなた方がいるだけで空気が悪くなる」

　ひどい言われようだが、間違いではない。現に、ケーキを落とすハプニングからふたりが大声を出しはじめ、客がひとり、またひとりと店を出ていってしまった。

　まだなにか言いたそうではあったものの、これ以上粘ればさらに泰章の逆げき鱗りんに触れる。叔母ふたりはそそくさと店を出ていった。

　泰章は純子の前に立つと、スッと頭を下げる。

「オーナー、申し訳ございません。当家の親戚がご迷惑をおかけいたしました」

「いいえ、こちらこそ烏丸さんが来てくださって助かりました」

　頭を上げた泰章が史織のそばに寄ってくる。左頬を手のひらで包み込んで撫でた。

「大丈夫かい？」

「泰章さん……」

「叔母たちが迷惑をかけた。すまない、もう少しきつく言っておくべきだった。二度とこんなことがないよう念を押しておく」

　優しい口調にドキリとする。しかしそんなときめきも、人前だから作っているだけだと思うとスッと冷めていった。

「どうしたんですか。お店に来たりして」

「なにを言っているの。今日は火曜日だ、君のお薦めを受ける日だろう？」

　先週も火曜日にはケーキを買いに来た。『いきなり顔を見せなくなるのも薄情だろう？　常連なのに』そう言って笑っていたので、表向きは徹底的に仲のいい夫婦を装いたいのだろう。

　頬を包む手が離れない。ふと、このままずっと、この包まれるような優しさに触れていたいと思ってしまった。

　が、それは許されることではない。

　史織は由真を見るふりをして泰章の手から離れる。由真は目を丸くしてこちらを見ていた。

「……新婚さんって、すごい」

　ハッとして急に恥ずかしくなる。今の雰囲気は、人前で出すものではなかったのかもしれない。確かに少々、ふたりの世界に入りかかっていた。

「ゆ、由真ちゃん、ありがとう。庇ってくれて」

「いいえ、だって、本当のことだし……。あたしの方こそ……なんか、親戚の人に失礼な言いかたをしちゃって……」

　由真はチラリと泰章を見る。彼が親戚と言っていたので『オバさん』発言を気にしたのかもしれない。泰章もそれに気付いたのだろう。にこりと微笑んで小さく首を左右に振った。

「気にしないで。それより、妻を庇ってくれてありがとう」

　由真は会釈をしながらも「ひゃー」っと小声で胸の内を表す。なんだか史織の方が恥ずかしくなってきた。照れ隠しに純子に向き合う。

「オーナーお騒がせして……」

「史織ちゃんが悪いんじゃないよ。私に謝るより、先に謝らなくちゃならない人たちがいるでしょう？」

　史織は「はい」と返事をして、店に残っていた三人ほどの客に直接「お騒がせいたしまして申し訳ございませんでした」と頭を下げる。幸い、いやな顔をする客はひとりもいなかった。それどころか「大変だね」「当たり屋みたいな人ってたまにいるよね、頑張って」と励まされたのである。

「本日はどのようなものをご希望ですか？」

　あくまでも店の人間として泰章に声をかける。彼は身をかがめてジッとショーケースに見入っていた。

　その横顔に、ドキリと鼓動が高鳴るときめきとは違うなにかを感じた。彼の目がどこか厳しいものに見えたからだ。

「今日は、店長とは違うパティシエの仕事かな？」

「はい、そうですが」

　週に一度の来店でも、泰章だって常連だ。おまけに洋菓子を扱う会社の社長なのだから、こういったものには目が利くのだろう。

　デザインは同じでも入江ほどのダイナミックさはない。そこが気になるのだろうか。

「いいな……」

「はい？」

　身体を起こし、泰章はショーケースの中を見つめたまま微笑んだ。

「全体の雰囲気がとても優しい。派手ではないが目を引くものがある」

　なにげなく目を向けた先に國吉がいる。もしかして泰章は彼がいることをわかっていて褒めたのではないかと感じた。

　叔母姉妹がケーキを貶けなしていたのを由真が気にしたくらいだ。國吉にも聞こえていたに違いない。

「いいパティシエがいるね」

「はい！」

　史織は張り切って返事をする。

　たとえ表面を繕うためなのだとしても、泰章の心遣いが嬉しかった。




　その日仕事を終えて帰り支度をしていると、店長室へ呼ばれた。

　入江は例の騒ぎがあってから間もなくして店に出てきた。報告はしてあるし、大変だったなと、ねぎらいももらっている。オーナーもその場の状況を把握してくれているので、その件ではないとは思う。

　とはいえ、騒ぎになったのは間違いではない。それも親族間のいざこざに店を巻き込んでしまった。

　そのあたりを注意されるのかもしれない。親族間の問題が収まるまで店には出ないようにと言われたりはしないだろうか。

　いろいろと心配をしながら店長室へ向かった史織だが、それらは杞憂に終わった。

　そこには入江の他に國吉がいて、彼から小さなケーキボックスを渡されたのである。四号のデコ箱はホールケーキ専用だ。

「これ、よかったら旦那さんと食べてくれ。今日のお礼。騒ぎを収めてくれたのもそうだけど、ケーキを褒めてもらえてすごく嬉しかった」

「四号のフルーツタルトなんだけど、國吉君がオリジナルでデコレしたんだ。すごくかわいいぞ。さすがはうちの子たちの妹だ」

　口を出した入江も満足そうで、店長にまで褒められ國吉は照れくさそうに笑う。

「正直……作るのは好きだけど、いまいちデコレーションは苦手で逃げていたところが少しあるんだ。でも、今日さ……烏丸さんに褒めてもらえて、なんか自信がついたっていうか。単純だけど。でも、こっちも頑張ってみようかなって思って。だって、烏丸さんみたいな大きい会社の人に褒められるのって、すごいことだし」

　照れながらも話してくれる國吉を見ていると、史織は嬉しくなってくる。ひとりのパティシエをこんなにも奮起させるだけの影響力を、泰章は持っているのだ。

　史織は両手でケーキボックスを持ち、笑顔で礼を口にした。

「ありがとうございます。泰章さん、喜びます」

　一緒に食べることはできないかもしれないけれど、彼の言葉に感動したパティシエが心を込めて作ったのだから。きっと喜んでくれる。

　史織は、それを信じた。




　帰宅して泰章が帰ってきているかが問題だったが、珍しく史織よりも早く帰っていたようだった。

「よかったですね、奥様。久しぶりに旦那様とお食事ができますね」

　光恵がにこやかに言ってくれるのも無理はなく、一緒に夕食の席につくのは四日ぶり。夕食の時間に家にいても、彼が書斎から出てこないまま史織の食事が終わってしまうこともある。

　食事の時にお礼のケーキをもらった話をしようかとも思ったが、薫もいるだろうし、家政婦も食堂に出入りをする。人前でしない方がいいと考え、帰ってきて一番に書斎のドアを叩いた。

「泰章さん、史織です。ちょっといいですか？」

　仕事中にコーヒーを持ってくる時は、ドアの外で声をかけると「どうぞ」と声がする。今回は声がする前にドアが開いた。

「なんだ？　食事なら内線で呼べば……」

「あ、すみません、違うんです。あの、これ」

　史織は両手で持っていたケーキボックスを掲げてみせる。

「今日はありがとうございました。これ泰章さんと一緒に食べてくれって、お店からいただいたんです。國吉さんが泰章さんにケーキを褒められたこと、とても喜んでいました。國吉さんが作ったフルーツタルトです」

「そうか。特に気に病んでいるようじゃなくてよかった」

　やはり泰章は、さりげなく國吉を激励してくれていたのだ。史織に馴れ馴れしいと牽制したこともあったというのに、実力はちゃんと認めてくれる。

「それを見せるために、帰ってきてすぐここへ来たのか？　おかえり。頬は痛まないか？」

　バッグを持ったままなので、帰宅してすぐに来たと気付いたのだろう。それだけじゃなく叩かれた頬まで気遣ってくれる。史織は嬉しくなった。

　そのせいか声のトーンも上がる。

「一緒には無理かもしれないから、後でコーヒーを持ってくる時に切りわけて出しますね。店長も褒めていたし、すごく楽しみなんです」

「いや、それなら食事の時にでも……」

　泰章の口調におだやかさを感じ、ふっと気持ちがゆるむ。その時……。

「いい加減にしなさい！」

　憤った声とともに、薫がふたりのあいだに身体を滑りこませた。いきなりだったのでよけられなかったのもあるが、ケーキの箱が彼女にぶつかって弾き飛ばされてしまった。

　史織は一瞬動けなくなるもののすぐに薫を見る。彼女も驚いた顔で弾き飛ばされたケーキの箱を見ていた。

　戸惑う様子を見せながらも、薫は柳りゅう眉びを逆立て史織に目を向ける。

「しつこいわよ！　お兄様が迷惑がっているのがわからないの!?」

　どんな形であれ、この家に来て彼女に話しかけられたのは初めて。憤った声を聞くのも久しぶりだ。

　しかし薫の機嫌よりケーキの方が気になり、床に落ちたケーキボックスに駆け寄った。

「お仕事中なのにわざわざ書斎まで押しかけて、なんのつもり!?　毎日コーヒーを持ってこられるのだって、どれだけ煩わしいかわかってやってるの!?」

「やめないか、薫！」

　薫の言葉を止めようと、泰章が大きな声を出す。もしかしたら腕でも掴んで史織に近づかないようにしていたかもしれない。

　そんな様子も、落ちて崩れたケーキボックスの前で膝をついてしまった史織にはわからない。

「だって、お兄様がお気の毒でたまらないんです！　どうしてお兄様が犠牲にならなくてはいけなかったの!?　別の責任のとらせかたがあった！　こんな方法じゃなくても……」

「今さらなにを言っている。おまえだって同意しただろう」

「あの時は……。でも、窮屈そうなお兄様、見るに堪えません！」

「なにが窮屈だっていうんだ」

　兄妹喧嘩のような言い合いは続く。それでも、史織は目の前のものから目をそらせない。

　ひしゃげた白い箱。弾け飛んだ箱は勢いよく床に落ちたのだ。形が崩れた隙間から生クリームが漏れ出ている。フルーツタルトだと言っていた。きっと中はぐちゃぐちゃになっているだろう。

（こんな……）

　史織の脳裏に、嬉しそうだった國吉の照れ笑いが浮かんでくる。それだけではなく、励ましてくれた入江、従業員の史織を信じてくれた純子、必死になって史織を庇ってくれた由真。――みんなの気持ちを、ぐちゃぐちゃにされた気がした……。

（こんなの……ひどい……）

「毎日毎日書斎にこもっているのが、窮屈な証拠じゃないですか！　私、知っています！　特に大事な仕事があるわけじゃなくても、お兄様が書斎にこもってここで寝ていること！」

　急いで階段を上がってくる音が聞こえる。家政婦の誰かだろうか。薫の怒鳴り声が聞こえて、何事かと慌てて走ってきたのかもしれない。

　早く立ち上がらなければ。箱を拾って、腕で隠して、何事もなかったように笑わなくては。

　けれど、薫が発した言葉がショックで、……身体が動かない……。

「一緒の部屋にいるのも息が詰まるくらいなんだもの、同じ寝室で寝るなんてできるはずがない！　どうしてお兄様が、そんな思いをしなくちゃいけないの!?」

「どうかなさいましたか！」

　光恵の声が聞こえる。足音は複数だ。史織は我に返って箱を胸に抱き、立ち上がって光恵たちとは逆方向へ逃げ出そうとした。

「待て！　史織！」

　すぐに腕を掴まれ足を止められる。史織は身をよじって逃れようとした。

「放して……放してください！」

「いいから聞け、俺は……！」

「もういい、もういいです！　嫌われてるのは……わかってますから！」

「史織！」

「奥様！　どうなさったんですか!?」

　心配する光恵の声が間近で聞こえると、さらに強く腕を引かれ、引きずるように移動させられる。泰章が書斎のドアを開いた。

「心配するな。史織と話をするから、誰も近寄るな。わかったね」

「やだ！　放して……！」

　抵抗虚しく書斎の中へ入れられ、泰章が施錠する。いきなり身体が浮き、姫抱きの状態から素早く移動し落ちるようにソファに座らされた。

　一連の動きで、抱えていたケーキボックスを落としてしまった。それも気になったが、真剣な顔でソファの背もたれに史織を押しつけてくる泰章も気になった。

　彼の顔を見ていると、じわっと涙が浮かんでくる。彼を好きな気持ち、嫌われているとわかっていても変わることはない想い。時々見せてくれる優しさに似た表情に、いつかは許してもらえるだろうかと淡い期待を抱いて……。

　でもそんなの……史織の思い過ごしでしかない。

「もう……いいです……」

　苦しい……。胸が苦しくて……破裂してしまいそう……。

「自由になってください……わたしも……もう、無理です……」

　親族に嫌われるくらいなら、我慢できる。でも……。

　好きな人に嫌われたまま一緒にいるというのは……なんてつらいことなんだろう……。

「馬鹿なことを言うな。そんなことを言う権利はない。すべて覚悟して、結婚に応じたんだろう？」

「……慰謝料……請求してください……払います……」

　涙がボロボロ流れた。泰章の顔がにじんでよく見えない。それでも史織は言葉を続ける。

「一生……働いて返します！　夜の仕事でも風俗でもなんでもやって、ただ慰謝料を返すためだけに一生働きます！　それでいいんでしょう!?」

「史織！」

「お母さんでもわたしでも、誰かが苦しめばいいんでしょう!?　あなたたちが苦しんだぶん、同じような苦しみを味わわせてやったと思えれば満足なんですよね！」

「そんなことは言っていない！」

「言ってなくてもやってる！　どうしてお母さんがたぶらかしたって決めつけるの！　一緒に失踪した人がそう言ったの!?　苦しんだぶん、誰かを苦しめてウサ晴らししたいからわたしを捕まえただけなんじゃないの!?」

　なんて卑屈なことを言っているんだろう。自分でも悲しくなってくる。けれど言葉が止まらない。心が暴走して、この状況から逃げたがっている。

　泰章に嫌われているんだという現実から、逃げたがっている……。

「こんなの……泰章さんだってつらいでしょう！」

「史織！」

　押さえつける手に力が入り、唇が押しつけられる。とっさにギュッとまぶたを閉じると、どんどん深くなって喰いつくように唇を貪られた。

　彼を押し戻そうとシャツの腕を掴むものの、くちづけの激しさと甘い痺れがそれ以上の抵抗を許さない。

　喉がうめき、漏れる吐息に切なさが宿る。声を出すのも億劫になるほど舌をいたぶられ、頭がぼんやりしてくる。

　気が付けばソファに押し倒され、服を脱がされかかっていた。

「やっ……だ……」

　きっと、こんな言葉も抵抗には聞こえていない。史織の身体が本気で抵抗をしていないからだ。

「やす……あき、さ……」

　嫌われているなら彼から離れたい、そう思うのに。彼がくれる甘い刺激に抗あらがえない。

　素肌を滑る大きな手、快感の軌跡を作る唇も、彼のすべてを史織の身体が歓迎しているのを感じる。

　泰章に抱かれるのは久しぶり。実際、まだ三度目なのに、彼に触れられて刺激を与えられて、自分でも信じられないほど潤っていく。

「史織……」

　名前を呼ばれるだけでゾクゾクして、弾け飛んでしまいそうな快感がせり上がってくる。

　押し戻そうとしていた手はいつの間にか泰章の背中に回り、両腕でしっかりと抱きついて肌を重ねた。

　史織は悲しさを忘れるまで、泰章の熱に浮かされ続けた。




　――ぼんやりと……意識が戻る。

　まぶたを開かないまま、しばらく忘我の果てを彷さま徨よっていた。

　ふと、肌に触れる温かな体温と愛しさを感じる芳香に気付いて、すうっと……頭の霞が晴れるように思考が回りはじめる。

　泰章の書斎で、彼に抱かれた。彼の熱にあてられて意識が飛んで……。

　目を開けたら、きっと彼はいないだろう。初夜の時も翌日も、目を覚ました時に泰章はいなかった。

　嫌いな女と、いつまでも肌を合わせていたいはずはない……。それなのに、史織の身体は泰章の肌の感触と匂いを感じている。

（あったかい……）

　ゆっくりとまぶたが開く。見えてくるのは……。

「……史織？」

　鼓膜をくすぐる声に肌が反応する。ざわざわっと歓喜に震え、史織は目を見開いた。

「よく寝ていたな。無理をさせたか？　すまなかった」

　目の前に、泰章がいる。それどころか、腕に史織の頭をのせ、抱き寄せてくれている。

　彼の背後には書斎の書棚が見える。ソファで抱かれて、彼はずっと寄り添っていてくれたのだ。

　抱き合うふたりの上には、泰章がソファで休む時に使用しているのであろう上がけがかけられていた。

　……信じられない。

　彼が、ずっと寄り添っていてくれるなんて……。

「今夜は、もうここで眠ってしまおう。でも、夜中に一階の風呂に一緒に入るのもありだな」

　史織のひたいに唇をつけ、泰章は楽しげにプランを語る。彼が寄り添っていてくれている現実がまだ信じられなくて、このセリフも幻聴ではないかと思えた。

「どうして……夜中なんですか……」

　幻聴ではないのなら自分の問いに反応してくれるかもしれない。そんな思いで口を出す。クスリと笑う彼の吐息をひたいに感じた。

「一緒に入って、いちゃいちゃしながら出てくるのを見られるのは、恥ずかしいんだろう？」

「それは……」

「俺は恥ずかしくないけど、史織が恥ずかしいなら仕方がない。でも、誰も見ていなければいいだろう？」

　……幻聴じゃない……。

　史織の妄想でもない。これは、本物の泰章が言ってくれている言葉で……ここにいるのも泰章本人だ。

「泰章……さん……」

　おだやかな声、温かな体温、包み込んでくれる愛情。……それらを感じるのは、自惚れだろうか……。

　償わせるために利用して結婚した女に、こんなに優しくしてくれるはずはない。この裏にはきっとなにかある。最初に史織に優しい顔をしていたように、またなにかショックな出来事が待っているに違いない。

「やす……あき、さん……」

「なに？　史織……」

　そっと顎を上げられ、ついばむように唇が触れる。心地よく、何度も触れては離れ、離れては触れ……。

　――この愛おしい体温を、信じたい……。

　――自惚れては、ダメ。また惨めになる……。

　心が疑心暗鬼になる。眦まなじりに涙が溜まると彼の唇が優しくすくい取る。

「……タルトは……少し崩れてしまったけど、無事だ。後で一緒に食べよう。切り分ける必要なんかない。ふたりでフォークでつつこう」

　涙があふれて止まらない。そのたびに泰章がさらっていく。まるで、泣いた跡を残さないようにしているかのよう。

「フルーツがたくさんのっていた。先に食べた方がいいのは、やっぱりオレンジ？　ベリーかな？　いっそ、フルーツは先に全部食べた方がいいんじゃないか？」

　この優しさを、信じてもいいのだろうか――。
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　腕の中で深い眠りに入ってしまった史織の顔を、泰章は見つめ続けた。

　どのくらい見つめているのだろう。わからないがもう真夜中だというのはわかる。どれだけ見つめても足りない。もういっそ眼の中に入れてしまいたい。

　――書斎で彼女を抱いた後、そのまま夜を明かしてもいいと思ったが、恥ずかしがる史織を抱きかかえてふたりの部屋へ移動した。

　その際、書斎前の廊下に、おにぎりや保温ジャーに入ったお味噌汁が置かれているのを見つける。……おそらく気を利かせた光恵がそっと置いてくれたのだろう。

　若い新婚夫婦の痴話喧嘩。ふたりきりで部屋にこもったとなれば……。

　しばらくしても音沙汰がないようなら、明日は仲良く姿を現すだろうと予想されていたに違いない。

　さすがは年の功。泰章は納得するが、史織は盛大に恥ずかしがった。

　泰章はトラウザーズのみ、史織は素肌に泰章が着ていたシャツを羽織っただけという姿で、ふたりでおにぎりを食べ、崩れたタルトをそのままつつき合った。それも、フォークを持ってくるのが面倒だと箸で食べたのだ。

　泣き叫んで、今にも屋敷を飛び出していきそうだった史織。

　彼女が『泰章さんが、お箸でタルトとか、似合いませんよ』と笑ってくれたのが、泰章は胸が痛くなるほど嬉しかった。

　夜中に一緒にお風呂、の案は却下となり、ひとりずつ部屋のバスルームを使った。お腹がいっぱいになって落ち着いた史織を見ていたら、夜中に一階のバスルームへ引っ張っていくのもかわいそうだと感じてしまったのである。

　残念ではあるが、史織と一緒に同じベッドで夜を明かすのは初めてだし、ついでにもう一度彼女と肌を重ねあえたので泰章は大満足だ。

　嬉しくて嬉しくて、眠れるわけなどない。おまけに、腕の中では史織がかわいい寝息を立てている。

（もしかして……この状況に浮かれているのは俺だけなのでは……）

　急に心配になる泰章の頭の中では、ちょっと拗すねた史織の妄想が返事をする。

　――泰章さんが悪いんですよ。に、二回もスルから……。

　そのかわいさに、意識を失いそうである。

　こんなに好きなのに、明日にはまた周囲を欺かなくてはならないのだろうか。泰章は史織の髪を撫でながら、泣き叫んだ彼女を思いだす。

　――お母さんでもわたしでも、誰かが苦しめばいいんでしょう!?　あなたたちが苦しんだぶん、同じような苦しみを味わわせてやったと思えれば満足なんですよね！

　――言ってなくてもやってる！　どうしてお母さんがたぶらかしたって決めつけるの！　一緒に失踪した人がそう言ったの!?　苦しんだぶん、誰かを苦しめてウサ晴らししたいからわたしを捕まえただけなんじゃないの!?

　史織がそう思ってしまうのも当然だ。泰章は、守っているつもりで守りきれていなかった事実に胸が痛い。

　とはいえ、事情を知る者たちからは守っているつもりだった。泰章の妻になったことで、外部からは手を出せないガードができたはずだったのだ。

　勝手なことをして店にまで迷惑をかけた叔母ふたりは泰章の母親の妹で、失踪相手の女に慰謝料を請求する話に積極的だった。

　自分たちの姉が精神的な病を患うほど苦しめられた。相手の女が許せない。そういった意味で断罪を強く望んでいるならば、姉想いだなと考えることもできる。残念なことに、実際は違う。

　泰章が得た情報によれば、ふたりは随分と贔屓にしているホストがいるらしい。そのホストが自分の店を持ちたがっているという。

　失踪相手の女が見つかったら、烏丸家の問題とは別に、姉を苦しめられた妹の苦痛に対する慰謝料とか意味不明の言い分を通して、金を請求するつもりだったのだろう。

　その金がどこに流れるかは、明白である。

　挙句に本人が見つからないなら娘に責任をとらせろと叫んだ。そんな言い分が通るはずなどない。福田も苦笑いだった。

　泰章が結婚相手として利用すると決裁し、それらの野望は崩れた。しかし、事業を創はじめたいから援助してくれないかと頼んできたのだ。史織に手を出させないためにも、考慮すると期待を持たせた返事をしておいたのだが……。

　結婚式の翌日、おもしろがって屋敷で待ち伏せし、史織にいやがらせをしたのは福田から聞いて知っている。食事会でその話題を出し、やんわりと牽制した。

　それでおとなしくしていればよかったものを、子どもじみた八つ当たりをするからこういうことになる。

　もともと、若いツバメを手て懐なづけるための手伝いなどするつもりもなかったので、好都合ではある。

　これに懲りて、史織へのいやがらせを諦めればいいと願うばかり。

（……あの母の妹だしな……）

　我が母親ながら、それを考えると泰章も頭が痛いのである。

「ん……」

　小さくうめいて、史織が身じろぎをする。しつこく髪を撫ですぎただろうかと手を離すものの、もぞもぞと頭を擦りつけ続けて寝入ってしまった彼女に胸の奥をぎゅんぎゅんと刺激されっぱなしである。

（史織っ……かわいい……！）

　かわいすぎて手が震える。これが自分の妻なのだと思えば、自分は最高の果報者ではないだろうか。

　ワケアリの事情で妻にしたのではないのなら、史織の母に彼女を生み出してくれてありがとうと礼を言いたいくらいなのに。

（史織の……母親か……）

　今さらながら、どんな人物なのだろうと気になる。高級クラブで働いていたのは知っているし、調査結果から世話好きで明るい女性だったというのは聞いた。

　果たして、女手ひとつで頑張って育てたひとり娘を捨てて、男と失踪するような女性なのだろうか……。

　史織の性格を考えるなら、責任感の強い優しい人なのではないかと感じる。母親が反面教師になる場合だってあるのだから、必ずしも母娘が同じような性格になるとは限らない。それでも、泰章はなにかが引っかかる。

　父を捜しだすのに時間がかかったのもそうだが、史織の母親は、なぜ見つからないのだろう。

　とっくに別れたとはいえ、まったく足取りがつかめないというのもおかしくはないだろうか。

　なんの痕跡も残さずに逃げ暮らしているなんて、まるで指名手配中の犯罪者だ。一般人がそこまで警戒する必要はない。史織の母親は、烏丸家から恨みを買って追われているということすら知らないはずだ。

　――否。

　もしも、……知っているとしたら。話は変わってくる。

　知った上で、身を隠しているとしたら。身を隠さなくてはいけないのだとすれば。

　こちらの動きを知らせることができる人間がいる。その人物が頭をよぎり、泰章の胸の中にいやなものが渦巻いた。




＊＊＊＊＊




　泰章の腕の中で目を覚ます、ましてやその状態で朝を迎えるなど信じられないにもほどがある。

　それなのに、……泰章の腕の中で、史織は朝を迎えてしまった。それもまぶたを開くと自分を見つめている彼がいるというおまけ付き。

「おはよう、史織」

　さらに彼からおはようのキスをされるという、くじを三本ひいたら三本とも一等だったと同じくらいの衝撃的な幸運だ。

「お、おはよう……ございます」

　あたふたした声を出すと泰章にクスリと笑われた。

「よく眠れたかい？　ぐっすりだったけど」

「はい……あの、泰章さんは、いつから起きていたんですか？」

「ん～、結構前からだと思う。いつ起きるかな～、と思って眺めていたんだけど、なかなか起きなくて。休みの日でも早起きする真面目な史織が、珍しいなって。そんなに気持ちよかったのかな～……とか思って見ていた」

　意味深なセリフが混じったと同時に、昨夜の甘い時間が脳裏によみがえる。なにか言い返さなくてはと思うと焦ってしまい、史織は考える前に言葉を出してしまった。

「泰章さんが悪いんですよ。に、二回もするから……」

　言ってしまった瞬間、コレジャナイ感がすごい。違う、こんなことではなく、昨日はいろいろあって疲れたから、くらいに留めておくのが正解だ。

　すると、泰章が史織を抱きしめて楽しげに笑いだした。

「や、やすあき、さん？」

「まったく、史織は。予想通りのことを言うんだな！」

「予想……、なんですか、それ、あの、放してくださ……っ」

　放してくれとはいっても、彼を押すわけでも、史織から離れようとするわけでもない。楽しそうに笑う泰章に抱きしめられている。もう、特賞に当たったくらいの衝撃だ。

　すると、泰章は笑うのをやめ、史織を抱く腕に力を込めた。

「……史織……、もう少しだけ、耐えてくれ……」

「え？」

「このままにはしない……。だから……もう少しだけ、耐えてほしい……」

　なにを言われているのかわからなかった。けれど、泰章の声からはなにか思い詰めたようなものを感じる。

「わかりました……」

　史織はただそう返事をして、抱きしめる彼の腕に従った。




　――それから三日。

　何事もなく時が過ぎた。

　親族からのいやがらせもなく、薫は相変わらず史織とは顔を合わせようとはせず、光恵たち烏丸家に従事する人たちは優しくて、職場に出れば忙しくも楽しい毎日。

　ただひとつ変わったことといえば、泰章が同じ寝室で眠るようになったこと。

　彼が口にした「耐えてくれ」という言葉の意味を、どうとらえたらいいのかわからない。

　この結婚生活に耐えるという意味なのか、親族にいやがらせをされても耐えるという意味なのか。

　そんな時、泰章が朝食の席で史織に言った。

「今日は帰ったら、史織の母親の件で話がある」

　広い食堂のテーブルは、ふたりで使うには申し訳ないくらいの大きさ。向かい側に座っている泰章を見ないまま、史織は口元の味噌汁椀を傾け時間を稼いだ。

　唇が震えて、すぐに返事ができなかった。母の話とはなんだろう。もしや、母が見つかったのでは……。

　鼓動が大きくなって喉にまで響いてくる。少しだけ流し込んだお味噌汁が、焼けつくように熱く感じた。

「……わかりました。……いつも通りに帰れると思います」

　史織は平静を装って言葉を絞り出す。食堂には家政婦たちも出入りしている。動揺した顔を見せるわけにはいかない。

「俺の母親も同席する。どうしても聞かせなくてはならない話だ」

　ビクリと身体が震えた。味噌汁椀を手から落としそうになり、意識して指に力を込める。

　結婚式にも来なかった、義母。失踪の一件で病床に伏し、精神を病んで別荘で療養中だと聞いた。

　会うのは怖い。けれど、泰章の妻でいる限り避けることはできない。

「……初めてお会いしますから……楽しみにしています」

　声が震えないよう慎重に言葉を出し、味噌汁椀をテーブルに置く。泰章が小さなため息をついた。

「あまり、楽しみにはしない方がいい」

　その様子が億劫そうで、史織にはなぜなのかわからない。義母にとって史織は、憎い女の娘だ。笑顔で接したい相手ではないだろう。

　気まずくなることが確定している。億劫になるのも無理はないのかもしれない。




　泰章の話によれば、彼は義母を迎えに行ってから帰宅するらしい。それでも史織が帰る時間には間に合うように戻るとのこと。

　義母の顔を見たらなんと言えばいいだろう。別荘で療養しているというのなら、体調を気遣ってもいやな顔はされないだろうか。

　実際、話をするために呼び出されるだけでも体力を消耗するだろうし、そのくらいなら差し支えないかもしれない。

「ただいま戻りました」

　屋敷へ戻ると、史織を出迎えたのはなんと薫だった。

「そのまま応接室へ行って。階段の奥の、一番大きい応接室」

　おかえりと言ってもらえるのを期待したわけではないにしても、用件を伝えるのに顔さえ見てくれない。よっぽど嫌われているのだと再認識してしまうが、仕方のないことだ。

　用件だけ伝えて立ち去ろうとする薫の背中に、史織は急いで声をかける。

「わかりました。そこで待っていればいいんですね。薫さんもご一緒ですか？」

　足を止め振り向きかかった薫が、とても驚いた顔をしているのが横顔からわかる。しかし彼女は振り向ききらないまま速足で歩きだした。

「……後から、行くわ」

「わかりました。お待ちしています」

　リビングに入っていく薫のうしろ姿を見送って、少しだけ安堵している自分がいる。薫と会話ができたような気がして、ちょっと嬉しかったのだ。

　ここ数日、泰章の態度が変わったのを感じるせいか、史織の気持ちも以前より前向きになっているのを感じる。

　いつか、薫とも普通に会話ができるようになれたら嬉しい。薫は以前、泰章が買ってくるケーキを食べてくれていたはず。妹が喜んでいた、という話も聞いたことがある。

　一緒に gateau gateau のケーキを食べながらおしゃべりできたら、どんなにいいだろう。

　つい妄想にトリップしそうになるものの、今はそんな場合ではない。史織は一階の応接室へと向かった。

　屋敷の中はシンッとしている。いつもならば夕食の用意や光恵の出迎えでもう少し音があるはずなのに。

（帰っちゃったのかな。でも泰章さんはなにも言ってなかったし）

　考え事をしながら応接室に入る。その瞬間、腕を勢いよく引っ張られた。

「きゃっ……！」

　誰もいないと思っていたし予想外だったのもあって、史織はバランスを崩しそのまま転倒する。しかし片腕を掴まれたままだったこともあって、両膝と片手だけが絨毯についた。

「やだ、転んじゃった。ごめんなさいね」

　まったく謝っている口調ではない。顔を上げると掴まれていた腕が放される。

「よかったわ。早く帰ってきてくれて」

「泰章さんと一緒だったら、満足に話もさせてもらえないでしょうに」

　聞き覚えはあるが、できれば聞きたくなかった声。そして、泰章なしでは会いたくなかった人物――叔母姉妹が、腕を組んで史織の前に立ちはだかる。

　彼女たちも呼ばれたのだろうか。義母が来るのは教えられていたが、彼女たちも一緒だとは聞いていない。

「今日は……なんのご用ですか？　泰章さんに呼ばれたんですか……？」

　警戒しながら言葉を出し、ゆっくりと立ち上がる。姉妹は同じように斜め上を向いてコロコロ笑った。

「まあ、偉そうねぇ。泰章さんが呼んでくれるわけがないじゃない。あなたのせいで見限られそうになっているのに」

「ホントいい迷惑。害虫女の娘はどこまでも害虫でしかないわね。薫ちゃんを見習いなさいよ」

「そうそう、薫ちゃんはいい子よ～。聞けばあなたのことなんでも教えてくれるもの。帰ってくる時間とか働いている店とか」

「店……」

　史織は微かに眉を寄せる。初めて烏丸家に来た時、このふたりがいた。だいたいの帰宅時間は家の者しか知らないだろう。

　働いている店だって、史織に会う時は泰章の許可を取ってからとまで言われているのなら、彼が軽々しく教えるはずもない。

　薫がふたりに教えていたのだ。史織をよく思っていない叔母姉妹が知れば、なにが起こるかくらいはわかったのではないか。

　……そこまで、薫に嫌われているのだ。

　先ほど、ほんの少しでも会話が成り立ったことに喜びを感じた。けれど、やはり薫にとっては煩わしいだけなのかもしれない。

「今日はあなたのお母様のお話を聞かせてもらえるのですって？　私たちもぜひ聞かせていただきたいと思って来たのよ。お姉様も、泰章さんがいては自由になにも言わせてもらえないと思って、先に連れてきたわ」

　下がりかかっていた顔を上げると、叔母姉妹が左右に分かれる。開かれた視界の先には応接セットのソファがあり、そこから、女性がひとり立ち上がった。

　細身で背が高い女性だ。顔に刻まれた皺しわは深いが、黒々としたロングヘアと凛とした眼差しが老いを感じさせない。裾が床につきそうなワンピースはほどよく身体にフィットし上品さを醸し出していた。

　凛とした……いや、鋭いと表現した方がいい。氷の刃さながらの視線で史織を突き刺し、――義母は、史織に歩み寄ってきた。

　義母に会ったら、身体を大事にしてくれという言葉くらいはかけたいと思っていた。けれど、目の前に立った義母には弱々しい雰囲気はなく、むしろ……。

　――史織に対する殺気だけが伝わってくる。

　史織はごくりと喉を鳴らした。

　正体不明の危機感で、鼓動はどんどん速くなっていく。

　義母が目の前に立つ。見くだす瞳は、まるでごみ捨て場のハエを見るかのよう……。

　その目に耐えられなくて視線を下げる。すると、いきなり突き飛ばされ、史織は転倒し倒れた。

「おまえが、売ばい女たの娘か……」

　ゾゾゾッと怖おぞ気げが足元から這い上がってくるような怨うらみのこもった声。軋きしむ首を上げると、蔑みと怨念だけが落ちてくる。

　息が詰まるほどの威圧感だった。

「私からなにかを奪うとは、いい度胸だな。夫に続いて、次は息子か。盗人の娘は盗人というわけだ……。図々しい」

「盗人……」

　そう呼びたい心境なのかもしれない。しかし息子が結婚した相手まで盗人扱いとは。自分から息子を奪ったという見方なのだろう。

「おまえが責任をとる……？　ふざけるな。おまえのような育ちの卑しい馬鹿の娘、同じ空気を吸うのも汚らわしい！」

　両膝をついて立ち上がりかけたところで、義母が片足を上げたことに気付いた。蹴られる、そう感じた時……。

　バンッと強くなにかを蹴りつけた音はするものの、史織の身体に痛みは走らない。

「……くっぅ……！」

　代わりに苦しげにうめいたのは、史織の前に飛び出した、薫だった。

「薫さん!?」

　義母に蹴られて倒れそうになった薫をうしろから支える。しかし薫はすぐに体勢を立て直し、絨毯に座り込んだ状態で史織の前で両手を広げた。

　まるで、庇うように。

「ぉ……お母様、やめ……やめてくださぃ……」

　薫の声は震えている。蹴られたのは右腕、肩の付け根だったが、そこが痛いというよりはおびえた口調だった。

「もう、こんな……、お兄様が……決めたこと……なんですから……」

「薫」

　義母の呼びかけに薫の身体が大きく震える。はたから見てわかるレベルで彼女の身体はカタカタと震えだした。

「おまえは、本当に出来の悪い娘だね。とうとう、売女の娘と同じレベルに成り下がったの？」

　信じられない。これが、実の娘にかける言葉なのだろうか。

「泰章さんは優秀なのに、どうしてこんな娘が生まれたんだろう。やっぱりあの男の血が濃いのね。ろくでなしのＤＮＡは争えないってこと？」

　義母の声に感情はない。ただ淡々と薫を責めるだけだ。史織に向けたのと同じ、見くだした視線で。

「聞かれたことには答えられても、やれと言われたことはなにひとつやれやしない。さっさと盗人は追い出せって言いつけも、守れないまま。ほんと能無し。あの男と同じだわ」

　史織は震えながらうつむく薫を見つめる。もしや薫は、義母に言いつけられて辛しん辣らつな態度をとっていたのではないか。

　史織などいないかのように無視し続けたのも、泰章の迷惑になっていると怒鳴ったのも……。

　泰章から聞いていた妹のイメージと、実際に会った薫の印象にはかけ離れたものがあった。彼女は、史織を追い出す手段として冷たくしていたにすぎないのではないか。

「……お父様は……能無し、なんかじゃ、なぃ……」

　小さな声だが、薫はしっかりと口にし、顔を上げて義母をまっすぐに見た。

「お父様は……！　優しい方でした！　常識があって心が広くて、人を生まれや学歴で差別しなかった！　私は、お父様が好きでした！　……お母さまより！」

「口ごたえは許しませんよ!!」

　義母の口調に怒りの感情が宿る。再び膝を上げたのを見て、史織はとっさにうしろから薫を抱きかかえ、引き寄せながら身体をひねり彼女を庇う。

　蹴られる痛みを覚悟してまぶたをギュッと閉じた、その時。

「やめなさい！　見苦しい！」

　その声は強靭な力で場の空気を抑え込む。誰もが動きを止め、息を呑んだ。

「まったく……どこまで恥さらしな行動に出れば気が済むのか」

　ため息をつきながら応接室に入ってきたのは、泰章だった。そのうしろから福田もついてきている。

「母上」

　泰章が母親に顔を向ける。なぜか両サイドにいた叔母姉妹がビクッと震えて背筋を伸ばした。

「迎えに行くと言ったのに、勝手なことをしてくれましたね。叔母たちが迎えに来てとっくに別荘を出たと世話人に言われた時は、冷や汗が出ましたよ」

「だってね、泰章さんと一緒に来たら、この子と話をさせてもらえないと思って」

　義母の口調がコロッと変わる。今までの高圧的な態度の後では、気持ち悪いくらいの猫撫で声だ。

「ええ、話なんてさせませんよ。大事な妻を、売女の娘などと、下劣な悪口を言われたくはありませんからね。まったく……いろんなしがらみから引き離してひとりで別荘暮らしをさせれば少しはおだやかになるかと思えば、まったく変わらない。父が失踪したのも、積み重なった母上からのモラルハラスメントだということを、まだ理解していないようだ」

　大事な妻という言葉に気持ちが引きつけられる。それ以上に、失踪理由が衝撃的だった。

「そんなわけがないでしょう。潰れかかった実家の会社を救ってやってこの烏丸家の婿養子にまでしてあげたのよ。私の言うことを聞くのは当然であって、モラルハラスメントだなんて人聞きの悪いことを言わないでちょうだい」

　義母は史織に目を向け、鼻にしわを寄せいやそうな顔をする。

「この子の母親にたぶらかされたのよ。母親がとんでもないことをしたっていうのに、謝りもしないのよ、この子。常識がないったら。まずは謝るべきなんじゃない？　土下座でもなんでもして」

　土下座をしたって許してもらえそうにはない。口出ししたい気持ちはあったが、庇われた形のまま史織の腕にしがみついて薫が震えているので、彼女を守るのが優先だと感じた。

「土下座……ですか」

　泰章がふっと笑う。

「土下座をして謝らなくてはならないのは、こちらの方かもしれませんね」

「なにを言っているの？」

「失踪の相手は、史織の母親ではなかったということです」

　史織は息を呑む。同じように驚いた薫が顔を上げ、叔母姉妹も口に手をあてて「ひっ」と声を漏らした。

　なにを言っているのかわからないという顔をしているのは義母だけだ。

「恋愛関係になったのは、同じ高級クラブに勤める別の女性だ。父は、今もその女性と暮らしているし籍も入れている。史織の母親は、失踪する際のフェイクとして使われただけだ」

　泰章が史織を見る。つらそうに眉を寄せてまぶたをゆるめた。

「失踪後にもし見つかっても、失踪した相手とは別れたと言えば、失踪に関わるすべての責任から本命の女性を守ることができる。だから、失踪する際にはフェイクになる女性が必要だった」

　目を見開き、史織は泰章の話を受け止める。そのフェイクに、母は進んでなったのだろうか。なんのためにそんなことをしたのだろう。

　母がいなくなった年、史織は高校の卒業式を控えていたのに。

「逃げるために協力はしたが、大元の原因ではない。いやな言いかたをすれば利用されただけ。それを知らなかったとはいえ……」

　泰章はふたりの叔母を交互に見て、ニヤリと嗤う。

「寄ってたかって史織を虐いじめたわけです。下手をすればこちらが訴えられて、莫大な示談金を払わなくてはいけないことになる。そうですよね、福田先生」

　最後の方で福田に話を振る。福田はおだやかな顔で頷き、叔母姉妹を手で示した。

「そうですね。特に、あちらのお二方はかなりの額になるかと」

　ふたりは同時に「ひっ」と声を出す。そんな様子に眉をひそめてから、泰章は母親に対し真剣な目を向けた。

「叔母たちとは、絶縁を申し出たい。母上にも同じことを言いたいが、おとなしく別荘で過ごし、今後一切こちらに関与はしないと誓っていただけるなら、絶縁の手続きは踏みません。いかがですか？」

「泰章さん……そんな……。なんの権利があって……！　私は……あなたの母親ですよ!?」

　義母の口調には焦りが窺える。あれだけ居い丈たけ高だかだった人が、泰章には弱い。

　兄妹で母親の態度がまったく違う。おそらく義母は、優秀な兄を敬い、それに追いつけない妹を見くだしていたのだろう。

　薫が母親に対してあんなにおびえたのも、史織の情報を流し、屋敷から追い出せという命令に逆らえなかったのも、幼い頃から高圧的に抑え込まれていたからなのではないか。

　史織にしがみつきながら、母親と兄の様子を窺う薫。彼女は、泰章が言うように、食事の後一緒にケーキを食べて笑い合える、普通の優しい女性なのだ。

　声を震わせながら、史織を庇ってくれた。泰章が決めたことなのだから、これ以上兄に逆らいたくないと。

「なんの権利があって？」

　母親の言葉を使い、泰章は口角を上げる。どこか剣けん呑のんとした微笑みに、ぞわりと臓の腑が震え上がった。

「この烏丸家の、当主として、ですよ」

　――これ以上の言葉はない。

　烏丸一族で一番の発言力を持つ最高決裁者は、当主である泰章なのだ。

　沈黙が落ちる。誰も言葉を発せない中、泰章がパンパンと手を叩いた。静かなだけにとても大きく聞こえる。その音に引き寄せられたかのように、廊下に数人の足音が響く。

　部屋に入ってきたのは、屋敷に出入りする三人の男性。そしてふたりの運転手だった。それぞれが叔母姉妹と義母を連れ出す。義母は何度も振り向いていたが、泰章が目を向けることはなかった。

　応接室のドアが閉まると、泰章は床に座り込んだままの史織と薫の前にかがみ、史織に微笑みかけてから薫の頭を撫でた。

「ちょうど戻ってきた時、薫がここに飛び込んでいくのが見えた。……聞いていたよ。史織を守ってくれて、ありがとう」

　優しい兄の口調は、ケーキを買って妹と一緒に食べるからと言っていた時のもの。薫も嬉しかったのだろう。史織に掴まる手にグッと力を込め、兄に似た綺麗な瞳に涙を溜めた。

「……いいえ……いいえ、お兄様が……決めた人ですから……」

　薫はその瞳のまま史織を見つめる。

「ごめんなさい……。お兄様が、いつもケーキを買ってきてくれて、嬉しそうにお話をしてくれる女の人だってわかってました。妻にするって、責任をとらせるっていう形でも、絶対なにかお考えがあるんだってわかっていたけれど……。母に逆らえなくて、私……」

　ぽろぽろ涙を流す薫を見つめ返して、史織は左右に首を振った。

「いいえ……。薫さんだって、いろいろつらいことがあったのに、それでも、わたしのこと庇ってくれて、ありがとうございます」

　泰章が薫の手を握り、史織から離す。ふたりと一緒に立ち上がり、史織と向き合った。

「史織、先ほど説明した通りだ。史織の母君は、フェイクを務めただけで失踪相手でも不貞の相手でもない」

「はい。……安心しました」

「それだから俺は、烏丸家の当主として、やらなければならないことがある」

　そう言うと、泰章は史織の前に両膝をつき腰を落として、そのままかがみ、両手をついて頭を下げ……。

「申し訳なかった。許してほしい」

　――土下座をしたのである。

　兄の態度にハッとしたのか、薫までその隣に正座をして両手をつき、頭を下げてしまった。

「申し訳ございません！」

　義母と話をしている時、泰章は土下座をして謝らなくてはならないのはこちらの方かも、と言っていた。今まさにそれをやられているわけだが、これには史織の方が焦ってしまう。

　史織は両膝をつき、かがんでふたりの肩に手を置いた。

「頭を上げてください。こんなことされたら、わたしの方が困ります」

「しかし、しっかり調べがついていなかったとはいえ、君を傷つけた。つらい思いもさせた」

「私もです。いろいろいやなことを言ってしまって、ごめんなさいっ！」

　オロオロしつつふたりを交互に見て、福田に顔を向ける。福田が苦笑いで頷くので、史織は薫の肩をポンポンと叩いた。

「薫さん、わたしが選んだケーキを食べてくれてありがとうございます。今度、一緒に食べてくれますか？　たくさん選んできます。食べ比べしましょう。いっぱいお話ししたいです。……それで、帳消しにしましょう？」

　薫は大きな目をぱちくりとさせる。

「そんなことで……いいのですか……。いえ、むしろ……とても嬉しいです。ケーキ、好きです」

　大人っぽい顔つきなだけに、こういった表情をするととてもかわいらしい。なんだか史織はくすぐったい気持ちになってしまった。

「よかった。わたしも嬉しいです。約束ですよ？」

「はい」

　薫が安心したように微笑んでくれたのを見届けて、史織は泰章の両手を取り、身体を起こした。

「頭なんて下げないでください。わたしは、少しのあいだでも泰章さんの奥さんになれて、嬉しかったんですから」

「史織……」

　誤解は解けたのだ。もう史織が、責任をとるという形で泰章の妻でいる必要はない。

　きっと、無罪放免でこの家を出ることになるだろう。泰章の妻の役もこれで終わり。

　胸がぎゅうっと締めつけられて切なさが湧き上がってくる。考えたら泣いてしまいそうで、史織は無理やり話題を変えた。

「教えてください。もしかして、母の居場所が、わかったんですか？」

　泰章が頷く。期待を込めて彼を見ると、握った手を握り返され彼と一緒に立ち上がった。後を追って薫も立ち上がる。

「さほど気にしていないことだった。会社も順調だし、失踪した父が見つからないのならそのままでいいとさえ思っていたんだ。しかし見つかった後で、疑問が湧いた。……なぜ、史織の母親は見つからないのだろう。警戒して暮らしているとしても、捜されているのは知らないはずだ」

　言われてみれば確かにそうだ。個人的な組織を使っているのか警察に頼んでいたのかは知らないが、母が見つからなかったのは不思議だと思う。

　最初に泰章が言っていたが、本当に史織の職場に会いに来ていても不思議ではなかった。しかし、母からはなんの音沙汰もなかったのだ。

　まるで、捜されているのを知っていて身を隠しているように……。

「もし、捜されているのを知っていたら。知っていて、あえて身を隠しているとしたら。そう考えると、なぜ知っているのか疑問になる。けれど、こちらの動きを教えることができる人間がいれば、それが可能だ」

「教える……？」

「こちらの動きを教え、身を隠すのを手伝い、捜索を鈍らせて見つからないよう操作する。それができる人物が、ひとりだけいる」

　泰章が顔を向ける。同じ方向を見やった史織は、まさかの気持ちで目を見開いた。

「――福田先生だ」

　……まさか。

　福田が、この失踪騒ぎを操作していたというのか。

「福田先生にならできる。いや、先生にしかできない。先生は……烏丸家の顧問弁護士だ。ご本人も言っていた『烏丸家の当主のお力になることが私の役目ですから』と。今は俺だが……失踪事件当時の当主は……俺ではない」

　福田は微笑み、こくりと頷いて史織の前に立つ。深々と頭を下げた。

「奥様のお母様にご協力いただきました。その後も連絡を取っております。黙っていて、申し訳ございません」

「福田先生が手引きをした可能性に気付いて、すぐに話をした。先生は、すぐに認めてくれたよ」

「烏丸家のご当主には逆らえません。今のご当主は社長です。社長は頭のよい方だ、そのうち……期限がくるまでに気付かれるのではと思っておりました」

　なぜか、期限、という言葉が気になった。福田は頭を上げると、スーツの内ポケットから白い封筒を取り出した。

「奥様のお母様からお預かりしていた、奥様宛のお手紙です」

「母から？」

「期限がきたら渡してくれと言われていました。期限前ですが、お渡しいたします」

　白い封筒を受け取る。表には〝史織へ〟と母の字で書かれていた。

　久しぶりに感じる母の痕こん跡せき。字を見ただけで涙が浮かんでくる。

「奥様のお母様は、他県の病院で末期癌の緩和ケアを受けていらっしゃいます」

　福田の言葉で涙が止まった。一緒に呼吸も止まりそうだった。

「奥様には、病気をずっと隠していらっしゃったそうです。隠しきれなくなった時、フェイクの役をお引き受けくださいました。奥様の前から姿を消して、最期を迎えた時にこの手紙を渡してくれと頼まれたのです」

「どうして……そんな、隠さなくても！」

　手紙を握りしめ、史織は福田に詰め寄る。泰章に肩を抱かれ離れると、一歩下がって福田の話を聞いた。

「奥様に、ご迷惑をかけたくない、ずっと母子家庭で寂しい思いをさせてきたのに、母親の看病で苦労させたくないとおっしゃっていました。そのお気持ちはすべて、お手紙に書いてあると伺っております」

「寂しいなんて……苦労って……そんな……」

　言葉にならない。寂しいなんて思ったことはない。父親はいなくても、母がいれば充分だった。かえって史織の方が、自分のために苦労させて申し訳ないとずっと思っていたというのに。

「本命の女性は、奥様のお母様と仲がよい方でした。相談を受けられていたのでしょう。お母さまは、自分にフェイクの役をやらせてくれと申し出られたのです。条件は、ご自分が最期を迎えた時の後始末でした。その中に、奥様へ手紙をお渡しすることも含まれていました」

　史織は母の手紙を握りしめる。早く中を見たいけれど、見るのが怖い気持ちもある。自分が知らなかった真実が、ここに詰まっているのだろう。

「うまくいけば、そのまま、すべてが終わった後でお手紙をお渡ししたでしょう。私の力及ばず、社長が新たに手配した調査網に先代が引っかかってしまった。そこから、いろいろと予定が変わってしまいました。……社長から、奥様を妻にしたいからとご相談を受けた時は、この偶然をどうしたものかと私も頭を悩ませましたが……。社長は頭のよい方だ。あっという間に私の悪行を見破ってしまわれた」

　福田が話をしているあいだに、史織は覚悟を決めて手紙を開き、母の字を眺めた。

　そこには、福田が話してくれた通りのことが書かれている。失踪に手を貸そうと思った経緯、自分の病気がもう末期である事実。

　突然姿を消さなくてはならなかった謝罪と、史織には迷惑をかけたくないという母の気持ち。

　母親らしいことはできなかったけれど、どれだけ史織を愛しく思っていて、どんなに仕事がつらかったりいやだったりしても史織を思えば頑張れた気持ち。

　史織が、なによりも大切な宝物だったこと……。

「……おかぁさ……」

　手紙を持つ手が震える。涙がにじんで、文字が見えない。

　それでも、最後の一行が史織の目にはっきりと映る。

【幸せになってね。史織】

　涙が止まらなかった。

　いつの間にか福田の懺ざん悔げは終わり、史織は泰章に抱きしめられ彼の胸で泣いていた。




　福田が帰り、薫も自室に戻って、泰章と史織も部屋へ移動し、やっと気持ちが落ち着いてきた。

「すみません……ご迷惑をおかけして……」

　ソファに座っていた史織は、泰章からティーカップを受け取る。彼が運んできてくれたのだ。なにかと思えばレモネードだった。

「いい匂い……。泰章さんが作ったんですか？」

「そう、すごいだろう」

　自慢げに言いながら隣に座る。おどけて言っているようで本気ともとれる。史織はクスリと笑ってしまった。

「まあ、スティックタイプの溶かすやつだけど」

「種明かしが早いですよ」

　ひと口啜って、ハアッと息を吐く。

「美味しい」

「そうか？　お湯で溶かしただけだけど」

「それでも美味しいです。泰章さんが作ってくれたんだって思うだけで最高。今まで飲んだ中で一番です」

「そういえば俺も、史織が店で作ってくれたレモネードが一番うまいって思っていたな」

「お湯で溶かしただけですよ？」

　似た言葉でやり返して、ふたりで笑い合う。

　――幸せだ……。

　こんなおだやかな気持ち、久しぶりではないか。

「泰章さん、ありがとうございました……」

　レモネードを口に含み、爽やかさと甘さに癒され、史織は心落ち着けて言葉を出す。

「短い間でしたけど……わたし、ここで暮らしたこと、忘れません。いろんなことあったけど、泰章さんと暮らせて……嬉しかった」

「史織？」

「わたし、明日からでも荷物をまとめますね。次のお休みには出ていけるように準備をします」

　史織は頑張って笑う。少しでもしんみりとしたら、泣いてしまいそうな気がする。

　本当はこんなこと言いたくはない。でも、そういうわけにはいかない。

　レモネードを口にして、口の中に溜まった言葉を呑み込み、史織は息を吐いて上を向いたり横を向いたり。そうして眼球を動かしていないと涙がこぼれてしまいそうなのだ。

「史織が言いたいのは、それだけか？」

　飲み干したレモネードのカップをローテーブルに置き、泰章は前かがみで両腕を膝に預ける。おだやかで真面目な声は、結婚する前の彼を思い起こさせた。

「それなら、俺からも言いたいことがある」

　泰章が身体を向ける。きっと別れの挨拶だろう、それなら史織もちゃんと向き合って聞かなければ。史織もカップをテーブルに置き、両手を膝に置いて身体を彼に向けた。

　真剣な瞳が史織を見つめる。見惚れてしまいそうなほどに凄せい絶ぜつで綺麗な双眸。この目に見つめられると本当に蕩けてしまいそうだった。

　そんなことも、もうなくなるのだ。

「好きだ」

「え？」

「好きだ、史織」

「……泰章、さん？」

　予想しない言葉でも、これほど突拍子もないものがあるだろうか。

「好きだ、愛してる」

「あ、あのっ、え？」

「愛してる。結婚してくれ」

「結婚……は、今……してますし……」

「じゃあ、このまま一生、俺と一緒にいてくれ」

「でも、わたしは……罪滅ぼしで結婚を……」

　なんだかよくわからなくなっていた。待っていたのは別れの言葉のはずなのに、なぜ愛の告白をされているのだろう。

（泰章さんが……わたしを？）

「史織にレモネードを淹れてもらって史織に選んでもらったケーキを食べて、そうやって笑い合える毎日を送りたい。それよりなにより史織が大好きだから一生一緒にいたい」

　これは、夢ではないのだろうか。現実だと思って大丈夫だろうか。

「史織は、俺が嫌いか？　騙したから、嫌いになったか？」

「き、嫌いになんてなっていません！」

　慌てて口にすると、泰章はふわっと微笑む。

「それなら、好きなんだな？」

　なんだか引っかかった気分だ。好きという言葉に反応して、だんだん胸の奥からゾワゾワした喜びが生まれてくるのがわかる。

「たとえ利用するという形でも、史織を妻にすると決めた時、絶対に一生離さないと思った」

　泰章に両手を握られる。見つめる瞳が熱を帯びて、史織を蕩かしかかっているのがわかる。

「烏丸家も会社も、すべて投げ出してもいいとさえ思ったあの日、俺を救ってくれたのは史織の温かさだった。好きだよ史織。二年前のあの日から、ずっと」

「泰章さん……」

「失踪問題が片付きそうだと思って、史織に思わせぶりなことを言った。問題の娘が史織だとわかって、すぐに妻にする案が浮かんだ。俺の妻でいれば、関係者の攻撃からは守れると思ったからだったが……うまく守れなかった。すまなかった」

　史織は首を左右に振る。

「いいえ……そんなの……。さっきも言ったけど、わたし、泰章さんと暮らせて……結婚できて、嬉しかったんです」

　泰章の眼差しに包まれて、史織は泣きそうな顔をこらえて微笑んだ。

「大好きです……泰章さん。すごく、嬉しい……」

　握られた手が引き寄せられ、同時にふたりの顔が自然と近づく。唇が重なると互いの腕が愛しい人を抱きしめた。

　――片想いだと思っていたのに。優しさに自惚れてはいけないと、自分を抑えていたのに。

　そんな必要はなかった。堂々と、彼を好きでいてよかったのだ。

「泰章さん……」

　彼の名前を呼べることが、こんなにも幸せに思えるなんて。

　唇を重ねたままお姫様抱っこをされてベッドへ移動する。重なり合い抱き合っているだけで肌が上気してくるのがわかる。

　服を着ていることが、こんなにももどかしい。

　泰章もそう感じたのか、キスをしながら史織の服を脱がせにかかった。ブラウスのボタンを外す手が布の向こうで動いているだけでドキドキする。早く脱がせてほしいなんて考えてしまうのは初めてだ。

「今夜は積極的だ」

　泰章がくすぐったそうに笑う。史織が腰を浮かせているうちに、スカートとストッキング、ショーツまで、まとめて膝まで下げてしまった。

　早く彼の肌を感じたくて、脱がされることに協力的になっていることを言っているのだろう。

「ダメですか？」

「まさか。史織も早くしたいんだなと思うと嬉しい」

「し、したいとか……はっきり言わないでください」

「違う？　俺は、早く史織を感じたくてたまらないけど」

　上半身を起こした泰章は、膝で止めていた衣類をすべて取り去る。史織の片脚を手に取ると足の甲に唇をつけた。

「史織の全部、俺のものだ」

　彼の声が、トーンが、吐息が、つま先から脳天まで甘い電流を流す。腰の奥がくんっと引き攣って、自分の欲情が潤っていくのがわかる。

「……わたしも、早く泰章さんを感じたいです」

　照れくさいが、本当のことだ。恥ずかしいからと否定をする必要はない。

　史織の言葉を聞いて泰章は嬉しそうに微笑む。素直に求めても、こうして受け入れてくれるし彼も史織を欲しがってくれる。

　彼を好きな気持ちも、求める気持ちも、隠す必要はない。

「服を一瞬で消せる方法ってないのかな」

　冗談のようなセリフだが、多少本気だったのかもしれない。彼はこの後が心配になるくらい乱暴にスーツの上着からウエストコート、ブレイシーズ、ワイシャツと脱ぎ捨てたのだ。

　お互いが一糸まとわぬ姿で肌を重ねる。彼の肌の感触が伝わった瞬間、なんともいえない幸福感と身体の昂ぶりを感じた。

「泰章さんの肌、気持ちいい……」

「史織の方が気持ちいいよ」

　大きな手が腰のラインをたどり、もったいぶって胸のふくらみに到達する。

「すごく史織の鼓動が伝わってくる。なにか、不安？」

「いいえ……」

　早鐘を打つ心臓。泰章の手は、手のひら全体で、五指で、柔らかな肌を通してその動きを感じとろうとする。

「泰章さんに触られているから、嬉しくて、ドキドキするんです」

　史織の言葉に煽られたのか、泰章は彼女のすべてを感じとろうと、全身に手や唇や舌を這わせていく。

　余すところなくまさぐられ、食べられてしまうのではないかと感じるくらいに唇が活躍する。

　身体は今までで一番の昂ぶりを感じ、自分でも困るくらい快感の泉で濡れそぼっていた。

　そうやって反応すればするほど泰章の愛撫も激しく情熱的に変わってくる。彼が史織の反応を喜んでくれているのだと感じられて、さらに欲情した。

「やす……あきさん……」

「史織、愛してる」

　鼓膜から蕩けてしまいそうな甘い声。陶酔した脳は、彼とひとつになった刺激で活性化した。

　体内がすべて泰章で埋まってしまったような心地。なのに、もっともっと彼と深く繋がりたいと、どこまでも我が儘になる。

　そんな気持ちは彼も同じなのかもしれない。史織を激しく揺さぶり、どこまでも深く彼女と繋がろうと情愛をぶつけてくる。

　彼の情を受け止め続ける史織は、喜悦の声が止まらない。止められないのだ。

「すまない……史織っ、優しくしてやれない……」

　泰章がそんな史織に感じて自分をさらに高揚させているのがわかるから、いっそ、もっともっと大胆になってもいいかとさえ感じた。

　いっそこのまま、本当に彼と同化できたら幸せなのに。

　頭がくらくらするほど激しく揺さぶられても、その振動がゆりかごで揺られているかのように全身を陶酔させる。

「愛してるよ。史織」

　意識が飛んでしまいそうなほどの浮遊感に襲われ……。

　史織は、幸せに酩酊した――。










エピローグ




「もういいんです、もう、かけてこないでくださいっ！」

　拗ねた声が廊下から聞こえ、史織がこそっとリビングから顔を出す。

　廊下で電話を受けていた薫が、自分のスマホを見つめ頬を真っ赤に染めているのを見て、スススス……ッと静かに顔を引っ込めた。

　見なくても様子を察知したのか、泰章がソファでカタログを見ながら笑いをかみ殺していた。

「薫さん、大丈夫でしょうか」

「大丈夫だろう。意地を張っているだけだ。向こうも復縁に必死だから、時間の問題だろう」

「そうですか……？」

「心配か？」

「それは……はい、心配ですけど、泰章さんの言う通り、大丈夫だといいなって、思います」

　史織も笑みを浮かべて泰章の隣に座る。彼が持つカタログを一緒に覗き込んだ。

　――失踪事件のいざこざが解決して一カ月。

　薫は、なんと婚約破棄したはずの相手から復縁を迫られている。

　当時、婚約破棄は義母が勝手に相手方の父親に申し入れたらしく、かなり失礼をしたようだ。

　呆れかえった男性側の父親が、こんな義母がいる家の娘をもらって親族関係になるのはお断りしたいと、婚約はなかったものとなってしまった。

　男性はかなり抵抗したらしいのだが、まだ父親を説得するほどの力もなく、泣く泣く従ったそう。

　月日が経っても薫が彼を忘れられなかったように、彼もまた同じで、父親を説得できるだけの力をつけ、やっと復縁の申し入れをすることができたのである。

　元凶となった義母の介入はないとわかり、父親も了解しているそうだ。

　あとは、薫の返事次第なのだが……。

　婚約破棄のショックが大きかっただけに、いきなりの猛アプローチに困惑している。

　おまけに薫は、派手な見た目だがその実とても内気でおとなしい。彼から連絡がくるたびにオロオロして……、ドキドキしているようだ。

　いい話が聞けるのも、そう遠くないかもしれない。

「あっ、これいいな。かわいいぞ」

　泰章が指差したものは、プリンセスラインのウエディングドレス。ウエストの大きなリボンやスカートに幾重にも重ねられたレースがまるで羽のようでかわいらしい。それでいてシャンタン生地の光沢が豪華さを添えてくれている。

「本当、かわいい。これがいいです」

「ん？　すぐ決めなくても、もう少し選んでもいいんだぞ。史織の好きなやつを……」

「泰章さんが選んでくれたんですから。わたしもこれが好きです」

　泰章が史織の頭を抱き寄せる。くすぐったそうに笑ってから、史織は小さく呟いた。

「お母さん、綺麗って思ってくれるかな……」

「大丈夫だよ」

　母の病気を知ってから、史織は週に一度、母に会いに行っている。緩和ケアの段階は進んでいたものの、まだ史織を認識できるし車椅子でなら移動が可能だ。

　泰章の提案で、ふたりは病院近くの教会で小さな結婚式を挙げることにした。参列するのは、史織の母である。

　娘の花嫁姿を見せてあげたい。彼が、そう言ってくれた。

「泰章さん」

「ん？」

「わたしね……幸せです」

　頭を抱き寄せている手が髪を撫でる。彼に顔を向けると、自然と唇が重なった。

「悪いけど、俺の方が幸せだ」

「わたしですっ」

「俺だよ」

「わたしっ」

　ふたりで意地を張り合い、顔を見合わせて笑いだす。楽しそうな声に惹かれたのか、薫がひょこっとリビングを覗き込んだ。

「……いいなぁ……楽しそう……」

「あっ、薫さん、ケーキありますよ」

　史織が指をさしたローテーブルの上には、一番大きなケーキボックスがのっている。昼に史織の職場を訪れた泰章が買っていったものだ。

　いそいそと薫が入ってくると、入れ替わりに史織が立ち上がる。

「お茶淹れてきますね」

「レモネード？」

「もちろん」

　泰章の言葉に合わせて笑顔で答える。

　ふたりを結びつけた思い出のレモネードは、今のふたりのように、きっととびきり甘く感じるだろう。
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特別書き下ろし番外編










独占欲が、止まらない




「でも本当に、社長の奥様はかわいらしい方ですよね」

　――当然だ。

　クールな表情は一切変えず、泰章は第二秘書の言葉に心の中で同意する。速攻で仕上げた文書を第一秘書にメールで送り、帰宅準備をはじめた。

　泰章は早く帰りたい。すぐに会社を出て、今日は店に出ている愛しの妻、史織を迎えに行きたい。

　店を出たタイミングに間に合いそうもないなら、迎えに行くからとメッセージを送って一緒に屋敷へ帰りたい。

　いや、いっそ自分の正体を明かしていなかった時のように待ち伏せするのはどうだろう。彼女は「びっくりした」と言いながら「昔こんなこともありましたね」と恥ずかしそうに笑ってくれるに違いない。

（猛烈にかわいい!!）

　愛妻の反応を想像し、泰章の気持ちはますます彼女へ向かって昂まる。

　今すぐ会いたい。迎えに行く時間さえももったいない。その時間がなければそのぶん史織といられるのに。

　怒涛のように史織への想いを膨らませる泰章は、なぜこの世には扉を開けたらすぐに会いたい人のもとへ行ける移動手段がないのだろう……と、幻想的な夢を見はじめる。

　史織と想いを通じ合わせ本当の意味で夫婦になって三カ月。世間一般的に新婚と名がつくのは結婚一カ月だとか三カ月だとか言われることもあるようだが、泰章としてはまだまだ気分は新婚真っ盛りである。

「先日の社内報に載った社長夫妻のお写真が、それはそれは好評で。特に奥様がかわいらしいと、女子社員が大騒ぎです。……あ、男性社員もそう思っていると思いますが、やはり社長の奥様なので下手な発言はできないと控えているみたいです」

　泰章がそんな妄想に浸っているとも知らず、第二秘書のおしゃべりは止まらない。基本的に真面目な正直者なので、史織をかわいいと言ってくれるのも本心なのだろうし、社長夫妻の写真が好評というのも本当なのだろう。

　しかし……。

「あんなにかわいい奥様ですからね、最近社長の昼食に鰻が多いのも納得ですよ。でも僕は肉も大事だと思うんですよ。そうだ、明日の昼食はステーキでいきましょうっ。僕、手配しておきますよ。鰻的な上品な情熱もいいんですけど、やっぱり社長もまだお若いんですから肉っぽい野性みあふれる情熱も必要じゃないかと思うんですよね」

　止まらないどころかノリにのっている。というか、前々から思ってはいたが彼はなにか誤解をしてはいないだろうか。

　昼食メニューに鰻が多いのも、新しく和食レストランとコラボをすることで相手側のオーナーが気を遣って差し入れてくれるからであって、決して新婚家庭の夜の準備のためではない。

　やはり挙式翌日の昼食を鰻重にしたことが響いているのだろうか。

（肉っぽい、野性み？）

　第二秘書の張りきりぶりに少々の引きはあるものの、真剣に社長を思って言ってくれているのは伝わってくる。

　泰章はデスクから離れ第二秘書の前に立つと、ポンッと彼の両肩に手を置いた。

「ありがとう、それじゃあ、明日の昼は頼むよ」

「はいっ！」

　大張りきりで「お疲れ様でしたあ！」と頭を下げる第二秘書に見送られ、泰章は社長室を出た。

　なんだかんだ言っても新婚である。

　この手の根回しにのらない手はない。

　ついでに、彼のおしゃべりから逃げることができる。

　泰章の姿を見つけた警備員が急いで後方につく。帰宅の際、秘書が伴っていない時は警備員が駐車場まで付き添う。もしもの時のためである。

　軽く手を上げ「今日は付き添い無用」の合図を送り、泰章はひとりでエレベーターに乗り込んだ。

　めったに付き添いを断ることはない。警備員だってそれが仕事なのだし、仕事として組み込まれていることを毎回外されていたのでは〝もしも〟の不安に苛まれるだろう。

　しかし今日は別だ。――誰かが一緒では、史織に連絡ができない。

「むっ」

　スマホを取り出した瞬間、泰章の眉間に縦じわが刻まれる。

　予想以上に時間が経っていた。第二秘書の話がかなり長かったらしい。そして史織に思いを馳せる時間も長く取りすぎたようだ。

　今からだと、急いで車を飛ばしても待ち伏せは不可能。駅で待っていてもらうしかない。

（史織の驚く顔が見たかったな）

　ちょっと残念に思いつつ史織にメッセージを送ろうとする。しかし打ちこもうとした指は寸前で止まった。

（待て。それなら屋敷で大々的に迎えてあげたらいいんじゃないか）

　屋敷に到着するのは泰章の方が早い。いつも出迎えをするのは光恵たち家政婦だが、今日は泰章ひとりで出迎えてあげよう。「おかえり」と言って抱き上げたら、きっと彼女は慌てて「泰章さん、どうしたんですか」と言いながら照れた顔をしてくれるに違いない。

「よし、決まり」

　即決すると、ちょうどよくエレベーターのドアが開く。泰章は急いで車へ向かった。




「おかえりなさい！　……あっ、お兄様だけですか」

　かつて……たったひとりの妹からこんな冷めた出迎えを受けたことがあっただろうか。

　烏丸邸に帰った泰章をいち早く玄関で出迎えたのは薫だった。誰よりも早く飛び出してきたのにはわけがある。

「史織さんも一緒だと思ったのに」

（だろうな）

「お店のお手伝いで遅くなるとは聞きましたけれど、お兄様のことだから『ダメだ、帰るぞ』って言って連れ帰ってくるのではって思っていました」

（俺はそんな亭主関白じゃないぞ）

「……え？　史織、遅くなるのか？」

　無言の反論をしていた泰章は、大事な部分に後から気付く。驚いた風の兄を見て薫の方が驚いたようだ。

「え？　お兄様知らなかったのですか？　連絡は？　こちらには一時間も前にきていましたよ？」

　頭に百キロ級の岩石を落とされた気分である。史織が遅くなるなんて連絡は、泰章には届いていない。屋敷には一時間も前にきていたというのに。

（俺を後回しにした……？　史織が？　そんな馬鹿な！）

　薫に言えば「結構な自信ですね」と柳眉を逆立てることだろう。なんといっても薫は泰章がモヤモヤしてしまうほど史織に懐いている。

　薫は幼い頃から内向的な性格だが容姿のせいで誤解を受けやすく、同性の友達付き合いに苦労をしていた時期がある。史織のように優しく打ち解けてくれる義姉ができて嬉しいのだ。

「史織さんが早くお帰りなら、聞いてほしいお話があるからふたりでティールームにこもろうと思っていたのに。残念」

　妹が妻に懐くのは嬉しい。しかし、泰章には夫としてのプライドがある。

（史織を独占していいのは俺の方だからな！）

　内なる対抗意識を燃やした時、スマホの通知音を感じる。もしやと思い、ちょうど姿を現した光恵に「着替えたらすぐに食事にする」と言い残し、急いで夫婦の部屋へ向かった。

　部屋に入るとドアに寄りかかってスマホを確認する。思った通り、史織からメッセージが入っていた。

【残業お疲れ様です。泰章さんが頑張っているんだろうなと思って、わたしもお手伝いのお仕事を入れちゃいました。お仕事中でしょうし連絡するのもどうしようかと思ったんですが伝えておきますね。ちょっと遅くなりますけど、泰章さんよりは早いと思います】

「ん？」

　泰章は首を傾げる。残業お疲れ様ですということは、史織は泰章がまだ仕事をしていると思っている。今日は残業になるという連絡をした覚えはない。

「あっ」

　唐突に思いだした。昨日が残業で遅くなったこともあって、今朝は史織に『今日もお仕事が忙しそうですか？』と聞かれ『しばらく忙しいのは仕方がないな』と答えた。

　あれで史織は、今日も残業なのだと思い込んでしまったのではないか。それも、文面を見る限り、泰章が残業で頑張っているから自分も頑張ると時間外の手伝いを入れた模様。

　おまけに先に泰章へ連絡してこなかったのは、彼が仕事中かもしれないからという気遣いからのもの。

「史織……天使っ！」

　スマホを握りしめ、泰章は感動に打ち震える。

　と同時に、妻への愛しさが驀ばく進しんした。

（そうだ！　疲れて帰ってくる史織を迎える用意をしなくては！）

　雷が落ちたかのように素早く動き、着替えをはじめる。そのあいだも考えているのは愛しの妻について。

　史織は本当に純粋で一生懸命だ。会社で評判もいいし、烏丸家の使用人も薫も、みんな史織に好感を持っている。相変わらず店でだってかわいがられて、客にも好かれていて。

　そう考えていくと、史織を妻に迎えて愛し合える自分はなんて果報者なのだろうと思う反面、みんなに好かれる妻に対して独占欲らしきものが疼きまくるのである。




　史織が帰宅したのは、それから二時間後だった。

「おかえり、史織」

　玄関で彼女を迎えると、目を真ん丸にして小さな口を開け、驚きを表す。

「泰章さん……どうしたんですかぁ……？」

　呆気にとられた声。キョトンとした妻のなんと愛らしいことか。

（これ！　これが見たかった！）

　しかし感動している場合ではない。史織のこんな国宝級の顔を他の者に見せてたまるか。誰も出てこないうちにと、泰章は史織をお姫様抱っこで抱き上げた。

「ぴゃっ!?」

「なんだ、小鳥みたいな声を出して」

　クスクス笑いながら夫婦の部屋へ向かう。黙って抱きかかえられていた史織は、ちらちらと夫を見つつ恥ずかしそうに言葉を出した。

「泰章さんが、もうお帰りとは思わなくて……。帰ったら最初に泰章さんのお顔が見えたので、嬉しいやら見惚れるやら」

　顔が見えて嬉しかったなんて、そんなことを言われたら泰章の方が嬉しくて走り回ってしまいそうだ。

「実は、今日は残業がなかったんだ。迎えに行こうかとも思ったんだけど、早く帰って史織を驚かせてやろうと考えていた。そうしたら帰ってきてから逆に史織が残業だって聞かされて」

「そうなんですか？　ごめんなさい、それならお手伝い志願なんてしないで素直に帰ってくればよかったですね」

　史織は泰章が仕事を頑張っているからと思って、自分もお手伝いを引き受けたと説明している。これでは早く帰ってこなかった彼女に非があることになってしまう。

「いいや、お手伝いが必要ということは忙しかったんだろう？　イベントかなにかの準備？」

「大学のサークルで使うって、クッキーをセットにした小箱に大量注文が入ったんです。箱に詰めてからラッピングするんですけど、かわいくしてほしいって注文だったんで頑張っちゃいました」

「史織はラッピングが得意だから適任だ。大変だったね、お腹もすいただろう？　すぐ用意してもらおう」

「あ、いいえ、賄いが出たので……」

「賄い？」

　部屋のドアを開け、史織の顔を見ながら中に入る。洋菓子店の賄いとはなんだろう。まさかケーキやらムースやらが出てくるのだろうか。

　そんな予想を読んだかのように、史織は悪戯っぽく「ふふふっ」と笑う。

「パンケーキです。ふわっふわですっごく美味しいんですよー。生クリームとカスタードはつけ放題だし、オーナーがフライドチキンを差し入れてくれて、なんだかパーティーみたいになってました」

「それは楽しそうだ。夜のシフトって、いつもそうなのか？」

「いつもはサンドイッチとか、おにぎりとかが休憩室に置かれてますね。今日はわたしが頑張ったからご褒美って、店長が」

　ソファに史織を下ろしかかっていた手がピタッと止まる。雷に打たれたような衝撃が泰章の身体に走った。

（史織は、みんなに……好かれている）

　いいことだ。もちろんいいことだ。史織なのだから当然だ。

　しかし、泰章の胸には払拭しきれないモヤモヤが残る。

「史織」

「はい？」

　泰章は下ろしかかっていた身体をかかえ直し、キッと前を見た。

「風呂に行こう」

「はいぃ？」

　まさかいきなりお風呂と言われるとは思わなかったのだろう。史織は少々素っ頓狂な声をあげる。そんな彼女を歯牙にもかけず、泰章は自室のバスルームに向かった。

　ドレッシングルームで史織を下ろす。間髪を入れずカットソーをスルリと脱がせ、スカートに手をかけた。

「えっ？　えっ、泰章さんっ？」

　いきなり脱がせられるとは思ってはいない。慌てた史織はどうしたらいいかと戸惑いつつ泰章の肩に両手を置くが、片足ずつ持ち上げられ、スカートと一緒に下ろされた下着を取りやすくしてしまっていた。

「疲れただろう？　すぐ入浴できるようにしておいた」

「それは、嬉しいですけど……あっ」

　さっさとブラジャーも外し、彼女の腕から抜くと同時に再び抱き上げる。あまりに素早い泰章の行動に史織はついていけなくてあたふたするばかりだ。

「や、泰章さん、あの、疲れていてもひとりで歩けますから……」

　史織の言葉は続かない。シャワーのお湯が頭上から降り注ぎ、驚いて両目を閉じる。お湯をかぶった身体は流れ作業のように湯船に入れられた。

　湯船に入れられたことで泰章の手が離れる。服を脱いでいないのだから当然だろう。

「もぅ……泰章さ……」

　困った声を出しながら濡れた髪を寄せてまぶたを上げる史織。そのとたん湯船にボトボトボトと音を立ててなにかが落とされ、ビクッと背筋を伸ばした。

「なっ、なんで、すかっ、……うわぁ」

　驚きはお湯に落ちたものを認識してから歓声に変わる。泰章が放り込んだのはたくさんの薔薇の花だった。

「え？　綺麗。これ、アレですよね、バスフラワーでしたっけ？」

「ただのバスフラワーじゃない」

　操作パネルのスイッチを入れるとジェットバスに早変わり。おとなしかったお湯が勢いよく浴槽の中で動きだした。

　すると、浮かんでいた花々がお湯にさらわれ動きだし、徐々にその姿がお湯に溶け込むのと同時に泡を立てはじめたのだ。

「泡っ、泡が出ますよ、泰章さんっ」

「ソープフラワーだ。そのまま溶かしても使えるが、こうすると泡風呂になる」

「あわあわです！　わっ、すごい、なんか外国のお風呂みたいですね！」

　今までの驚きを忘れ、史織は溶けかけの花や泡を手ですくってはしゃぐ。その笑顔が愛しくて、泰章の表情も自然とほころんだ。

（やっぱりかわいいな、史織は）

「すごい泡っ、埋まっちゃいそうです」

「それはいけない。少し流そうか」

　提案をしながら泰章は自分の服を脱ぎはじめる。衣類すべてをまとめて出入口から放り投げると、躊躇なく泡だらけのバスタブに身体を沈め、呆気に取られる史織を膝の上にのせた。

　史織ひとりを埋めてしまいそうになっていたたくさんの泡が、泰章が入ってきたことで勢いよくバスタブから流れ落ちていく。雪崩のように洗い場に溜まった泡は、まるで雪のよう。

　湯船にはふたりが入ってちょうどいい程度の泡が残り、身体を包んだ。

「今度は湯船のお湯をもう少し減らしてやってみようか。上半身が泡で埋まってしまうくらいで」

「おもしろそうですけど、泰章さんお花入れすぎなんじゃないんですか？　すごい泡でしたよ」

「うん、そうかもしれない。史織が驚くかなと思ったら調子にのった」

「なんですか、それ」

　楽しげに笑う史織をうしろからギュッと抱きしめる。一瞬動きを止めた史織が恐る恐る顔を向けてくる。

「……一緒に入るとか、聞いてないですよ」

「史織にシャワーをかけた時に濡れてしまったから、ついでにと思って」

「本当に、ついで、ですか？」

「最初から一緒に入るつもりだった」

　おどけた調子でニヤッと笑うと、史織が噴き出す。彼女もおどけたつもりなのか頭をコテッと泰章に預けてきた。

「しょうがないなぁ、一緒に入ってあげますよ」

　ソープの香りに混じって史織の香りを強く感じる。

　寄りかかった背中や肩、膝にのるお尻の感触。伸ばした脚はジェット気泡に流されて少し感触が弱かった。

　彼女の身体に巻きつけた腕で柔らかな肌を抱きしめる。あまりにも心地よくて、どこまでも強く力を入れてしまいたい欲求に駆られた。

「……ホッとするな」

　身体の中が温かくなっていく。史織が腕の中にいる安堵感が、泰章の心を癒していくのがわかった。

「こうして、史織を抱いていると、とても安心する」

「泰章さん？」

「俺の史織なんだって、実感できる」

　史織が身体をよじるので腕の力をゆるめる。彼女は身体を返して泰章の方を向いた。

「泰章さんは、わたしの泰章さんです」

　正面から泰章を見つめ、彼女の両手が頬に触れる。

「触れていなくたって、くっついていなくたって、わたしは泰章さんの奥さんでしょう？」

　ちょっと照れながら言っているのがわかる。そんな彼女がかわいくて、胸の奥がぎゅんぎゅんと騒いだ。

　湯船で勢いを見せつけるジェット気泡よりも激しい昂ぶり。こんなことを言われて平常心など保てるものか。泰章は史織を強く抱きしめた。

「そうだな……史織は、俺の史織だ」

「当然です」

　楽しそうに言いながら史織も泰章の頭に手を回し、抱きつく。

　ちょっとよけいな心配をしてしまったかもしれない。史織がみんなに好かれる女性だから、「俺のものなのに」と、いらない妬心を募らせてしまった。

「大好きですよ。泰章さんっ」

　史織は、こんなにもまっすぐに愛情を示してくれるのに。

「俺も、大好きだ」

　囁いて唇を重ねれば、その奥へと導く入口が開かれる。舌が欲するままに動くことを許し、自らのそれで迎えてくれて。

　顔の角度を変えるたびに鼻が切なく鳴り、貪る唇の端からはこらえきれない吐息と一緒に銀糸が垂れ落ちた。

　お湯で温まったのとは違う体温を感じる。密着した胸から期待を孕んだ鼓動が泰章の鼓動を刺激する。

　昂ぶりを伝えてくれる柔らかなふくらみを両手で乱し、徐々に艶を濃くしていく史織の声を堪能する。そろそろと思えるタイミングで潤いきった彼女を確認した。

「……やすあき……さん」

　切なく甘えた声。いつもの明るい史織とは違う、女の部分を見せてくれる。

　こんな彼女を見られるのは泰章だけ。

　再認識できる。史織は、泰章の妻であり、泰章だけの最愛の人だ。

「史織……！」

　身体の奥底から湧き上がる激情が、彼女を欲して止まらない。バスタブから出るのももどかしく壁に両手をついた彼女を攻めたてれば、しなやかに反り上がる腰から背中の曲線がさらに泰章の雄の部分を煽ってくる。

「好き……やすあきさ……ん、好き……」

　うわ言のように繰り返す史織は、もう泰章のことしか考えられていない。

　――本当に史織は、自分のものなのだと……重ね合わせた肌から、沸き立つ熱と一緒に伝わってくるようだ。

　ジェット気泡の勢いにも負けないくらいバスタブの湯が暴れ、波立つ。

　お互いの熱でとろとろに蕩け合い、バスルームにはしばらくのあいだ甘い声が反響し続けた。




　――やってしまった……。

　真夜中、ベッドの中で、眠る史織に腕枕をしながら泰章は片手で顔を押さえる。

　バスルームでの史織があまりにもかわいくて止まらなかったばかりに、ベッドへ移動して彼女の意識が飛んでしまうまで抱き続けてしまった。

　自分がこんなに制御の効かない男だったなんて、史織を感じるようになってから初めて知った気がする。

「……やす……あきさ……ん……」

　声が聞こえて史織に目をやると、彼女はむにゃむにゃと唇を動かしている。

「好き……」

　と、言ってくれたような気がして、泰章は片手を史織の腰に回し軽く抱きしめた。

「愛してるよ、史織」

　最愛の妻。彼女も泰章だけを思ってくれている。

　……のは、わかっているのだが、理解すれば理解するほど独占したい欲が強くなっていく。

「まあ、いいか」

　愛とは、深ければ深いほど、独占欲が滾るものである。
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あとがき




　ベリーズ文庫様では初めましてになります。玉紀直です。

　同じ恋愛を扱う小説ですが、いつもはもう少々濃厚なジャンルを執筆しております。

　私をご存じで、今作をお手に取ってくださりました皆様、ありがとうございます。いつもと違う雰囲気でしたが、いかがでしたでしょうか？

　有り難いご縁を賜り、今回ベリーズ文庫に仲間入りできましたが「どうしてこんな作家がベリーズに？」と言われてしまうのではないかと本心はヒヤヒヤでした。

　ジャンル違いは敬遠されがちです。他の畑の人間は入ってくるなと怒られるかもしれませんが、私は、こちらで書けたことをとても嬉しく思っております。

　その出版社、レーベルでしか書けないお話というものがあります。今作は、ベリーズ文庫様でしか書けない、こちらだからこそ書かせていただけた作品です。

　私はこのストーリーが書きたかった。やっと、書ける場所を見つけた。

　ですから、こちらでご縁をいただけたことがとても嬉しい。そして、別ジャンルの作家がしゃしゃり出てきたことを怪訝に思いながらも、ちょっとでも気になってもらえたのなら、とても光栄です。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

　楽しい読書時間をご提供できましたなら、これに勝る幸せはありません。




　私的な諸事情が重なりに重なり、担当様をはじめ編集部の皆様には多大なご迷惑をおかけいたしました。申し訳なさでいっぱいでしたが、それでも刊行まで進めていただけましたこと、感謝に堪えません。

　そして今作を素晴らしいイラストで飾ってくださりました天路ゆうつづ先生。素敵なヒーローとヒロインをありがとうございました。

　いつも書く活力をくれる大好きな家族とお友だちに、そして、お読みくださりましたすべての方に、心より感謝をいたします。ありがとうございました。

　また、お目にかかれることを願って。




　幸せな物語が、少しでも皆様の心の癒しになれますように。




玉たま紀き直なお
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[image: ]










いっそ、君が欲しいと言えたなら


～冷徹御曹司は政略妻を深く激しく愛したい～
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